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　　　　１







　試験勉強中、喉のどが渇かわいた基もときは、空のカップを手に階下に降りた。


　いつもだったら、基がリビングに顔を出しさえすれば、家族の誰だれかが過か剰じようなぐらいにあれこれと構ってくれるのだが、この日は違ちがった。


「あら、基も見る？　こっちにおいで」


　と、母親はテレビ画面に視線を向けたままで、基を見もせずに手招きだけしている。


　丸テーブルを挟はさんだ向こう側のソファに座る父親も、母親と同じでテレビ画面に釘くぎ付づけだ。


（ふたりして、なに見てんだろ）


　普ふ段だんは過保護な両親の、そんな珍めずらしい態度に、基はふてくされるより先に興味を引かれた。


　両親ともに、普段からとくに大のテレビ好きというわけじゃないから、こんな風にふたり揃そろってテレビ画面に釘付けになるのは、高こう月づき家ではけっこう珍しい現象なのだ。


　両親を惹ひきつけているテレビ画面に目を向けると、大きな画面いっぱいにスーツ姿の青年の横顔が映し出されていた。


（へえ、普ふ通つうのドラマなんだ。珍しい）


　ちょうど会議室から役者達が出て来るシーンだ。


　画面中央に映し出されている長身の俳優が、息苦しそうにネクタイを緩ゆるめ、おもむろにシャツの第三ボタンまで外す。そして後ろから追いかけてくる部下役の役者達に、やたらとかったるそうな口調で、面めん倒どう臭くさそうに指示を出しはじめる。


（ふわ～。この人、恰好良いかも）


　アクの強い顔立ちだった。


　二十代後半ぐらいだろうか？


　目も鼻も口も、はっきりくっきり整っていて、やたらと濃こい。


　肩けん胛こう骨こつぐらいまでありそうな、ウェーブのかかった艶つやのある黒くろ髪かみを無造作に頭の後ろでくくり、右耳にはピアスが三つ。


　癖くせなのか、話し終えると同時に、唇くちびるの端はしを少しだけ上げる。


　その皮肉そうな笑えみは、なんだか挑ちよう発はつ的でふてぶてしくさえ見える。


　一目見たら、絶対に忘れられないタイプの個性的な俳優だった。


　基は、自分自身が取り立てて特とく徴ちようのないつるんとした顔立ちをしているからか、この手のアクの強いタイプの俳優はけっこう好きだ。


（新人だよね）


　テレビでは一度も見たことがない顔だった。


　そのわりに年ねん齢れいが高めなのは、主に舞ぶ台たいでの活動をしてきたからなのか。


　基はすっかりこの俳優に興味を引かれてしまっていた。


　とりあえずテストのことは故意に忘れて、母の隣となりに座って一いつ緒しよに見ることにした。


　だが、見はじめて五分としないうちに、自分が勘かん違ちがいしていたことに気づく。


　常に画面の中心に映し出されている人物が、あまりにも派手なイロモノ系だったせいで早はや合が点てんしてしまったが、テレビ画面に流れる番組は、ドラマではなくドキュメンタリーだったのだ。


　しかもチャンネルはお堅かたい国営放送で、あの青年の仕事を紹しよう介かいするような内容だった。


（あれでサラリーマンなんて、詐さ欺ぎだ）


　ナレーターは彼を『シモン』と呼び、部下らしき人達からは部長と呼ばれていた。


　歳の離はなれた姉からは世間知らずだと言われる基でも、さすがにまだ二十代で一流企き業ぎようの部長になるってのが凄すごいってことぐらいはわかる。


『シモン』はもともとは広告代理店の企き画かく部門にいたらしい。


　そこで彼が企画したＣＭが次々にヒットを飛ばして押しも押されもせぬ人気を獲かく得とく、さあ次は独立だろうと思われたのだが、『シモン』のサクセスストーリーを期待して見守る人々の期待を見事に裏切って、唐とう突とつに老舗しにせの家電機器メーカーが用意した広告業界に関連する特とく殊しゆな部門の部長の座に納まってしまったのだとか……。


　成功は保証されていたというのに、なぜ独立する道を選ばなかったのか？


　そうインタビューされた彼は、


『給料払はらう側になるより、貰もらう側のほうが気楽だからさ。独り立ちするなんて面めん倒どうだろ？』


　ひょうひょうと答えて、あの皮肉そうな笑みを口元に浮うかべた。


　それを聞いた両親が、ほぼ同時にプッと吹ふき出す。


「あれはポーズじゃなく本音だな」


「でしょうね。全国に放送されてるって自覚あるのかしら？」


　ふたりとも、やけに楽しげだ。


（へえ、知り合いなんだ）


　基はちょっと驚おどろいた。


　普段は見ないような番組をふたり揃って熱心に見ていたのは、知人ゆえだったのか。


　いったいどういう知り合いなのかと聞きたかったが、楽しげに画面を見つめるふたりの邪じや魔まはしたくなくて、番組が終わるまでジッと我が慢まんした。


「──ねえねえ。あの人と、どういう知り合い？」


　番組が終わってすぐ、基は両親に聞いてみた。


「どういうって……」


　基の問いに、両親は一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、互たがいの顔を見つめ合う。


「……驚いたな」


「ええ。……でも、仕方ないのかもね。ここ数年、事務所にしか顔を出さないし」


「いや、しかしなぁ」


　困こん惑わく顔で語り合う両親に焦じれて、基はちょっといらっとした。


「も～、やだなぁ。焦らさないで教えてよ。お父さんの仕事関係の知り合いなの？」


「いや、もっとずっと近いよ」


「もっと？　近所とか？」


「違ちがう。──ねえ、基、本当にわからないの？」


「うん」


　基は深く頷うなずいた。


　一度でも会っていたら、あんなに派手で綺き麗れいな顔を忘れるわけがない。


「あんなに貢みついでもらってるのに……」


　困惑しきった母の言葉に、首を傾かしげる。


「貢いでもらってる？　僕が？」


「そうよ。季節ごとに、いつも色々買ってもらってるじゃないの」


「──あっ！」


　それで、やっとわかった。


「あれ、お兄ちゃんだ!!」


　十歳年上の兄、志し門もん。


　大学入学と同時に家を出たきり、一度も家に帰って来ない、高月家の長男だ。


　会社の人達がみんな『シモン』と呼んでいたから、それが苗みよう字じか、それともあの顔立ちだから外がい国こく籍せきの人なのかもしれないと思って、兄の名前とは結びつかなかった。


「普通、企業で働くときって、苗字を使うもんじゃないの？」


　兄だと気づけなかった気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすため、軽くふてくされてそう言うと、両親は揃って苦く笑しようした。


「普通はな。志門は大学時代にモデルのバイトをしてたし、たぶんその頃ころからの流れで芸名みたいになってるんじゃないかな」


「ふ～ん。お兄ちゃん、モデルなんかしてたんだ」


　確かに志門は、高校時代からすらっと身長が高く、スタイルも良かったような気がする。


　記き憶おくにうっすら残る兄の昔の姿を思い出して、基はすんなりと納なつ得とくする。


　兄がモデルをしていたことさえ知らなかった末っ子に、両親はそれも知らなかったのかと少し呆あきれたようだった。


（モデルか……。いいなぁ）


　日本人離ばなれしたスタイルと、華はなやかに整った顔。


　その上、志門は、この近きん隣りんでは有名なぐらいに頭も良かったはずだ。


　学校での成績が良くても成長したらただの人ってケースも世の中には多々あるが、今ではドキュメンタリー番組に取り上げられるほどの存在にまでなっているんだから、持って生まれた能力を有効に活いかすことに成功しているんだろう。


　取り立てて取り柄えもない上に、虚きよ弱じやく児じだったせいで、いまだに発育不良気味の自分とはあまりにも違う。


　ずっと会わずにいたお陰かげですっかり薄うすれていた、歳の離れた兄に対するちょっとしたわだかまりが、少しだけ心の中に甦よみがえってきた。


「志門が出てた雑誌、ちゃんとスクラップしてあるのよ。見る？」


　母に聞かれた。


「今はテスト期間中だから、また今度にする」


　基は、わざと気のない返事をした。








　高校時代の志門は、確か髪かみを極きよく端たんに短くしていたような……。


（ちゃらちゃら髪なんか伸のばしてたからわかんなかったんだ）


　母に淹いれてもらった紅茶を手に階段を上のぼりながら、基はひとりで軽く唇を尖とがらせていた。


（……しかも、笑ってたし）


　家にいた頃は、いつも仏頂面づらをしていたような気もする。


　基の記憶の中の志門は、いつも不ふ機き嫌げんそうだった。


　当時まだ小学生だった基は、歳の離れた兄に邪じや険けんにされるのが怖こわくて、話しかけることさえできなかったぐらいだ。


　そのせいもあって、大学入学と同時に志門が家を出たとき、ほんの少しだけホッとしたのを覚えている。


　そして、ホッとしてしまったことに、微かすかな罪悪感も抱いだいていた。





　基の両親は、子連れバツイチ同士のできちゃった再さい婚こんだった。


　父の連れ子が志門で、母の連れ子は女で、高たか子こという。


　だから再婚後に産まれた基だけが、家族の全員と血が繫つながっている。


　家族仲は良いほうだ。


　ただし、それは表面上だけのことで、実際はうまくいってない関係もあると基は思っている。


　顔を見てすぐにわからなかったことからもわかるように、自分と志門だ。


　一いつ緒しよに暮らしていた頃からほとんどしゃべらなかったし、遊んでもらったこともない。


　でも離れて暮らすようになってからは、季節ごとに志門から基へと、服や靴くつ、雑貨の類たぐいなどが贈おくられてくるようになった。


　両親や姉は、また志門から末っ子に貢ぎ物が来たとからかうけど、基には自分が貢がれているという実感はまったくない。


　あれはきっと、家を出て離れて暮らす志門にとっては、高月の家との絆きずなを維い持じするための行事みたいなもので、盆ぼん暮くれの付け届けと同じ意味合いなんだろうと思ってるからだ。


　小さかった頃に虚きよ弱じやく体質で、しかも喘ぜん息そくで手がかかったせいもあって、両親と姉は末っ子の基を今でも過保護すぎるぐらいにあれこれと構ってくれている。


　だからこそ、志門は基に贈り物をくれるのだ。


　ある意味、家族の中心になっている基への贈り物は、高月家全体への贈り物にもなると考えてるんだろう。


　そんな風に思っているから、基は志門からの贈り物は遠えん慮りよなく身につけるようにしていた。


　流行はやりの服や靴を身につけた基を見て、両親や姉が喜ぶことこそが、志門の望みなんだろうと思うから……。


（お兄ちゃん、今だったら、もうちょっと僕と仲良くしてくれないかな）


　高校生だった志門は、まだ幼い異母兄弟の存在をあまり快く思ってくれてなかった。


　でも、すっかり大人になった今なら、少しは態度を軟なん化かさせてくれるんじゃないだろうか？


　顔も忘れてしまうぐらい疎そ遠えんになってしまったけど、それでもやっぱり家族なんだし普ふ通つうに会話ができるようにはなりたい。


　それにちょっとだけ、テレビ画面越ごしに見た、あの皮肉そうな笑えみを目の前で見てみたいような気もする。


　一緒に暮らしていた頃の記憶が薄れてしまった今では、画面で見た兄は別世界の住人も同然。


　住む世界が違ちがう人だと思えるから、少しぐらい邪険にされても、そんなにショックを受けないような気もしていた。


「……っと、それどころじゃなかった」


　基は、ふと我に返る。


　有名人になってしまっていた兄に対する好こう奇き心に、すっかり思考が占せん領りようされて、英和辞書を引いている最中に、いつの間にか物思いに耽ふけってしまっていた。


「ちゃんと勉強しないと……」


　出来の良かった兄姉達と違って、基はあまり頭の出来がよろしくないのだ。


　基は、軽く頭を振ふって、勉強モードへと気分を入れ替かえようとした。








　翌朝。


「基。も～とくん。起きなさい。ご飯食べる時間がなくなっちゃうよ」


　横向きにくるんと丸まって眠ねむっていた基は、姉の高子に肩かたを揺ゆさぶられて目を覚ました。


「……ご飯、いらない。もうちょっと寝ねる～」


　努力虚むなしく、昨夜はあまり勉強に集中できなかった。


　その影えい響きようで寝る時間もすっかり遅おそくなって、かなり寝不足だ。


　五分でも良いから、もう少し寝ていたいのに、姉はそれを許してくれなかった。


「だ～め。朝ご飯を抜ぬいたりしたら、また電車で貧血起こして倒たおれるからね。ほ～ら起きて」


　ぐずる基の腕うでをつかんで、強制的に引き起こす。


「も～、ご飯抜いたぐらいで、倒れたりなんかしないよ」


　無理矢理起こされた基は、ベッドの上で眠い目を擦こすりつつ、ぶうっとふくれた。


「前科持ちが言っても説得力ないの。──こら、目を擦っちゃ駄だ目め。目ま蓋ぶたが腫はれるでしょ」


　手首をつかまれて止められる。


「着き替がえは後にして、とりあえずダイニングにきて。眠ねむ気け覚ざましにカフェオレ淹れてあげる」


　目を細めて微ほほ笑えむ高子は、華やかではないが、すっきりとした理知的な顔立ちをしている。


　胸のあたりで揃そろえられた艶つややかな栗くり色いろの髪が、さらさらと揺れて綺き麗れいだ。


「コーヒーが良い」


「胃が荒あれるから駄目」


　早くね、と言い残して高子は基の部屋から出て行った。


「……平気なのに」


　確かに電車で貧血を起こして倒れたこともあったが、軽い夏バテで体力が落ちていただけだ。


　秋も深まりつつある今では、減った体重も元に戻もどりつつあるし体調だって悪くない。


　だから一食抜いたぐらいじゃ、たぶんどうってことない。


　胃が荒れるから駄目と言われてるけど、胃が荒れるほどコーヒーを飲ませてもらったことだってないから、本当にコーヒーで胃が荒れるかどうかだって自分ではわからない。


　はっきり言って、高子は過保護だ。


　基の父親は建築家で、母親は再婚する前からその助手のようなことをしている。


　今でこそ確かな実績と名声を得て安定し、社員数も増えたが、基が小さかった頃ころは開いたばかりの事務所を軌き道どうに乗せるために、ふたりともそれこそ身を粉にして働いていた。


　そんな状態だったから、忙いそがしい母親に代わって、ずっと高子が基の面めん倒どうをみてくれていた。


　基は虚弱体質ですぐに熱を出すような子供だったから、きっと凄すごく大変だっただろうし、高子だって遊びたい年とし頃ごろだっただろうに、一度も嫌いやな顔をされたことはなかった。


　さすがに大学受験の時期だけは、母が仕事より家庭を優先して高子の負担を減らしたけど、それ以外はずっとこんな調子だ。


　ちょっと過保護すぎるとは思うけど、それを嫌だと思ったことは、実は一度もない。


　姉の愛情に包まれていると、やっぱり安心するから……。


（でも、それも今だけ）


　春になったら、姉は結けつ婚こんして家を出る。


　祝福してあげなきゃと思ってはいるけれど、取り残される寂さびしさや不安が大きすぎて、笑って送り出してあげることができるかどうか、自分でも不安なところだ。


（……僕って嫌なヤツ）


　惜おしみなく与あたえられる愛情にぬくぬくと包まれて来たのに、自分からはなにひとつ返すものがない。


　それどころか、引き留めたいとさえ思っているんだから……。


「……もう、起きなきゃ」


　このまま布ふ団とんをかぶって、嫌なことを忘れてずっと眠っていたい。


　そんな誘ゆう惑わくを振り切るために、基はベッドから身体を引き剝はがした。








　テストは散々だった。


　昨夜の集中力不足と今朝の落ち込みとのダブル攻こう撃げきに、根こん性じようなしの基は完全に敗北してしまったのだ。


（また順位下がっちゃうかも）


　基の順位は、今のところ学年で真ん中よりちょっと下くらい。


　常に一ひと桁けた台の順位を維持していたという兄姉達とは雲うん泥でいの差だ。


　とはいえ、彼らが通っていた高校とは学力レベルからして違ちがうから、順位で比べることにあまり意味はないし、両親も姉も、基の成績に関しては特になにも言わない。


　過保護な家族達は、末っ子がとりあえず健康で毎日学校に通えてさえいれば良いと思っているようだった。


（早く帰ろ）


　今日はテストの最終日。


　解放感から賑にぎやかにはしゃいでいるクラスメイト達の声を聞きながら、基は黙もく々もくと帰り支じ度たくをして、そうっと教室を出た。


　学校にいる間の基は大たい抵ていひとり。


　なるべく目立たないよう、いつも息をひそめてそうっと動いている。


　発育不良でみんなよりずっと小さくて細いし、特とく徴ちようのないつるんとした没ぼつ個こ性せいの顔立ちのせいもあって、大人しくしていると基は本当に目立たなくなる。


　まるで、半はん透とう明めいの幽ゆう霊れいにでもなったような気分だ。


　小学生の頃からそうだった。


　身体からだが弱かったせいで友達と遊ぶこともできなかったし、学校も休みがちだった。


　他の子供達と同じスタートラインに並べず、いろんな意味で遅おくれ気味だったから、うまく集団に馴な染じむ方法を学べないまま、高校二年生にまでなってしまっていた。


　でも運良く、いじめとかには遭あうこともなかったし、急な伝達事じ項こうなんかはクラス委員が気を遣って教えてくれていたから困ることもあまりない。


　少しだけ寂しいけど、学校にいる間はひとりでも、家には構ってくれる家族がいてくれる。


　そう思えるから、孤こ独どくな学校生活にも耐たえていられたが、春になればその一番の要である高子もいなくなる。


　そう考えた途と端たん、基はどうしようもなく寂しくなって、しょんぼりと背中を丸めた。


　暗い気分のまま、寄り道することもなくぼんやりと慣れた家路を辿たどる。


　閑かん静せいな住宅街に入ってしばらくすると、父が設計した我が家が見えてきた。


　同時に、見慣れない車が視界に入る。


（どこの客かな）


　敷しき地ち内に客用の駐ちゆう車しやスペースをちゃんと確保してあるから、高月家の客じゃない。


　そもそも、この時間帯は両親も姉も仕事だから客なんて来るはずもなかった。


　たぶん近所の家を訪ねてきたのだろうが、その車は高月家の門を半ばふさぐように停とめてあった。


　マナー違い反はんだと、ちょっと嫌な気分になりながら、車を回り込んで門を開けようとしたら、その車のドアが開いて見慣れない男達が慌あわただしく降りてきた。


「この家の坊ぼうやだな」


　明らかにヤバイ筋の人間だとわかる服装だった。


「あ…あの………」


　そのまま行く手をふさぐように囲まれた。


　基は思いがけない事態に、すっかり怯おびえてしまってその場に立ちすくむ。


（なに？　なんで……）


　怖こわくて身体が動かず、腕をつかまれて引っ張られても抵てい抗こうもできなかった。


「やめて！　その子に触さわらないでよ!!」


　わけもわからぬまま怯えていると、道の向こうから、高子が駆かけ寄ってくる姿が見えた。


「お姉ちゃん」


　基はホッとした。


　だが男達は一向に動じない。


　むしろ、高子が現れたことを歓かん迎げいしているようだった。


「女のほうが色々と使えるか……。──ふたりとも連れて行け」


「やめて！　放してっ!!」


　抵抗しようにも屈くつ強きような男の腕に敵かなうわけもなく、ふたりして車に押し込められそうになる。


　押し込まれる寸前、警察に電話するぞと近所の人が騒さわいでくれて、男達の手が緩ゆるんだ。


　たまたま犬の散歩をしていた高校生ぐらいの少年も通りかかって、ポケットから携けい帯たいを取り出す仕草を見せる。


「……出直すぞ」


　男達は忌いま々いましそうに舌打ちしながら基達から離はなれ、そそくさと車に乗り込み去って行った。


「──もう大だい丈じよう夫ぶ」


　男達の車が見えなくなると、高子がぎゅううっと強く基を抱だきしめた。


　発育不良の基より、高子はずっと背が高い。


　しかもヒールのある靴くつを履はいているから、基は高子の肩かたに頰ほおを押しつけるような恰好になる。


「怖かった」


「うん、怖かったね」


「……お姉ちゃん、仕事は？」


　本来なら、高子はまだ仕事をしている時間帯のはずなのを思い出した基が聞いた。


「早退してきた。あたしの職場に変な電話が来たから、基にもちょっかいかけてくるんじゃないかって気になって……。早く戻ってホントに良かった」


　柔やわらかな腕うでの感かん触しよくに安あん堵どしていた基は、その声にハッとした。


（お姉ちゃん、声、震ふるえてる）


　声だけじゃなく、身体も、微かすかにだが震えているようだった。


　強く抱きしめてくるのは、高子自身の身体の震えを抑おさえるためなのかもしれない。


　だが、考えてみればそれも当然。


　高子は、どちらかといえば気き丈じようなほうだが、それでも普ふ通つうの若い女性なのだ。


　裏社会の人間だとあからさまにわかる男達に囲まれて、平気なわけがない。


　基は、駆け寄ってくる高子の姿を認め、無条件に安堵した自分が急に恥はずかしくなった。


（……役立たず）


　助けを求めて大きな声を出すことさえできず、恐きよう怖ふで動くこともできなかった。


　高子の姿に安堵したのは、彼女から庇ひ護ごされる立場にいることに甘え続けているせいだ。


　こんな自分にでもできることはないかと、とっさに考えることさえしなかった。


　誘ゆう拐かいされかかった恐怖より、自分の情けなさのほうに涙なみだが滲にじむ。


　たまたま通りかかった犬の散歩中の少年が、携帯で男達の車のナンバーを撮とってくれていて、そのデータを提供してくれた。


　同じ年とし頃ごろの少年の機転の利きいた行動に、基は余計に落ち込んだ。





　どうやら高子は、さっきの男達の素す性じように心当たりがあるようだった。


　どういうことなのか教えてよと基は頼たのんだが、高子は言葉を濁にごすばかりで教えてくれない。


「……僕には言えないようなこと？」


（ああ、やだな）


　高子に向ける声が子供っぽく尖とがっているのが自分でもわかる。


　役立たずだから仲間はずれにされているような気がして、ひがんでいるのだ。


「違う。──こんなことがなくても、今日の夜、お父さんが説明してくれることになってたんだから。みんなで今後のことを相談しようって」


　だから夜まで待ってと言われたが、どうせ説明してくれるんなら後でじゃなくて今が良いと基はごねた。だが、


「お父さんが自分で説明したがってたから、夜まで我が慢まんしてね」


　高子は頑がんとして教えてくれなかった。


（……遠えん慮りよしてるのかな）


　説明したがってるのが父親じゃなく母親だったら、教えてくれたんじゃないだろうか？


　ふと、そんなことを思う。


　高子は、過か剰じようなほどに父親を家長として立てようとするところがあって、そんなときはどうしても姉が母親の連れ子だったのだということを意識させられてしまう。


　そして、基の目にはしっかり結びついているように見える家族の絆きずなが、高子の目には違う風に見えているんじゃないかと不安になる。


　だからこれ以上、高子に教えてと粘ねばることはできなかった。





　そして、夜。


　高子が日中の出来事を連れん絡らくしたらしく、両親はいつもよりずっと早く帰宅した。


「──少し、考えが甘かったようだ」


　夕食の後、父親が深刻な顔で言った。


「おまえ達にまで嫌いやがらせをしてくるとは……。怖い思いをさせて悪かったな」


　基の頭を軽く撫なでながら謝り、そして事情を説明してくれた。


　きっかけは、父の設計事務所にかかってきた一本の電話だったのだという。


　父は新築の建物以外にも、リフォーム等も手がけていて、見積もり等も気軽に受けている。


　そこに、最近リフォームしたばかりなのだが完成した我が家の状態が予想とは違ちがうようだという人物から、一度リフォームの状態を確かく認にんしてはもらえないだろうかという依い頼らいが来たのだ。


　そして調査の結果、依頼主の戸と惑まどいの原因がわかった。


　リフォーム工事の際に使用される資材等に、当初の設計より質の悪い物が使われていたのだ。


　その後、その建設事務所の物件を調査した結果、同じような被ひ害がいが多数見つかった。


　一いつ軒けんの被害額はさほど大きくはないが、その建設事務所が大手であるがゆえに、被害を被こうむった人の数は多数に及および、トータルとしてかなりの金額が搾さく取しゆされたことが判明した。


　リフォームとはいえ依頼主にとっては大きな出費で、もう一度当初の希望通りにリフォームし直せる余よ裕ゆうのある家なんてそうそうない。泣き寝ね入いりしているのが現状だった。


　被害を被っているのが自分だけじゃないと知った被害者達は、その事務所に対して法的手段に訴うつたえることに決めた。


　基の父も、建築家としての立場からそれらを手伝っていくつもりなのだという。


　雑誌等の取材も受けているし、テレビ番組などにも出演したことがあり、社会的な知名度もあるから、事件をうやむやにさせないようバックアップしていくこともできるからと……。


「だが、そのせいで、あんな輩やからに常につきまとわれることになってしまってな」


「でも、あの人達、建築関係者には見えなかったけど？」


　不思議に思った基が聞くと、父は苦く笑しようした。


「それはそうだ。その建設事務所の後ろ盾だてに代議士が控ひかえていてね。たぶん、そちらのルートからまわされて来た輩だろう。──さて」


　父親は居住まいを正し、基をまっすぐに見た。


「警察には俺のほうから一応頼んではおくが、見回りを強化してもらっても、ここら一帯は普ふ段だんから人通りも少ないし安心はできない。今日のようなことが何度もあっては、ご近所にも迷めい惑わくだろう。それでだ、しばらくこの家を出ようと思う」


「家を？　それで、どこに行くの？」


「事務所近くのホテルに部屋を取ってある。事情を話して、警備もそれなりに増強してもらうことになっているから安心だ」


「……ホテルに？」


　聞いた途と端たん、基は顔色を曇くもらせた。


　家族旅行で何度も宿しゆく泊はくはしているけど、誰だれが使ったのかもわからないベッドに寝ねるのは少し苦手だし、夜中に通路に響ひびく足音や水音などに神経質になってしまうほうだったから……。


　家族とずっと一いつ緒しよならまだ我慢できるが、万ばん人にん受けするよう整えられたよそよそしい空間で、みんなが仕事から戻もどるのをひとりで待つのかと思うと、どうしても気が重くなってしまう。


「基、そんな暗い顔しないの。ねえ、お父さん、基にはホテル暮らしなんてやっぱり無理よ。いつまでこんな状態が続くかわからないんだし、体調崩くずすのが目に見えてる。だから基は、あたしにまかせて……。──基、お姉ちゃんと一緒にくるよね？」


「お姉ちゃんはホテル暮らししないの？」


「うん。あたしは佐さ川がわさんのところに行くつもり。あのマンションならセキュリティもしっかりしてるしね」


「佐川さんの……」


　佐川は高子の婚こん約やく者だ。


　結ゆい納のうをすませてからというもの、高子は週末には頻ひん繁ぱんに佐川のマンションに泊とまりに行くようになっていたから、当然といえば当然なのだが……。


（ホテルより、もっと嫌）


　もうじき、佐川は自分の大切な姉を奪うばっていくのだ。


　そう思うと、基はどうしても佐川に対して好感が持てずにいる。


　目の前で夫ふう婦ふ生活のリハーサルみたいな感じで仲良くされたりなんかしたら、我慢できずに絶対に言ってはいけないことを口走ってしまいそうだ。


「……でも、僕……」


「高子、基が心配なのはわかるけど、いくらなんでもそれは非常識よ」


　基が口ごもると、母親が助け船を出してくれた。


「佐川さんが優やさしいからって甘えてちゃ駄だ目め。……でも、お母さんも基にホテル暮らしさせるのは心配なのよね。せっかく元気になったのに、こんなことで体調を崩されたくないし……」


「いっそ、お祖母ばあちゃん家に行くか？　あそこなら静かで空気も良いし」


「あなた、学校はどうするの？」


「ああ、そうか。そうだったな」


　う～ん、と基を除いた三人は本気で悩なやんでしまう。


（……困らせてる）


　母親も高子も基が体調を崩すと心配するけど、それは基からすれば過保護ゆえの過剰な心配。


　こんな状じよう況きようでホテルが苦手だなんて言うのは、普ふ通つうに考えればただのわがままだろう。


　だから基は、「ホテルでも平気。頑がん張ばるから」と言おうと思ったのだ。


　それなのに、


「──お兄ちゃんのところは？」


　昨夜のことが頭に残っていたのか、口を開いて出たのは、そんな言葉だった。


　自分でも思いがけないことを口走ってしまったものだから、ビックリして胸がどきどきした。


「ああ、その手があったわね」


「そうだな。志門のところなら安心か」


　基の提案に、両親は顔を輝かがやかせ飛びついた。


　向こうも表おもて沙ざ汰たにしたくないだろうから、マスコミ系有名人の志門には手出ししにくいだろうし、そもそも家に寄りつかない長男の存在は盲もう点てんかもしれない。


　きっと避ひ難なん場所には最適だと……。


　だが、高子は微び妙みように浮うかない顔をする。


「基、志門とは、もう七年ぐらい会ってないでしょ？　人見知りして疲つかれるんじゃない？」


「ん～、でも……」


（……たぶん、きっと、大だい丈じよう夫ぶなんじゃない……かな？）


　ちょっと不安だったが、久しぶりに兄に会ってみたいって気持ちのほうが強かった。


　昨夜、テレビで見た志門は、昔ほど気むずかしそうには見えなかった。


　だから、なんとかなるんじゃないかと思う。


（もし、どうしても駄目だったら、お父さん達のホテルに行けばいいだけなんだし……）


　昨夜見た華はなやかな姿を間近で見られると思うと、なんだか少しだけ気持ちが高こう揚ようしてくる。


　それにもうひとつ。


　少しの間、高子や両親と離はなれるのも悪くないんじゃないかとも思っていた。


　一時的にでもみんなと離れて、ひとりで頑張ってやってみることで、家族に依い存ぞんしきっているこの現状を少しでも変えることができるかもしれない。


　高子の結けつ婚こん式の日、今までありがとう、と笑って見送ってあげられるように……。


「高子ってば、水を差すようなこと言わないの。小さい頃ころはずっと一緒だったんだし、しばらく会ってなくたって大丈夫よ。ね、基？」


「うん」


　基は、にこっと笑って深く頷うなずいた。





　　　　☆





　その翌日、基は学校から直接タクシーに乗って志門のマンションに向かった。


　着き替がえなんかの荷物は昨夜のうちに準備して、父親が先に運んでおいてくれている。


　昨夜、相談がまとまった直後に、志門本人の了りよう解かいを得ようと携けい帯たいに連れん絡らくを入れたのだが、電源をオフにしていたようですぐには連絡はつかなかった。


　連絡がついたのは深夜で、その頃には基はもうベッドの中。


　そのせいで直接話をすることはできなかったが、両親から聞いた話だと、志門はまかせておけと喜んでＯＫしてくれたとか……。


　久しぶりに見た兄の姿に興味を引かれ、好こう奇き心から出た申し出だっただけに、押しかけられたら迷惑だと言われることも覚かく悟ごしていたが大丈夫そうでホッとした。


　両親や姉から離れて暮らすことへの不安はあるけど、それはこれからはじまる新しい生活に対する好奇心でなんとか紛まぎらわせている。


（お兄ちゃん、どんなところに住んでるんだろう）


　想像してみると、ちょっと浮き浮きしてくる。


　普段暮らしている家だって、父が心を込めて設計しただけあって素す敵てきだけど、見み栄ばえよりも居住性を重視してあって、ちょっと落ち着きすぎているように基には思えるのだ。


　その点、志門なら都会のライフスタイルにあったお洒落しやれな部屋で暮らしているに違ちがいない。


　当然ながら基は、志門がどこに住んでいるのかも知らなかったから、タクシーの運転手には父親が書いてくれた住所のメモを見せてある。


　父親の話では、志門のマンションは再開発されたばかりの話題性の高い地域にあって、だからこそセキュリティは厳重で安全なのだとか……。


　タクシーは三十分程度で目的地に着き、敷しき地ち内の車寄せまで行きますかと運転手に聞かれたが、少し考えてからマンション前の道路で降ろしてもらった。


「……ふ～ん」


　歩道に立ち、目的の建物を眺ながめた基は、想像していたのとはちょっと違ちがうと首を傾かしげた。


　都会にどど～んとそびえ立つ高層建築なんかを想像していたのだが、目の前の建物は三階建てで、けっこうこぢんまりとしている。


　周囲を見み渡わたしても、基が想像していたような高層ビルはなく、比ひ較かく的てき低い建物だけだ。


　志門の住むマンションはその中でも低いほうで、規模的にも住居が十戸あるかないか程度。


　だが敷地はけっこう広く、隣となりの建物との境の塀へいとマンションの建物との間には柵さくで覆おおわれた広い庭が見えて、一階の住人達はガーデニングを楽しんでいるようだった。


（これって、贅ぜい沢たく……なのかな？）


　都心の一等地でこれだけの庭を所有できる物件は、そうそうないような気もする。


　きらびやかな夜景とは縁えんはなくても、違う意味で贅沢な建物なのかもしれない。


　門を抜ぬけ、エントランスへと敷地内の短い道を歩く。


　中に入ったら、エントランス内にあるインターフォンで志門を呼び出せば良いと父親が言っていたことを思い出し、住所の書いてある紙切れをポケットから引っ張り出した。


「３０３号室か」


　自動ドアを抜け、エントランス内に入った。中は広くて、来客用なのか、オープンカフェにあるようなテーブルと椅い子すのセットが幾いくつか配置してある。


（あ、あれって……）


　その中のひとつに、見覚えのある人が座っていた。


　うつむき、腕うで組ぐみをして座っている男の顔は、垂らしたままの長い髪かみに隠かくされて見えない。


　でも、特とく徴ちようのある艶つややかな癖くせ毛げや組まれた長い足が、テレビ画面で見た志門の姿に重なった。


　間違いないとは思うが、万が一にも間違っていたらという不安にビクビクしながら、


「あ、あの……」


　遠えん慮りよがちに基がかけた声に、男はバッと勢いよく顔を上げた。


　その途と端たん、髪に覆われていた顔が露あらわになる。


　ちょっと切れ長の二重の瞳ひとみに高くとおった鼻筋、そして色の濃こい薄うすめの唇くちびる。


　長い髪に覆われていても女め々めしさを感じさせない、はっきりくっきりした派手な顔立ち。


　間違いなく、兄の志門だった。


「あ、やっぱり。お兄ちゃんだ」


　基はホッとして、にこっと笑いかけた。


　だが志門は、なにか不思議なものを見るような顔で基を見ている。


（あれ？　僕のこと、わかんないのかな？）


　会わずにいたのはお互たがい様。


　基がテレビ画面で見た志門を兄とは気づけなかったように、もしかしたら志門もあまり構わなかった弟の顔を忘れてしまっているのかもしれない。


「……あの、僕、基だけど……。わかる？」


「あ、ああ。わかる」


　志門はハッとしたように瞬まばたきして、そしてゆっくりと立ち上がりながら微ほほ笑えんだ。


　テレビで見たような皮肉っぽい感じは一いつ切さいしない優やさしい微笑みは、父親と良く似ている。


「基があんまり大きくなってたんで、ちょっとビックリした」


「大きく……なってるかな？」


　はっきり言って発育不良で、学年でも一番小さいから、基は首を傾げた。


「なった。写真で見るより、ずっと大きくなった。──良く来たな」


　志門が歩み寄ってきて、基の頭にふわっと手を置くと、くしゃくしゃっと撫なでた。


（うわぁ）


　一いつ緒しよに暮らしていた頃は、いつも遠巻きな感じだったから、たぶん志門に頭を撫でてもらったのはこれがはじめてなんじゃないだろうか。


　頭に乗せられた大きな手の温ぬくもりが、本当に歓かん迎げいしてもらえてると基に実感させてくれた。


　それが、凄すごく嬉うれしい。


「うん、ありがと。──お兄ちゃん、ここでずっと待っててくれたの？」


「まあな。それじゃ、中に入るか」


　ほら、おいで、と柔やわらかく微笑んだ志門が手を差し伸のべる。


　その仕草があまりにも自然で、基は自然にその手を握にぎり返していた。


（こういうの、懐なつかしい）


　小さかった頃は、高子と良く手を繫つないで道を歩いた。


　転ばないよう、はぐれないようにと……。


　なんだか幸せな気分になって繫いだ手を見ると、志門の大きな手に包まれた自分の手が、まるで本当の子供の手のように小さく見える。


　気持ちまで子供の頃に戻もどってしまうような、そんな感じがした。




　　　　２







「基、モ～ト。朝だぞ～」


　横向きにくるんと丸まって眠ねむっていると、いつものように軽く肩かたを揺ゆすられた。


「……もうちょっと」


　寝ねてる～、と基もいつものように答えかけたが、ふと、いつもとは違うんだと思い出し、パチッと目を開けた。


　ここはいつもの家じゃなく、兄の志門が暮らすマンション。


　今までとは通学路も変わるから、いつもより少し早めに出で掛かけなきゃならない。


「寝不足か……。昨夜、寝るの遅おそかったからな」


　寝返りを打って起きあがろうとする基の頭を、大きな手がくしゃくしゃっと撫でた。


「今日、学校休むか？」


　エプロン姿の志門に、いきなりそう聞かれて、基はビックリした。


「なんで？」


　頭を撫でる志門の手を、両手でひっぺがしながら聞く。


「環かん境きよう変わって一日目だし。無理しないほうが良いかと思って」


「無理って……。僕、平気だよ、これぐらい」


　ちょっとしたことで体調を崩くずしていた子供の頃ころとはもう違うのだ。


「この程度のことで休んでられないよ」


　基が起きあがろうとしたら、志門が腕うでを背中にまわして支え起こしてくれた。


「そうか、えらいぞ」


　志門が、また頭を撫でる。


「だから、髪をぐしゃぐしゃにすんの、やめてってば」


　頭を撫でられるのは悪い気はしないが、髪をぐしゃぐしゃにされるのは困る。


　基の髪は細くてこしがないから、すぐに絡からんでしまうのだ。


　絡んだ髪を解こうとして力を入れると途と中ちゆうでプチッと切れたりもするから、さすがに面めん倒どうでここ数年は絡みにくいようにとずっと短くしているぐらいだ。


　志門には、昨日のうちにそこらへんの事情を説明して、ぐしゃぐしゃにしないでと何度も訴うつたえているのだが、困ったことに志門は全然聞き入れてくれない。


「寝ね癖ぐせもついてるし、良いじゃないか。後で俺がちゃんと直してやるからさ。──モトの髪、柔らかくて手て触ざわり良いんだよ」


　嬉しそうにそう言うと、またしてもくしゃくしゃっと頭を撫でる。


「も～」


　基は、その手から逃のがれるようにして、慌あわててベッドを下りた。








（……お兄ちゃんって、ちょっと変）


　弟を構いたくて仕方ないといった風ふ情ぜいの志門を部屋から押し出してから、基は制服に着き替がえはじめた。


　昨日、再会してからずっと志門はこんな調子で、なにくれとなく構い倒たおしてくれている。


　最初のうちは、久しぶりだから気を遣ってくれてるか、それとも高子からちゃんと基の面倒をみるようにって念を押されたんだろうと考えていたが、時間が経たつにつれ、そうじゃないのかもと思うようになっていた。


　志門はずっと、そりゃあ嬉しそうに微笑んでばかりいて、面倒そうな様子をまったく見せないから……。


（お姉ちゃんより過保護かも……）


　高子は最後まで基が志門のマンションに行くことにいい顔をしてくれなかったが、それでも昨日は、午前中に父親と一緒にこの部屋に基の荷物を運んで、片づけてくれていた。


　しかもどうやら、基の食べ物の好き嫌きらいや生活習慣についてまでも、志門にレクチャーしていったらしい。


　とことん過保護である。


　だが、どうも志門は、さらにその上を行っているような気がするのだ。


（子供扱あつかいされてるだけなのかなぁ）


　かつて邪じや険けんにされていたのが噓うそみたいだ。


「モト、朝ご飯できたぞ」


　ドアの外から楽しそうな志門の声が聞こえる。


「いま行く」


　基は、鞄かばんと制服のジャケットとネクタイを手に部屋を出た。


　基が使ってる部屋は、本来なら広いリビングダイニングの一部で、今は引き戸で仕切られている。


　普ふ段だんは開けっ放しにしていて、来客があるときだけ寝しん室しつ代わりに使っていたらしく、ベッドもソファになるタイプのものだ。


　寝心地が悪かったら普ふ通つうのベッドを買うからと志門は心配そうだったが、スプリングもしっかりしていて問題なく、自分でも驚おどろくぐらい熟じゆく睡すいできた。


（この香かおりのお陰かげかな）


　微かすかに鼻び腔こうをくすぐるのは、母が選んでいたのと同じ、オレンジ系のふんわりと柔らかなルームフレグランス。


　家で使っているものの予備を、志門が高子に言って持ってこさせたらしい。


　部屋で煙草たばこを吸っていたから誤ご魔ま化かすためだと志門は言っていたが、慣れた香りは環境の変化に弱い基の心を落ち着かせてくれた。


「おはよ。──へえ、お兄ちゃんって、ちゃんと料理できるんだね」


　ほかほかのオムレツにミニサラダ、フレンチトースト仕立てのフランスパンと、テーブルに並んだ料理を見て、基は目を丸くした。


　昨夜は志門が普段使っているという近所のイタ飯屋さんで夕食を食べたから、てっきり自宅では料理なんてしないものだと思っていた。


　朝食も、作ったとしてもトーストとミルク程度なんじゃないかと予想していたのだが……。


「昔むかし取った杵きね柄づかさ。親おや父じが再さい婚こんするまでは、俺が作ってたからな」


「ふうん。凄いね」


　再婚する前ならば、志門はまだ小学生。


　火を使う料理をまかされていたのなら、きっとしっかりした子供だったんだろう。


「僕でもできるかな」


　オムレツの湯気に鼻を近づけながら、キッチンのカウンター内にいる志門に聞いてみた。


「なにを？」


「料理。お世話してもらってばっかりじゃ悪いし、僕も少し手伝いたい。ね、お兄ちゃん、教えてくれる？」


「モトには必要ないだろ」


　両手にマグカップを手にした志門が、テーブルに歩み寄りながら素っ気なく言う。


「なんで？」


「俺の楽しみが減る。──ほら、食べな」


　コンッと基の前にマグカップが置かれた。


（……カフェオレだ）


　高子の薫くん陶とうの成果か。


　軽く首を伸ばして、志門のカップを確かく認にんしてみたらブラックコーヒーだった。


「料理するの、そんなに好きなの？」


「まさか。モトの面倒をみるのが好きなんだよ。親父のもめ事が落ち着くまでの期間限定なんだから、大人しく面倒みさせとけ」


「ホントに、それで良いの？」


「もちろん」


「じゃ、お言葉に甘えとく」


（……わかった。お兄ちゃんは、過保護じゃなくて、ただ甘いんだ）


　ついでにカフェオレもフレンチトーストも甘かった。





　そもそも、昨日、基がこの部屋に入ったときから志門は変……というか、甘かった。


　センスの良さでのし上がったエリートサラリーマンなんだから、さぞかしハイセンスな部屋に住んでいるだろうなんて勝手な想像をしていた基だが、実際の志門の部屋を見て驚いた。


　あるのは最低限のシンプルな家具だけで、洒落しやれた置物とか絵とか、部屋を飾かざる物がまったくない、やたらとすっきりした殺風景な部屋だったからだ。


　拍ひよう子し抜ぬけした基が、ついうっかり「イメージと違ちがう」と呟つぶやいたのを志門は聞き逃さなかった。


　どういう意味かとしつこく聞かれ、仕方なく白状したら、それなら今すぐインテリアショップに行って、すべて基好みの家具に入れ替かえようと言い出した。


　最初は、夢見がちで馬ば鹿かなことを言い出した弟をからかっているのかと思ったが、車のキーを持った志門に出掛けようと促うながされ、それでやっと志門が本気だと気づかされたのだ。


　一時的に居い候そうろうする自分のためにそんなことまでしてくれなくて良いと基が慌てて止め、なんとか思いとどまってはもらえたのだが、その後で、


「とりあえずカタログ取り寄せとくか……」


　などとひとりで呟いていたから、もしかしたらまだ部屋の模様替えをやる気満々なのかもしれなくて、まだまだ油断できない。


　すでに手て遅おくれで、買ってもらってしまった物もある。


　基用にと、カップとかリネン類とか、日常の細々とした物が全部新調されていたのだ。


　高子に聞いて、昨日のうちに基が好きそうなやつを選んできたんだと、志門は得意げだった。


　あるものを使わせてもらおうと思っていた基は、嬉うれしいと思うより先に困こん惑わくしてしまった。


　そこまでしてもらえるなんて思わなかった。


　そもそも、こんな風に面倒をみてもらえることさえ期待してなかったのだ。


　邪険にされずにここに置いてもらえるだけで充じゆう分ぶん、それで有名人でもある兄の華はなやかな生活の一いつ端たんをちょっとでも覗のぞき見できれば良いなぁなんて、そんなミーハーな気分でいたぐらいだったから……。


　すっかり困惑してしまった基は、夜遅おそくにちゃんと落ち着いたかと心配して携けい帯たいに電話をくれた高子に、どうして志門を止めてくれなかったのかとごねてみた。


　だが、


『志門が勝手に貢みついでくれるんだから貢がせとけば良いの。あいつ、けっこう儲もうけてるんだし、遠えん慮りよなくむしりとっちゃいなさい』


　と、あっさりあしらわれてしまった。


　しかも、基の好みの教え賃として、自分も志門に服を買わせてやったと得意げに話していた。


　その口調がけっこう気さくな感じで、基はちょっと変な気分になった。


（父さんに対しては必要以上に気を遣う癖くせに……）


　義理の兄であるはずの志門に対しては、まるで気がおけない友達みたいな調子だ。


　そもそも志門は、ここ七年というもの父親の事務所にはたまに顔を出していても、家には帰っては来なかったのだ。


　基と同じように、高子だって志門とは顔を合わせる機会なんてなかったはずなのに……。


（それとも、どっかで会ってたのかな）


　ふと、そんなことを考えたが、なんとなく怖こわくて問い質ただすことはできなかった。


　もしも、そうだと答えられたら、その次の質問をしたくなる。


　それなら、どうして家で会わないのかと……。


　そもそも、どうして志門はここ七年もの間、一度も家に帰って来ないのか。


　両親とは父親の事務所で会っていて、高子とも気楽に話せる関係なら、志門が家に帰って来ない理由はひとつしかないように、基には思える。


（……やっぱり、僕と顔を合わせたくなかったから？）


　それは、志門が家を出て行った日から、ずっと胸の中でもやもやしていた不安。


　でも、やっぱり怖くて、はっきり聞くなんてできそうになかった。


　せっかく今、こんなに楽しそうに構ってもらえてるんだし、触ふれずにそっとしておきたい。


　うっかり刺し激げきして、志門が基に邪じや険けんにしていた頃ころの気持ちを思い出されたりなんかしたら悲しいから……。


「どうした？　口にあわないか？」


　ぼやっと考え事をしていたせいで、朝食を摂とる手が止まってしまっていた。


「ううん。ちゃんと美味おいしいよ」


　志門はもう料理を食べ終わっている。


　基は慌あわててフォークを動かした。


「おい、モト。まだ時間はあるから焦あせらないでゆっくり食べな。むせるぞ」


　言われて時計を見て、基は逆に焦った。


「うわっ、もう時間ないよ。乗り換かえも考えると、そろそろ出なきゃ」


　立ち上がりかけたが、志門に止められる。


「車で送ってってやるから、落ち着いてご飯食べな」


「え……、いいの？」


「おお、まかせとけ。帰りも迎むかえに行ってやるからな」


「帰りもって……。お兄ちゃん、仕事は？」


　自分の皿を片づけてからバスルームのほうへ向かった志門に、基は大きな声で聞く。


「時間の融ゆう通ずうが利きく立場だから大だい丈じよう夫ぶさ」


　戻もどってきた志門はブラシと霧きり吹ふきを持っていて、基の後ろに回り込むと頭にシュッと霧を吹いた。


「ちょっ……。なにしてんの？」


　基はビックリして、首を後ろに倒たおして志門の顔を見た。


「髪かみ、直してやるって言っただろ？　余計なもの入れてない綺き麗れいな水だから安心しな。──無理して全部食べなくても良いけど、もうちょっとだけ食べな」


　クイッと頭を押されて下を向かされる。


「うん」


　もつれた髪をほどこうとする志門に、軽く髪を引っ張られながらも、基は大人しく言われるままにもぐもぐと口を動かす。が、


「……でも、昨日も仕事休んでくれたんだよね？」


　時間に融通が利く立場ってどんなだろうと考えてみたら、ちょっと不安になってきた。


　ある程度の地位にいるから、自分勝手ができるって意味なんじゃなかろうか。


　テレビのドキュメンタリーで見た限り、志門には部下もたくさんいて、いろんなプロジェクトの責任者として毎日忙いそがしく働いているように感じられた。


　そんな責任ある立場の人が、弟を迎えに行く程度の都合で仕事中に抜ぬけるなんて、許されるものなんだろうか？


（……お父さんはそんな簡単に抜けたりしなかったのに）


　子供の頃、基が何度か急に入院したときでさえ、仕事を終えてから駆かけつけてくれていた。


　それを思うと、さすがにちょっとまずいような気がする。


「僕のせいで、そんな迷めい惑わくかけられないし、帰りはひとりでも大丈夫だよ」


　基がそう言うと、志門は髪を弄いじっていた手を止めた。


「迷惑じゃない。それに、学校のほうにヤバイ奴やつらが行ったら大変だろ」


「ああ、お兄ちゃん、そっちの心配してたんだ。──平気だよ。僕の高校の前の通りって、けっこう人通り多いところだから」


「そうか？」


　それでも志門は安心しきれないらしく、口調が微び妙みようにはっきりしない。


「うん、大丈夫だから。頑がん張ばって仕事してきてよ」


　基はまた頭を後ろに倒すと、安心させるために志門を見上げて笑ってみせた。


　だが、志門は不思議そうな顔をする。


「なに？」


「いや。なんだ、その……、モトが、高子から聞いてたのと、ちょっと違うから」


「なにを聞いたの？」


「わがままな甘ったれだって……。思いっきり甘やかしてやろうと思ってたのに、全然しっかりしてるんだな」


　なんだか志門が残念そうに見えるのは気のせいだろうか？


「……お姉ちゃんにならわがままも言えるけど、お兄ちゃんには無理だよ」


「なんでだ？　遠慮することないんだぞ」


「遠慮なんかしてない。ちょっと自重してるだけ……。お姉ちゃんなら駄だ目めなところは駄目だって止めてくれるけど、お兄ちゃんはそうじゃないみたいだし」


　厳しいところも常識もある高子になら安心してわがままも言えるけど、どうやらとことん甘やかしたがってる志門には言えない。


　──わがままな甘ったれ。


　基は確かにそう言われても仕方がないぐらい、ずっと家族相手にわがままを言ってきた。


　でも、そのわがままにも自分なりにルールがあって、駄目だと言われるとわかってることしか口にしないようにしている。


　そんな風に意識しはじめたのは、少しずつ健康になって寝ね込まなくなった頃からだ。


　まだまだ身体からだが弱くて、家で寝ていることが多かった幼い頃、基は外で遊びたいとか、今すぐ熱を下げてとか、たまに無茶なことを言ってはごねた。


　もちろん、どんなにごねても、その望みが叶かなうことはない。


　でも、その代わりに、家族は違ちがう方法で甘やかしてくれた。


　寂さびしくないようにずっと側にいて絵本を読んでくれたり、甘いお菓か子しや玩具おもちやでイライラする気持ちを紛まぎらわせてくれたり……。


　誤ご魔ま化かされてると思ったりはしなかった。


　あの手この手で一いつ生しよう懸けん命めいに喜ばせようとする家族の気持ちが、ただとても嬉うれしかった。


　そんな風に甘やかしてもらえるたびに、愛されていると実感することもできた。


　意識して、ごねたりわがままを言うようになったのは、ひ弱な自分の存在が家族みんなに迷惑をかけているんじゃないかと思いはじめた頃からだ。


　無茶なわがままに苦く笑しようしても、家族はなんとかして基の気持ちを和なごませようとしてくれる。


　そのたびに、基は安心するのだ。


　大丈夫、まだ大切に思ってくれていると……。


　そして、身体が丈じよう夫ぶになってちょっとやそっとじゃ寝込まなくなった今では、基のわがままは家族の愛情を計る手段のひとつになってしまっている。


　そんなことしちゃ身体に悪いと止められるたび、ちゃんと愛されてると確かく認にんできるから。


　わがままを言って、迷惑をかけたいわけじゃない。


　ただ、愛情を確認したいだけ。


　だから、なんでもかんでも言うことを聞いてくれそうな志門にはわがままは言えない。


　というか、ぶっちゃけ、わがままを言う意味がない。


（なんて説明しよ……）


　駄目だと言って欲しいからわがままを言ってるんだ、なんて説明しても戸と惑まどうだけだろう。


　基はすっかり困ってしまった。


「──そうか。見た目だけじゃなく、中味も成長してるんだな」


　だが、どんな風に考えてくれたのかはわからないが、志門は特に説明するまでもなく勝手にひとりで納なつ得とくしてくれた。


「えらいぞぉ」


　嬉しそうに、くしゃくしゃっと頭を撫なでてくれる。


「ちょっ……。髪をぐしゃぐしゃにしないでってば」


　志門は、せっかく直した基の髪を自分で元通りにしてしまった。


「お、ごめんごめん」


（やっぱり、お兄ちゃんって変だ）


　謝りながらも嬉しそうな志門を見て、基は再認識する。


（……成長してる、か）


　聞き慣れないフレーズに、なんだか胸がザワザワした。








　基は、電車通学の生徒達が通る道を避さけ、さらには校門よりず～っと手前で車を停とめてくれるようにと志門に頼たのんだ。


　ここまで気を遣わなければならなくなったのには、ちゃんと理由がある。


　もともと基が、学校では極力目立たないようにしていたことと、もうひとつ。


　志門の乗る車が、なんと赤のフェラーリだったこと。


　一いつ緒しよに駐ちゆう車しや場まで行ってピカピカの派手な車を見た瞬しゆん間かん、基は「やっぱり電車で行く」とまわれ右しそうになる自分を必死で抑おさえなければならなかった。


　それを言えば、志門から「なんでだ？」と聞かれると簡単に予想できたし、それに対して「こんな派手な車で学校の近くに行くのは嫌いや」なんて素す直なおに答えたりしたら、なんとなく志門は車を買い換かえると言い出すような怖こわい予感がしたからだ。


　基は車には興味ないから具体的なことはわからないが、この車が常識外れの値段だってことぐらいは知っている。


　自分の言葉ひとつで、売買されて良いようなものじゃない。


　電車では遅ち刻こく確実だったし、基は仕方なくすっぽりと包み込むようなシートに、ちんまりと収まることにしたのだ。


「お兄ちゃん、この車、いくらぐらいするの？」


　テレビで見たときのように、髪を無造作に頭の後ろでくくり、洒落しやれたスーツを着き崩くずして、高価な車のステアリングを握にぎる志門はやたらと恰好良く見える。


　身体の小さい基では埋うもれて見えてしまう赤のレザーシートが、身体に合わせた特注の椅い子すみたいだ。


「さあ？　貰もらい物だからわからないな」


　志門は、基の質問に軽く肩かたをすくめた。


「……それ、冗じよう談だん？」


　プラモデルならまだしも、こんな高価な車をくれる人がいるなんて、基の常識からはちょっと外れすぎて現実感がない。


「いや、マジ。あのマンションも貰い物だし」


「え！　あそこも」


　都心の一等地の物件だけに、さていくらぐらいするものか……。


　やっぱり基には想像もできなくて、目をぱちくりさせてしまった。


「そういうのって、仕事関係で貰ったりするの？」


「いや。仕事じゃなく、大学時代のバイト関係からだ」


「ああ、バイト……」


（お兄ちゃん、モデルやってたって、お母さんが言ってたっけ）


　人気が出たりすると、スポンサーとかが、ご褒ほう美びでくれたりするんだろうか？


　凄すごいなぁと、自分には縁えんのない世界のことを想像して基は感心したが、ちょっと甘かった。


「モデルと、あとホストもちょっとやってたから」


「……へえ、ホストも」


　ビックリした。


「あ、でも元モデルの先せん輩ぱいに頼まれて、仕方なくやったんだぞ。新しく店開くから軌き道どうに乗るまで、客寄せやってくれってさ」


「ああ、うん……。お兄ちゃんだったら、絶対人気出そうだもんね」


「まあな。時計とか宝石とか車とか、けっこう貰えて潤うるおったもんだ」


　使わないものや趣しゆ味みじゃないものはすぐに金に換えてたしな、とあっけらかんと志門は笑う。


（潤いすぎ……）


　ダラダラのビチョビチョだ。


「ホストって、楽しかった？」


「全然。ありゃあ、接客業だからな。楽しませてやらなきゃならないし、相手によって態度や口調を変える必要もある。疲つかれるばっかだったな」


「じゃあ、モデルは？」


「ん～、仕事はけっこう楽しかったけど……。でもな、肌はだに悪いから酒は飲むな、煙草たばこは吸うな、規則正しい生活しろって、もううるさくってさ。プライベートにまで制約が入る仕事はもう懲こり懲ごりだ」


「それでサラリーマン？」


「そう。特に今の会社は引き抜ぬきで入ったトコだし、実績あげてれば少しぐらいサボってもなにも言わないから、気楽で良いぞ」


「ふ～ん」


（融ゆう通ずうが利きく立場って、そういうことか……）


　自由に振ふる舞まうことを許されているわけじゃなく、実績があるから少しぐらいの不ふ真面まじ目めさには目をつぶってもらえているだけ。


　特別な立場であることに甘えているとも言える。


　基は、帰りも迎むかえに来ると言われたのを断って良かったと、本気で胸を撫で下ろした。


（真面目にやってる人から見たら、気分悪いだろうな）


　一生懸命勉強しているつもりでも成績が上がらない基から見ると、才能の上にあぐらをかいて呑のん気きに遊んでられる人はやっぱり羨うらやましいから……。


「だからって、あんまりサボったら駄だ目めだよ。部下の人、困ってない？」


「困ってる……かな？──でも、良いんだ。あいつらは好きでやってんだから」


「………ふ～ん」


　基が知っている働く大人の筆頭である父親は、それが自分の責任だからと言って、常に部下達と同じぐらい、いやもしかしたらそれ以上に働いている。


　そんな姿をずっと見てきたから、志門の態度は少しばかり不ふ遜そんすぎるように思えた。


「……でも、僕は、良くないと思うな」


　こんな生意気なことを言ったら嫌きらわれるかもしれない。


　基は不安に軽く首をすくめ、運転する志門の顔色を窺うかがいながら、恐おそる恐るそう言った。


「そうか？」


　だが、志門の横顔に浮うかんだのは楽しげな笑えみだった。


「モトは真面目だな～」


　基の頭を撫でようと、長い腕うでがニュッと伸のびてくる。


「髪かみは駄目だってばっ！」


　シートベルトと包み込むようなシートに固定されて逃にげられない基は、両手で必死に志門の手を払はらいのけなければならない。


　が、攻こう防ぼう虚むなしく、車を降りる頃ころには、基の髪はぐしゃぐしゃになっていた。


（……嫌がるから余計にやるのかな）


　絡からんだ髪を直しながら歩く基の唇くちびるには、それでも笑みが浮かんでいた。


　その原因は、別れ際ぎわに渡わたされた志門の名めい刺し。


『今日はマンションじゃなく、タクシー使って、学校から直接会社のほうに来な。一緒に夕飯食べに行こう』


　定時まで待ってもらわなきゃならないけどな、と志門が取ってつけたように慌あわててつけ加えたのがおかしかった。


（でも、なんか緊きん張ちようする）


　学校帰りに必要品を買ったり病院に寄ったりしたことはあっても、それ以外の用事で寄り道したことなんて今までなかった。


　しかも行く先は、国内でも屈くつ指しの総合家電機器メーカーの本社ビル。


（……部外者でも入れてもらえるものなのかな）


　セキュリティの問題もあるから、勝手に内部に入っちゃいけないような気がする。


　となると、中に入る前に志門に携けい帯たいで連れん絡らくして、入り口まで迎えに来てもらったほうが良いのかも……。


（ん～、でも、仕事の邪じや魔ましちゃ駄目だし）


　となると、警備員とか受付嬢じようとかに事情を話して中に入れてもらわないといけない。


（うまく話せればいいけど……）


　よくよく考えてみると、家族以外の人に自分から話しかけるなんて随ずい分ぶんと久しぶりのことだ。


　家族と一緒にいれば自分から他人に話す必要なんてなかったし、学校ではいつも目立たないようそうっとしてるから、挨あい拶さつ以外にはやっぱり話をすることなんてない。


　どんな風に話しかけたら自然なのかなと、基は脳内で色々とシミュレーションしてみた。


　やがて学校の門が近づいてきて、基と同じように登校途と中ちゆうの生徒達の姿が視界に入ってくる。


　ひとりで黙もく々もくと歩く生徒、友達と賑にぎやかに会話しながら楽しげに行く生徒、音楽を聴ききながらご機き嫌げんそうに軽い足取りで歩く生徒。


　視界に入っているだけでもいろんな種類の高校生がいる。


　でもきっと、身内の勤める会社を訪問するぐらいで緊張するのは、自分だけかもしれないと基は思う。


　小さな身体からだを、もっと目立たないように縮こまらせ、そうっと歩く自分は、みんなの目にはどんな風に見えているんだろう？


（……あんがい見えてないのかも）


　もしくは、道ばたの標識や看板みたいに、見えていても取り立てて意識されることもないまま流されてしまっているか……。


　みんなに馴な染じめないのは、今いま更さらもうしょうがない。


　でもそのことで変に悪目立ちして注目されたり、いじめられたりしたくないと、いつも目立たないようそうっと振る舞ってしまう。


　でも、やっぱりまったく意識されないのは、少し寂さびしいような気もするのだ。


（お兄ちゃんぐらい目立つ容姿だと、意識されまくりだろうな）


　アクの強い華はなやかな美び貌ぼうは、人の視線を半ば強制的に集めてしまうに違ちがいない。


　きっと、どんなときでも周囲の人から特別に意識される。


　良い意味でも、悪い意味でも……。


（それはそれで、凄く疲れそう）


　基はコートのポケットに入れた名刺を、そっと指先で確かく認にんした。








「……あの、すみません」


　放課後、志門が働くビルに到とう着ちやくした基は、緊張しながらエントランスの受付嬢に志門から渡された名刺を見せようとした。


　だが、その前に、


「高月基さまでいらっしゃいますね」


　と、受付嬢が上品な笑みを浮かべて話しかけてきた。


「はい、そうです」


「高月部長より、ご案内するようにと承うけたまわっております。──どうぞ、こちらへ」


　ふたりいる受付嬢のひとりが、案内カウンターから出てきて先導してくれた。


「あ……はい。ありがとうございます」


　基は、慌てて後を追う。


　だが、わざわざ仕事を離はなれて案内してもらうのは悪いような気がした。


　案内図ででも階数と部屋の場所さえ教えてもらえればひとりででも行けるだろうし……。


　そう思ったから、エレベーター前で立ち止まったときに受付嬢に言ってみたのだが、


「部長から、迷子になったりしないよう、くれぐれもよろしく頼たのむと言われておりますので」


　大だい丈じよう夫ぶですよ、と軽く屈かがむようにして見つめ返され、微ほほ笑えまれてしまった。


「……すみません」


（迷子って……。お兄ちゃん、ひどい）


　いくらなんでも、ビル内で迷子になったりなんかしない。


　家の中だけならともかく、高校二年にもなって外でまで子供扱あつかいは恥はずかしい。


（っと、そっか。もしかして……）


　ちょっと不安になって、エレベーターに乗り込んですぐにちらりと受付嬢を見上げたら、視線があった途と端たん、受付嬢はさっきと同じように優やさしそうに微笑んだ。


（……子供扱いされてる）


　間ま違ちがいない。


　高校生男子に、普ふ通つうあんな応対はしないだろう。


　自分が年ねん齢れいよりずっと幼く見えてしまうことを、ついつい失念していた。


　エレベーターを降りて受付嬢の後を歩きながら、基は通路のガラス窓で受付嬢との身長差をこっそり確認してため息をついた。


「こちらになります」


　受付嬢は磨すりガラスの入ったドアを開け先に中に入ると、ドア付近のデスクで働いていた女性に基を預けて帰って行った。


「こんにちは～。あのね、申し訳ないんだけど、今、部長ちょっとお留守なんですよ。向こうのソファに座って待っててもらえます？」


「あ、はい。わかりました」


（ここ、あの番組で見たオフィスだ）


　スタジオ内のセットで撮さつ影えいしたドラマじゃなく、ドキュメンタリー番組だったのだから映像通りなのは当たり前。


　でも、やっぱり特別な場所に来たみたいで、ちょっと浮うき浮きする。


　ぐるりと見み渡わたしたのだが、広いオフィス内にいたのは、目の前にいる女性社員がひとり。


　志門以外の社員達も、みんな出で払はらっているようだ。


　この人はあの番組に出てたっけ？　などと記き憶おくを探さぐりつつソファに座る。


　それとほぼ同時にドアが開く音がして、切れ者っぽい女性と、ちょっと背が低めで軽けい薄はくそうな男性が入ってきた。


（あ、この人達……）


　番組で志門と一いつ緒しよに会議室から出てきた人達に間違いない。


「ただいま～。あー、くそ。もー疲つかれた」


「池いけ田だちゃん、お留守番ごくろうさま」


　女性が両手に抱かかえてきた書類やなんかをバサバサとカウンターに投げ捨てるようにおいた。


「梅うめ沢ざわさん、多た野のさん、おかえりなさい。──あれ、部長は？」


「さ～？　どこ行ったんだか」


「朝の打ち合わせじゃ、午後から会議だって言ってませんでしたっけ？」


「言ったよ、言った！　な？　梅ちゃん」


「言ったわね。……無む駄だだったけど」


「また逃げられたんですか」


「ええ。いい歳して、どうしてこう社会性がないのかしらね。あの男は……」


　ふうううう～っと切れ者っぽい女性、梅沢が、心底うんざりしたようにため息をついた。


（……も～、お兄ちゃんってば）


　どうやら志門は、大事な会議をすっぽかしたらしい。


　基はなんとなくいたたまれない気分になって、もぞもぞと居住まいを正した。


「あら？　お客さま？」


「あ、はい。部長の……」


「へえ～。──え～っと、君はどっかのモデルクラブの子かな。売り込みかなんか？」


「え、いえ、違ちがいます」


　軽薄そうな男性、多野に思いがけないことを言われて、基はビックリして首を振ふった。


「プライベートのほうで……。あの、申し訳ないんですが、戻もどってくるまで待たせていただいても良いですか？」


「そりゃ、もちろん良いですとも。……あー、君さ。もしかして、今晩、志門さんと食事に行く約束とかしてる？」


「はい、してます」


「うわっ、マジかよ」


　多野は大おお袈げ裟さに驚おどろいた。


「多野ちゃん、どうしたの？」


「どうしたもこうしたも……。俺、午前中に聞いたんだわ。志門さんが鼻歌交じりで流行はやりの創作和食の店に予約入れてたの」


「え、噓うそでしょ」


　梅沢が、目をまん丸にして基を見る。


「だって、あの子、志門さんの守しゆ備び範はん囲いじゃないわよ？」


「部長、嗜し好こうが変わったんでしょうか？」


「でもさ～、あの子じゃ、ちょい犯罪？」


「全然犯罪！　いくらなんでも、こんな子供じゃ……。志門さんが犯罪者になったりしたら、あたし達もただじゃすまないわよ。ってか、確実に巻き添ぞえでクビよね」


「俺らふたりは、志門さんと一いち蓮れん托たく生しようだしな」


「梅沢さん、多野さん、不ふ吉きつなこと言わないでくださいよ」


（な、なに？　なんか変な感じ……）


　兄と食事に行くのを認めただけなのに、それがこんな過か剰じよう反応を招くとは……。


　三人の男女の不安げな視線が突つき刺ささる。


　基はビクビクして身体を縮こまらせた。


「──誰だれが犯罪者だって？」


　不ふ愉ゆ快かいそうな声と共に、小さな紙かみ袋ぶくろを手にした志門が部屋に入ってきた。


「そういう不ふ穏おんな発言をするときはドアをちゃんと閉めてから言え。廊ろう下かに丸聞こえだぞ」


　会議をすっぽかしたわりに志門の態度は不ふ遜そんで、悪びれた様子がない。


　口元には、皮肉そうな笑えみさえ浮かんでいた。


「すみません。──でも、志門さん。さすがにあの子はちょっとまずいでしょう」


「そうそう。考え直してくださいよ～」


「馬ば鹿か言ってんじゃないっての。あの子はそんなのとは違う。もっと、ず～っと大切な子だ」


「もっと？」


　訝いぶかしげな顔をする三人に、志門は「弟」と簡潔に告げた。


「え!!」


　ウソ、マジで？　でも……、と三人の唇くちびるがてんでバラバラに動いた後、「に──」と同じ言葉を呟つぶやきかけて、やっぱり同じように慌あわてて口を閉とざした。


（似てないって、言いたいんだろうなぁ）


　事実だから、志門と似てないと言われたところで基は別に気にしない。


　客観的に見て志門と自分の容姿に天と地ほどの差があるのも事実だから、それも気にしない。


　でも、さすがに中ちゆう途と半はん端ぱに言い淀よどまれるのは、ちょっと嫌いやな感じだ。


　志門の弟なら、もう少し……と、予想が外れてガッカリされてるんだって思うと悲しくなる。


　期待に応こたえられない自分が嫌にもなるし……。


「──モト、どうした？」


　基が微かすかに表情を曇くもらせたのを、志門が目め敏ざとく気づいて歩み寄ってきた。


「ひとりで待たされて、不安になっちゃってたか？　ごめんな」


　顔を覗のぞき込んで、頭をくしゃくしゃっと撫なでられた。


「待ってないよ。いま来たとこだし」


　髪かみがぐしゃぐしゃになることより、その手の感かん触しよくが嬉うれしくてホッとしている。


　そんな自分を自覚して、基は少し複雑な気分になった。


（……これって、やっぱりそうかな）


　志門に子供扱いされてホッとするのは、高子相手にわがままを言うのと、きっと根っこは同じ。


　一緒に暮らしはじめたばかりなのに、どうやらもう志門にまで依い存ぞんしはじめているようだ。


　そんなんじゃ駄だ目めだってわかってるのに、うまくいかない。


「はい、どうぞ」


　志門にぐちゃぐちゃにされた髪を直していると、最初に応対してくれた女性社員がお茶を運んで来てくれた。


　取引先の営業からの貰もらい物だと言って、大きなケーキの箱も持ってくる。


「好きなの選んでね」


「はい。ありがとうございます」


（好きなのって……。手づかみで食べるのかな？）


　皿もフォークもないのだから、そういうことなんだろう。


　覚かく悟ごを決めた基は目の前に差し出された箱を覗き込んで、ケーキの種類の多さにちょっと途と方ほうに暮れた。


　でもケーキを選ぶのを待ってくれている女性社員に悪いし、そうそう迷ってもいられない。


　どれもこれも綺き麗れいにデコレートされていて美味おいしそうだし、とりあえず取りやすそうなところをと思って手を伸のばしかけたが、その前に志門がヒョイッと手を伸ばして隅すみのほうでつぶれかけていたシュークリームを取って「ほら」と、基の手の平においた。


「あ、ありがと」


（こんなことまで、お姉ちゃんに聞いてたんだ）


　子供の頃ころからケーキ類の中ではシュークリームが一番好きだ。


　寝ね込こむことが多かった子供の頃、スポンジ類のケーキは喉のどに引っかかってうまく飲み込めないこともあったけど、シュークリームなら平気だった。


　というか実はカスタードが好きで、中のカスタードだけ舐なめたりして高子に叱しかられたこともあったぐらいだ。


　志門はブルーベリーの乗ったパイを取ると、基の隣となりに座って手づかみのまま器用に一口齧かじる。


「あ、志門さん、ひどいな。自分ばっかり美味しそうなの食べちゃって～。弟クンにもケーキあげればいいのに」


　自分の分のケーキを取りに来た多野が言った。


「あら、ホントひどい。シュークリームなんて隙すき間ま埋うめですよ。ここの店はパイ生き地じが美味しいので有名なんだから」


　梅沢に言われて、志門は眉まゆをひそめた。


「うるっせーな、良いんだよ、これで。基はシュークリームが好きなんだから……。あー、でも、一応こっちも一口食ってみるか？──ほら、モト」


　あ～ん、と目の前にケーキを差し出され、基は思わず条件反射でパクッと齧った。


（あ、美味しい）


　ブルーベリーの香かおりがふわっとして、パイの歯ごたえもサクサクで香こうばしい。


　でも、それ以上にパイ生地に挟はさんであるカスタードの味が絶ぜつ妙みようだった。


「美味いか？」


「うん」


　基は思わず唇をほころばせて、深く頷うなずく。


「これと交こう換かんするか？」


　聞かれて首を振った。


「シュークリームが良い」


　そのほうが美味しいカスタードの味をいっぱい堪たん能のうできる。


　手の平のシュークリームを眺ながめて、基は期待にちょっと頰ほおをふっくらさせた。


「……あら、いやだ、可愛かわいい」


「弟キャラでも、けっこう萌もえかも」


　その途と端たん、梅沢と多野がほぼ同時に言った。


「当然だ。うちの弟は世界で一番可愛いんだからな」


「……お、お兄ちゃん!?」


（なんてことを言うんだ）


　志門のとんでもない発言に、基は耳を疑った。


　恥はずかしくて、恐おそる恐る上うわ目め遣づかいに他の人達の表情を窺うかがったら、案の定、みんなちょっと生温い感じの微ほほ笑えみを浮うかべている。


「か～、志門さん、ブラコンだったんですか」


「でも、気持ちはわかりますよ。だって、基くんが弟だったら、わたしでもブラコンになりそうですもん」


「確かにね。この年とし頃ごろの男の子って、身長だけひょろっと伸びて、まだまったく男臭くささもなくて独特な可愛らしさがあるのよね。──基クン、いま何年生？」


　梅沢が、基に話しかけてきた。


　その顔には、さっきの受付嬢じようと同じ、やたらと優やさしそうな微笑みが浮かんでいる。


「二年生です」


　間ま違ちがいなく中学生だと勘かん違ちがいしていると思って、「……高校の」とつけ加えると、案の定、梅沢達は目を丸くした。


「え、マジ？」


「それにしちゃあ……」


「僕、小さいですよね」


　ははっと、基が誤ご魔ま化かし笑いをしたら、志門の手がばふっと頭に乗った。


「身体からだが弱かったから、少し成長が遅おくれてるだけだ。まだこれから伸びるさ」


　くしゃくしゃっと頭を撫でられる。


「あ、ごめんなさい。そうじゃないの。高校生にしちゃ、ちょっとピュアな感じだから……」


「もしくは、すれてないってとこかな」


　梅沢の言葉を、多野が引き継つぐ。


「今時の高校生って、もっとこう、自意識過か剰じようでギラギラしてるから」


「そうね。──お友達も君みたいな感じなの？」


　聞かれて、基は「いいえ」と首を振ふった。


　本当は友達なんていないけど、それを言ったら場の空気が白けることぐらいわかるから、とりあえずそう答えたのだ。


　自分がクラスメイト達と比べると、少しばかり特とく殊しゆだってことは良くわかってるから……。


「モトは温室育ちみたいなもんだからな」


　志門の手が、またばふっと基の頭に乗る。


「最近、やっと身体が丈じよう夫ぶになったところだから、これからだ」


　そんな志門の言葉にみんな納なつ得とくして、丈夫になれて良かったねと言ってくれる。


　身体が弱かったのは事実だけど、休学したり留年しなければならないほどではなかったから、大おお袈げ裟さすぎて基はちょっと恥ずかしかった。


　とりあえずお礼を言った後で、しゃべらなくていいように手に持っていたシュークリームを黙もく々もくと食べた。


「っと、そうだ。──モト、これやるよ」


「なに？」


　ちょうど食べ終わったとき、志門が脇わきに置いていた紙かみ袋ぶくろを、基の膝ひざに置いた。


　中を開けて見ると、キーホルダーみたいなものがゴチャゴチャと入っている。


「防犯ブザー各種。学校帰りにひとりなのはやっぱりちょっと心配だからな。鞄かばんにつけるタイプを幾いくつかと首から提さげるタイプのとあるから、必ず二個以上は身につけとけ」


「……うん」


　必要ないと言いたかったが、さすがに職場で言うのははばかられる。


　マンションに帰ってから言おうと思って、とりあえず頷いた。


「お兄ちゃん」


　だが、どうしてもいま聞きたいことがある。


「なんだ？」


「もしかして、これ、いま買ってきたの？」


「ああ。一日も早く用意したほうが良いと思ったからな」


（やっぱり）


　基は思わず、ぷっとかるく唇くちびるを尖とがらせた。


　この兄は、仕事中に夕食の予約を入れた上に、弟のための防犯グッズを買いに行ったのだ。


　間違いなくサボり。


　どんな立場だろうと一応は会社勤めのサラリーマンなんだから、いくらなんでもそれはまずいだろう。


「心配してくれるのは嬉うれしいけど、仕事中にこういうの買ってくるのは駄だ目めだよ。僕がいるせいでお兄ちゃんが仕事サボるんなら、僕、お父さん達のところに行くから」


「へ？……おい、モト、本気か？」


「本気だよ。迷めい惑わくかけるの嫌いやだし」


「俺は全然迷惑じゃないぞ」


「お兄ちゃんは迷惑じゃなくても、会社は迷惑だと思うよ」


　事実、さっき梅沢達が文句を言っていた。


「とりあえず、今日はもう帰るね。マンションに先に戻もどってるから」


　志門が戻るまでに荷造りをすませておけば、今晩中にでも移動は可能だろう。


　せっかく、ずっと疎そ遠えんだった志門と仲良くなれたのに、こんな形で離はなれるのは凄すごく残念だけど、間接的にでも誰だれかに迷惑をかけるよりはマシだ。


「ちょい待て！　もう絶対仕事サボらないから、考え直してくれ」


　志門は、立ち上がった基の手首をつかんで引き留めた。


「……本気？」


「もちろん。約束する。モトが言うことなら、もうなんだって聞いてやるからさ」


「…………そういう問題じゃないと思うんだけど」


　言われたからそうするっていうのなら、それこそ子供と一いつ緒しよだ。


　自分がどう考えてどう行動するかっていうのが重要だと基は思う。


「わかった。とにかくもう絶対サボらない。──な？」


　基が返事を濁にごしていると、志門が両手を合わせて拝んできた。


（ホントかなぁ）


　確か、朝もそんなことを言っていたような気がする。


　非常に疑わしいところだけど、両手を合わせたまま不安そうにこっちの表情を窺ってくる志門が妙みように可愛く見えてしまって、なんとなく厳しくする気力が萎なえてしまった。


「……それなら、いいけど……」


　基自身、積極的に出て行きたいわけじゃないから、とりあえず特別に今回は取り下げてあげることにする。


「そっか、そっか。ありがとな」


　くしゃくしゃっと志門が嬉しそうに基の髪かみをかき回す。


「も～、髪をぐしゃぐしゃにするのやめてってばっ！」


　両手でパシパシと叩たたいて志門の手を撃げき退たいした。


「もう良いから、仕事に戻ってよ」


「わかった。──あ、でも暇ひまじゃないか？　貰もらい物の携けい帯たいゲームがあるんだけど、やるか？」


「やらない！　いいから、ほらっ！」


　基は、構いたくて仕方ないって風ふ情ぜいの志門の身体を両手で押して、ソファから遠ざけた。


　ふと視線を感じて周囲を見ると、みんなの視線がこっちに集まっている。


　しかも、出先から戻ってきたらしい社員がさらに四人ほど増えていて、みな一様に面食らったような顔をしたままフリーズしていた。


「あ、あの……？」


　なにか変なことをしちゃったんだろうか？


　基が不安になっておどおどと話しかけると、ハッとみんなのフリーズが解けた。


「基くんは常識人なのねぇ」


　梅沢がしみじみとした口調で言った。


「しかも、あの志門さんに言うこと聞かせられるなんて凄いわ」


「な～、弟クンの学校ってバイト可？」


「は？」


　多野の質問に、基はきょとんとした。


「放課後、うちでバイトしてみない？　志門さんがきちんと仕事してるか見張るバイト」


　一いつ瞬しゆん冗じよう談だんかと思ったのだが、多野の表情はいたって真面まじ目めだった。


「……しません」


（お兄ちゃん、そんなに迷惑をかけてるんだ）


　見張り役をするだけでバイト料を払はらうと言わせるぐらいなんだから、志門のサボりは周囲にとってはそうとう迷惑なんだろう。


（テレビじゃ、あんなに恰好良かったのに……）


　弟として、さすがにちょっと恥はずかしかった。








「よし、終わった！──さあ、モト。メシ食いに行こうぜ」


　上じよう機き嫌げんな志門は、コートをひっつかむと満面の笑えみを浮うかべ、基の手を握にぎって引っ張った。


「ちょっ……。あ、失礼しました」


　引っ張られながらも、部屋を出る間ま際ぎわにぺこっと頭を下げると、社員の人達が「また、おいで」と素す晴ばらしくにこやかな顔で手を振ってくれた。


　どうやら、基がいることで志門が真面目に仕事をこなしたのが、凄くありがたかったらしい。


　基がいる間、志門が仕事をした時間は正味一時間程度。


　それぐらいでありがたがられるのだから、普ふ段だんの仕事ぶりが思いやられる。


「……お兄ちゃんさぁ、少し勤務態度が悪すぎるんじゃないの？」


　基は、ビルを出たところで志門に話しかけた。


「上司なんだから、もうちょっとしっかりしたほうが良いんじゃない？」


「俺はこれで良いんだよ。上司っていっても御お神み輿こしみたいなもんで、実際にいろんなプロジェクトの中心になって企き画かく立ててるのは、梅沢や多野なんだから」


「そうなの？　でも、あのドキュメンタリー番組はお兄ちゃんが中心になってるって……」


「建前ってやつさ。──俺はこのとおりの適当な性格だから、上司だ部下だってのが苦手でさ。前の会社じゃ、態度悪いって上から目の敵かたきにされてた。俺が有名になった広告のプロジェクトに係かかわることになったのも嫌がらせの一いつ環かんだったらしいぜ。下っ端ぱの素しろ人うとを、いきなり大きなプロジェクトの企画担当の候補にあげて、恥はじをかかせてやれってな」


「へえ、そうだったんだ」


（自じ業ごう自得……かな）


　あの勤務態度を見たものだから、ひどい、とはさすがに言えない。


「それでも、うまくやれたんだよね」


「うまくやったのは梅沢と多野だ。あいつら、才能はあるのにまだ若いし生意気だってんでチャンスをつかめずにいたらしくて、俺に企画が持ち込まれたときに手伝わせてくれって頼たのみ込んで来たんだ」


　志門としては、楽できるからラッキーぐらいの気持ちでＯＫして、企画を進めたらトントン拍びよう子しでうまくいった。


「上からのプレッシャーを俺が抑おさえてやって、俺はあいつらが自由に働けるようにしてやっただけさ。それで人気が出て、昇しよう進しんだの独立だのと周りがうるさくなってきてさ。もともとあんまり好きな会社じゃなかったし、あいつらが自由に動ける場所だけ確保してやってから、今の会社の引き抜ぬきに応じたんだが……。ったく、なに考えてんだか、ふたりとも勝手にくっついてきやがって」


　優ゆう秀しゆうなスタッフを引き抜いていったと前の会社関係者から散々恨うらみ言を言われて、そりゃ鬱うつ陶とうしかったんだと、志門は当時を思い出したのか嫌そうな顔をした。


（一いち蓮れん托たく生しようって、そういうことか……）


　志門の仕事が終わるのを待っている間、基はみんなの仕事ぶりを眺ながめていた。


　眺めていて気づいたのは、部署内の指示系統の中心が梅沢と多野であること。


　それと、他の社員達が志門を部長と呼ぶのに対して、梅沢と多野だけは『さん』づけで志門を呼ぶこと。


　だからといって、志門を軽かろんじているようにも見えない。


　怠なまけ癖ぐせのある上司に苦情を言いながらも、一緒に働けるのを楽しんでいるように見えた。


「きっと、あの人達、お兄ちゃんのこと好きなんだ」


「気色悪いことを言うなよ。実際、俺は迷めい惑わくしてるんだぞ。転職したら暇になるだろうと思ったのに、あいつらがくっついてきたせいで仕事の評判が良くて、次から次へと仕事が舞まい込んできやがる」


「良いことじゃない」


「良くねぇよ。めんどくさい」


　志門はそう言った後で、ハッとして基の顔を覗のぞき込んだ。


「っと……、これからは真面目に仕事するから」


「うん、そうして」


　父親達のいるホテルに移動すると言っただけで、こんなに志門が狼狽うろたえるなんて思ってもみなかった。


（……けっこう嬉うれしい）


　仕事を眺めていて、もうひとつ気づいたことがある。


　部下達に向ける表情と、自分に向ける表情が違ちがうということ。


　志門は、部下達に対してだとテレビで見たあの皮肉そうな笑みを浮かべて対応しているのに、基に対しては、まるで邪じや気きのない満面の笑みを向けてくるのだ。


　客観的に見て言えば、志門は皮肉そうな笑みを浮かべていたほうが、絶対に恰かつ好こう良いと思う。


　顔や服装の雰ふん囲い気きにもそのほうがあっているし、なによりアクのある独特な表情というのは、ただそれだけで魅み力りよく的なものだから……。


　でも、基は自分に向けてくれる、嬉しそうな笑みのほうが好きだ。


　最初に俳優だと勘かん違ちがいしたときだったら、絶対にアクのある笑みのほうが素敵だと思ってただろうけど、弟としての立場からすれば邪気のない満面の笑みのほうが良い。


　しかも志門は、自分にだけそんな表情を向けてくれるのだ。


（ちょっと優ゆう越えつ感）


　みんなから特別だと認められている志門の、よそ行きじゃない素の表情を独り占じめしているのだから……。


　ビルの外に出ても、志門は基の手を放さずに握ったまま。


　基が本来の年ねん齢れいより幼い外見をしているとはいえ、さすがに手を繫つないで歩くには無理がある。


　でも志門は一向に気にしていないようだ。


　むしろやけに楽しそうで、たまに繫いだ手を大きく揺ゆらしたりする。


　基は目立つのが苦手だったけど、志門があんまり堂々として楽しそうだから、つられてなんだかちょっと楽しい気分になってしまっていた。








　連れて行ってもらったのは、志門の会社から十分ほど歩いた場所にある和食の創作料理のお店だった。


　店内は和風モダンといった雰囲気で、品が良くいかにも高級そう。


　志門が入り口で名乗ると、カウンターとテーブル席がある空間を抜け、竹製のシェードで仕切られた半個室へと招き入れられた。


「モトは個室のほうが落ち着くだろ？」


「うん、ありがと」


　聞かれて、基は素直に頷うなずいた。


　昨日連れて行ってもらったイタ飯屋さんも雰囲気は良かったけど、あまりにもオープンな感じで周囲の声や視線が気になって落ち着かなかったのだ。


　せっかく連れてきてもらったんだからと、そんな気持ちをなるべく表情に出さないように気をつけていたのだが、志門にはお見通しだったみたいだ。


　やがて店員が注文を取りに来たが、こういう店の勝手がわからないから、注文は全部志門にまかせた。


　どうせ高子から基の好き嫌きらいを全部聞いているだろうから、安心してまかせられる。


（お兄ちゃん、やっぱり恰好良いなぁ）


　メニューを見ながら店員にあれこれ質問しては注文する志門の顔を、基は惚ほれ惚ぼれと眺めた。


　薄うす暗ぐらい店内の照明でも陰いん影えいがくっきりとつく彫ほりの深い顔立ちには、例の皮肉そうな笑みが浮うかんでいる。


　会社を出るときにネクタイを外してラフに着き崩くずしたスーツに、右耳に光る三つのピアス、頭の後ろで無造作にくくった緩ゆるやかなウェーブがかかった艶つややかな黒くろ髪かみ。


　そんな姿が洒落しやれた店内の雰囲気にマッチして、こうしているとやっぱり華はなやかすぎて普ふ通つうのサラリーマンには見えない。


　まるで等身大の姿を映し出すスクリーンで俳優の演技を眺めているような、そんな感じだ。


「──モト、酒は？」


「え？」


　いきなり話しかけられた。


　その途と端たん、華やかな俳優の顔が消え、目の前には楽しげな兄の顔が現れる。


　まるで、イリュージョンみたいだ。


「なにか少し飲んでみるか？」


「いいよ」


　基は、とんでもないと首を振ふった。


「全然飲んだことないのか？」


　店員が去った後で志門に聞かれ、基は頷いた。


「うん。……お兄ちゃんは、高校生ぐらいのときって酒とか飲んだりしてた？」


「ああ。酒に煙草たばこ……、ほかにも、まあ、一通りはやったかな」


「……やっぱり。そうだよね。それが普通だよね」


「飲んでみたいのか？　だったら、グラス追加してやるよ」


「いいよ。別に飲みたいわけじゃないから……。たださ、飲みたいって思わないのって、少し変なんじゃないかって、ちょっと考えちゃっただけ」


「そんなの別に変じゃないだろ」


「そうかな。……でも、普通は──」


　ちょうど店員が入ってきて、基は慌あわてて口を閉とざした。


　少量ずつ綺き麗れいに盛りつけられた料理が、店員の手でテーブルに並べられていく。


「モトのは薬味の辛からみを少し抑えてもらったから、安心して食べな」


「うん」


　テーブルの上に並んでいるのは全体的に油物を控ひかえた、胃に優やさしいあっさりめの料理ばかり。


　こういうのが好きなのは本当だけど、でもきっと濃こい味つけの料理だって食べればそれなりに美味おいしいと思えるんじゃないかと基は思っている。


　それでも、積極的にそれらを食べる気にならないのは、身体からだに悪いと高子が言うから……。


　高子がそうやって気き遣づかってくれるのは、子供の頃ころに刺し激げきの強いものを食べた基が、具合が悪くなったり吐はいたりしたことがあるからだ。


　でも、すっかり元気になった今では、たぶんもう平気。


　平気だと思ってるのに、基は自分からそれを言うことができない。


　自分はもう手間のかかる子供じゃないってことを家族に知られるのが嫌いやだったから……。


（でも、もういい加減にしなきゃ……）


　タイムリミットは、もう目の前に迫せまってきてる。


「──モト、どうした？　苦手なものがあったか？」


　ぼんやりと料理を眺ながめていた基に、志門が心配そうに声をかけた。


「ううん。好きな物ばかりだよ」


　ありがと、と笑ったら、志門は軽く片方の眉まゆを上げる。


「なんか変だな。どうした？　さっきの酒の話か？」


「違うよ。なんでもない。ちょっと、ぼうっとしてただけ……」


　志門に小さく首を振ってから、「美味しそう」と料理を眺め、箸はしを手にする。


　だが料理に箸をつける前に、志門の手が伸のびてきて、くしゃくしゃっと頭を撫なでた。


「いいから。ほら、気になることがあるんなら白状しとけ。俺じゃあ相談相手には物足りないかもしれないが、相づちぐらいなら打ってやれる。ひとりで悶もん々もんと悩なやむよりはマシだろ」


　な？　と志門に優しく微ほほ笑えみかけられて、基はなぜかすんなりと頷いてしまっていた。


「……でも、つまらない話だよ」


「そんなことないさ。モトが話すことなら、俺にとってはどんなことでも重要だからな」


（………お兄ちゃんってば、甘過ぎ）


　歯の浮くようなことを言われ、基はなんだかもの凄すごく照れくさくなって赤面してしまった。


　だが、言った志門は全然平気そうだ。


（お兄ちゃんになら、言っても平気かな）


　過保護な高子に言ったらきっと凄く心配されるだろうけど、志門だったらさほど深刻に受け止めずに聞き流してくれるかもしれない。


　自分ひとりで悩んでも鬱うつ々うつとするだけだし、ちょっと話してみようかって気分になった。


「ホントにつまんないことなんだけどさ。……僕って、ほら、普通と違ちがうでしょ？」


「身体が小さいことか？」


「それは仕方がないから諦あきらめてるけど……。そうじゃなくて、精神面。普通とは、ちょっと違ってるよね」


「どんな風に？」


「……だから、みんなみたいに酒とか煙草とか……あとお洒落や女の子とかにも、いまだにあんまり興味持てないし……。その……身体だけじゃなく、精神的な成長も遅おくれてるんじゃないかなって思ってて……」


「ああ、梅沢にピュアだって言われて変な顔してたのは、そのせいか」


　志門は納なつ得とくしたように頷いた。


（バレバレだったんだ）


　だからあのとき、話に割って入って場の雰ふん囲い気きを変えてくれたのかもしれない。


　そう考えると、なんだか気持ちがホッと軽くなった。


「考えすぎだろ。俺から見たら、モトは、むしろしっかりしてるぞ」


「そんなことないよ」


「あるって。今日だって、何度も俺を叱しかってただろ」


「だって、それは……お兄ちゃんがサボってばっかいるからじゃない」


「うん、そう。俺は無責任な子供だって良く梅沢にも叱られてる。その俺にしっかりしろって言えるんだから、モトはちゃんと成長してるって」


「……なんか、それとこれとは違う気がする」


　志門の口調が軽すぎて誤ご魔ま化かされそうになったが、論点がツルッと横に滑すべっているように感じるのは気のせいじゃないはずだ。


「お兄ちゃんは立場とか仕事が特別だから……。僕が言ってるのは普通の高校生の話だよ」


「普通ねぇ……。──じゃあ、モトが考える普通ってどんなだ？」


「普通は普通だよ。適当に遊んだり、ちょっとだけ悪いことしたりするような普通の高校生」


「もっと具体的に。基が普通だと思うヤツの名前をあげてみな」


「名前って……。言ったって、お兄ちゃんは知らない人だよ」


「それでも良いから」


　言ってみな、と促うながされ、基は唇くちびるを開いた。


　が、すんなりと答えが出てこない。


（……誰だれだろ？）


　普通ってイメージするとクラスメイトの顔がずらっと浮うかぶのに、誰かひとりの名前をどうしてもピックアップできない。


　たまに話しかけてくれるクラス委員は普通よりちょっと上等の部類に入る人だし、クラスで一番目立つ奴やつはやっぱり普通からははみ出してる。


　放課後とか昼休みにしゃべっているグループの中でも一番人数が多そうなところのメンバーをひとりひとり思い浮かべてみたが、どれもこれもどこかが飛び出ていたりへこんだりしているような気がして、やっぱり普通とは言い切れない。


「特定できないもんだろ？」


　基が困っていると、志門がからかうように言った。


「……うん」


　渋しぶ々しぶ頷うなずく。


「普通の奴なんて、どこにもいないもんさ。──普通とか世間とかみんなとか、そういう大おお雑ざつ把ぱなくくりってのは、けっきょく架か空くうのものなんだよ。自分に都合が良かったり、逆に後ろめたかったりする理想とか思想なんかを、そんな適当な言葉で表現してるだけだ。……モトはモトだろう？　そんな風に自分を卑ひ下げするんじゃないよ」


　志門が優しく微笑む。


「でも……、でもさ、駄だ目めなんだよ。このままじゃ」


　見つめる瞳ひとみがあんまり優しいものだから、基はなんだか泣きそうになってしまって、思わずうつむいた。


「なにが駄目なんだ？」


「結けつ婚こんするんだ」


「ん？……ああ、高子のことな。そうだってな」


「このままじゃ、結婚式のとき、おめでとうって笑ってあげられない。置いてかれるのが嫌で泣いちゃいそうなんだ」


　自分みたいに手間のかかる弟を、ずっと大切にしてくれていた高子を祝福してあげたい。


　基は本心からそう思っている。


　でも、守ってくれる温かな手を失うことを怖こわがる、子供のままの自分がそれを邪じや魔まする。


　嫌だ、置いてかないでと、駄だ々だをこねてる。


　自分でも、それを抑おさえきれない。


「そっか……。基は、高子が大好きなんだな」


「うん。だから、おめでとうって言ってあげたいんだ。でも、どうしても怖くて……」


「怖いって、なにが？」


「なにがって……。──変わるのが……。成長するのが怖い」


　自分でも矛む盾じゆんしてるってわかってる。


　精神的に成長しきれてないと悩みながら、成長するのを怖がってるなんて……。


　うつむいたまま黙だまっていると、志門の手がまた頭に伸びてきた。


「なんでって、聞いても良いか？」


　ぽふっと手を頭に乗せたまま、優やさしい声で聞いてくる。


　手の平の熱で、じんわりと頭が温かくなってくるのを感じる。


　染しみてくる熱に押し出されるように、涙なみだがぽたっと膝ひざに落ちた。


　基はそれを人ごとのように眺めながら、静かに頷うなずいた。


「──ひとりになりたくないから……」


　ずっと心の中に隠かくしていた不安。


　はじめて言葉にしたそれは、あまりにも子供じみて感じられて、基は酷ひどく恥ずかしくなった。





『基はうちの大切な基き礎そだ』


　家族みんなと血の繫つながりを持つ末っ子に、だから『基』という名をつけたのだと、幼い頃ころからずっと聞かされ続けてきた。


　建築家である父親らしい発想だと思う。


　本当に小さかった頃は、大切な子だと言われているようでただ嬉うれしかった。


　でも、少し成長してくると、そんな名前が重くなってくる。


　ちょっとしたことで体調を崩くずして熱を出し、病院に運ばれる病弱な身体からだ。


　こんなひ弱な自分が、家族みんなを支える基礎に、本当になれてるんだろうかと……。


『元気になったら、一いつ緒しよに公園に遊びに行こう。早く良くなれ』


『大だい丈じよう夫ぶ、明日には熱は下がるからね』


　熱を出すたびに、そんな優しい言葉をかけられた。


　励はげます言葉は、同時に家族の願いでもあることを基は知ってる。


　元気になってと励まされても、ひ弱な身体は快復するのも遅おそい。


　下がらない熱に家族が顔色を曇くもらせるたびに、こんな風にずっと心配や迷めい惑わくをかけてばかりじゃ、いつかみんなに呆あきれられて見捨てられるんじゃないかって不安になる。


　基礎である自分が見捨てられて必要なくなったとき、家族そのものもバラバラになってしまうんじゃないかと怯おびえていた。


　あの頃は、志門の存在が、そんな不安をさらに増していた。


　一緒に暮らしているのに決して近寄ろうとしない兄は、手間のかかるひ弱な弟に見切りをつけているようにも見えた。


　いつかは両親や姉も、こんな風に邪じや険けんになるんじゃないかと思うと怖くて仕方ない。


　だからこそ、志門が家を出て行ったとき、基はホッとしたのだ。


　あの頃の志門は、基にとって不安の象しよう徴ちようみたいなものだったから……。


　少しずつ丈じよう夫ぶになって寝ね込こむことが少なくなると、また違う不安に襲おそわれるようになった。


　学校を休んでばかりいて友達を作れなかった基の世界は家の中だけだったから、丈夫になったしもうひとりでも大丈夫ねと手を放はなされてしまったら、本当にひとりきりになってしまう。


　だから、病弱だった頃と同じようにわがままを言ったり甘えたりして、手間のかかる子供であり続けようとしていたのだ。


　歳のわりに小さい身体も、それに拍はく車しやをかけた。


　ずっと手間のかかる子供のままでいられれば、両親も姉もずっと変わらないスタンスで構ってくれるし愛してくれると思っていた。


　でも、それももうおしまい。


　姉、高子の婚こん約やくがそのきっかけだった。


　高子は結婚して基から離れていく。


　だから基も、家族から自立しなきゃと思うのだ。


　微ほほ笑えんで、高子におめでとうと言ってあげるためにも……。


　でも、そう思いはしても、実際にどうすればいいのか基にはわからなかった。


　普ふ通つうはどうなんだろうと、学校で改めて周囲を見み回まわしたら、誰もがみな自分とは全然違ちがって見えた。


　意識して子供のままでいようとしていたせいで、口調も仕草も妙みように子供じみたままの自分。


　完全に取り残されていたことを自覚して、落ち込みはひどくなるばかり。


　ひとりでももう大丈夫なんだと成長したふりをしようかとも思ったが、そうすることで本当には自立できてないのに、両親からまで完全に手を放されたらと思うとやっぱり怖い。


　どうしたらいいのかもわからないまま時だけがすぎていって、気持ちは焦あせるばかりだ。


　そんなときに、一時的にとはいえ家族から離れることができたのは、基にとってはチャンスだったのだけど……。


（このままじゃ、お兄ちゃんにまで依い存ぞんしちゃいそうだ）


　それでは、なんの解決にもならない。


　わかっていても楽なほうに流れてしまいそうな弱い自分が嫌いやだ。


　嫌だけど、ひとりになるのはもっと嫌で……。


　どうしてこう子供なんだろうと、自分で自分が恥はずかしい。





（みっともない）


　恥ずかしくて、基は顔を上げられなかった。


　勝手に零こぼれてしまった涙を手の甲こうで拭ぬぐっていると、


「なんだ、そんなことか……」


　と拍ひよう子し抜ぬけしたような志門の声が聞こえた。


「僕にとっては重要なことなの」


　さすがにカチンときて、基は顔を上げた。


「怒おこるなよ。──なんか面めん倒どう臭くさいこと考えて悩なやんでるっぽいのはわかるけどな。とりあえず、おまえにはここに俺がいるんだから大丈夫だ。絶対にひとりになったりしないからさ」


　志門が自分の顔を指さして、にこにこ気楽そうに笑う。


　基は、なんだか気が抜けて、思わずため息をついた。


「……お兄ちゃんに依存しちゃったら、同じことの繰くり返しになるよ。それじゃ意味ない」


「依存なんかしてないだろ？　つーか、俺的には、モトをそりゃあ大切に甘やかしてやるつもりだったってのに、逆に叱しかられてばかりで当てが外れたぐらいだ」


「だって、お兄ちゃんが仕事サボるから……」


「は～い、はいはい。これからは気をつけます」


　志門がふざけた口調で楽しそうに言った。


「モトは本当に真面まじ目めだな」


「お兄ちゃんが適当すぎるんだよ」


「まあな。俺なんかより、モトのほうがずっと常識があるし真面目だな。それに思し慮りよ深い」


「それ、誉ほめ殺し？」


「いいや。本気。自分で思ってるより、モトはずっと大人だと思うぞ。足りない物があるとすれば──そう、経験ぐらいなものか」


「経験？」


「そ。病弱だったせいで、外に出る時期がみんなより遅くなって出遅れてるってとこかな。知らないことがいっぱいありすぎて、不安だったりするんじゃないか？」


「……うん」


　クラスメイト達の会話を盗ぬすみ聞いていると、出てくる言葉の意味がわからなかったり、なにが楽しくて笑っているのかがわからなかったりすることが良くある。


　そのたびに、わからない自分が普通じゃないんだと思って不安になっていた。


「こればっかりは焦って追いつくのは無理だ。経験を積むには時間がかかるからな」


「そっか……」


「おいおい、そんなにしょんぼりするなよ。これから、徐じよ々じよに外に出て行けばいいだけのことだろうが。焦らなくても大丈夫だ」


「そう……かな？」


「そうだ。──なにかやってみたいことがあったら、俺のところにいる間に色々挑ちよう戦せんしてみると良いよ。協力してやるからさ」


　なにかないか？　と聞かれた基は「バイトしてみたい」と思わず答えていた。


　クラスメイト達の話題にもバイトの話がたまに出るからちょっと興味があったし、志門の職場でバイトの話が出たばかりだったからだ。


「お、だったら、俺んとこでやるか？」


　嬉き々きとして志門が言う。


「それは嫌」


　志門がサボらないように見張るだけでお金を貰もらうなんて、変だと思うから。


「あ……でも、僕じゃ身体からだが小さいから、普通のバイトは無理かな」


　どうしたって高校生には見えないから、色々と支障があるかもしれない。


「ん～、体力の問題もあるしな……。ああ、でも、そうか……その手があるか……」


　志門は日本酒のグラスに口をつけると、グイッと呷あおった。


「うん、モトにうってつけのバイトがあるぞ。でも、ちょっとだけ時間をくれるか？　向こうの都合を聞いてみるから」


「え、あの……無理に頼たのんでくれなくてもいいからね」


　自分のためにあまり手間をかけさせるのは悪いような気がして、基は慌あわてて言った。


「大丈夫だ」


　ぽんっと頭に志門の手が乗る。


「そうやって、人を気き遣づかって遠えん慮りよまでできるんだから、モトは全然子供じゃないよ」


「あ……」


　思いがけないタイミングで言われた言葉に、また涙るい腺せんが勝手に緩みそうになって、基は慌てて何度も瞬まばたきを繰り返した。


「──ありがと」


　真面目だとか、成長してるとか、思慮深いとか……。


　志門のところに来てから、今まで言われたことのない評価をもらってばかりいる。


　たった一日、家から外に出て違う環かん境きようで生活しただけだけど、自分はちょっとは変わってるんだろうか？


　もしそうなら、一週間後、一ヶ月後には、もっと変わっているかもしれない。


　それならいいなと、基は思った。








　気持ちがすっかり軽くなった基は、その後ゆっくりと食事を楽しんだ。


　話し込んだ時間が長かったせいで、温かな料理は冷めて、冷たい料理は温ぬるくなってしまっていて、基に美味おいしいものを食べさせたがった志門が、料理を注文し直そうとするのを慌てて止めなくてはならなかったけど……。


　志門も始終上じよう機き嫌げんでけっこう酒も進み、店を出るときにはかなり酔よっぱらっていた。


　当然ながら車は運転できないので、タクシーに乗ってマンションまで帰ることになった。


「モトの髪かみはホントにフワフワで手て触ざわりが良いよな」


「はいはい」


（……この酔っぱらいめ）


　タクシーの座席に落ち着くと、志門は基の髪をぐしゃぐしゃにしては自分で直すという奇き妙みような遊びにはまってしまった。


　酔っぱらった志門は、俗ぞくに言う酩めい酊てい状態とは違ってふらふらしたり支し離り滅めつ裂れつなことを口走ったりすることもなく、ただやたらと楽しそうな感じだ。


　あんまり楽しそうだから水を差すのも可哀かわい想そうな気がして、明日にでも志門が素面しらふになってから文句を言ってやろうと、基は酔っぱらいへの抵てい抗こうを諦あきらめてされるがままになっている。


（ホントにバイトできたら良いな）


　もしバイトできたら、貰えるお金がどんなに少額でも良いから、自分で稼かせいだお金で高子への結けつ婚こんのプレゼントを用意したい。


　昨日までの基はバイトなんて自分には縁えんのないことだと思っていたから、そんな計画を思いつくことだってできなかった。


　その変化が嬉うれしくて、基はちょっと浮うかれた。


　自分で稼いだお金でプレゼントを買う。


　そんな経験ができたら、きっと自信に繫つながるような気がする。


　高子にも笑っておめでとうと言えるような気がする。


　この計画を、志門に話してみたいような気がしたけど、やっぱり遠慮しておいた。


　志門にそんなことを話したら、なにがなんでも基が働けるバイト先を探さがし出そうとするんじゃないかと思ったからだ。


（それで、また仕事サボられたら困るし）


　基は、飽あきもせず髪を弄いじる志門をちらりと見上げて、小さく苦く笑しようした。








　マンションの前の道路でタクシーを降りた。


　当然のように志門が手を差し伸のべてくるから、基もその手を握にぎり返す。


　エントランスに入ると、遅おそい時間帯だというのに人待ち顔で椅い子すに座っている青年がいた。


　基達を認めると、勢いよく立ち上がってツカツカと歩み寄ってくる。


「馬ば鹿かにしてっ!!」


　パシンッと弾はじけるような音がエントランスに反はん響きようした。


「って～。──いきなりなにしやがる」


　避さける間もなく平手で頰ほおを叩たたかれた志門は、頰を押さえようともせず、ただ不ふ愉ゆ快かいそうに目を眇すがめた。


「理由も言わず当分会わないなんて言うから、なにかと思ったら……。なんだよ、このチビは！　子供は守しゆ備び範はん囲いじゃないとか言っといて、よりにもよってこんな地味なガキなんかと」


（チビに地味って……）


　基の胸に、ストーンと言葉の矢が刺ささる。


　だがその痛みのお陰かげで、いきなりの暴力行こう為いに硬こう直ちよくしていた身体が動きを取り戻もどした。


　慌てて志門を見上げる。


「うわっ、ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　痛そうだよ」


「この程度、痛くないさ」


　志門は微ほほ笑えんだが、みるみるうちにその頰は赤くなっていく。


　これで痛くないなんて噓うそだ。


「いきなりなにするんですか！　失礼な！」


　カッと頭に血が上のぼった基は、思わず志門を叩いた青年に向き直って怒ど鳴なってしまっていた。


「失礼なのはそっちだろう。その歳で人の男を寝ね取とるなんてたいした玉じゃないか、ええ？」


　青年は怒おこった顔で、基の胸むなもとをつかもうと手を伸ばしてくる。


　だが、その手が届く前に、志門が基を庇かばうように背後から腕うでの中にすっぽりと抱だき込む。


「この子に当たるなよ。みっともない。それに、おまえとはここでは会わないって前々から何度も言ってるだろうが」


「俺は自宅に入れられなくても、その子ならＯＫだって言うのか？」


「当然だ。おまえとは、お互たがい遊びだって割り切ってつき合ってたはずだろう。これ以上うるさく言うようならもう切るぞ」


　青年に向ける志門の声がひどく冷たい。


（なんか、怖こわい）


　不安になって基が見上げると、志門は本気で不愉快そうな顔をしていた。


　だが、基の視線に気づいて、ふっと表情を緩ゆるめる。


「悪いな。変なことに巻き込んで……」


「……別に良いけど……。──ねぇ、頰、少し腫はれてきたみたい。早く帰って冷やそうよ」


　赤みを増していく志門の頰に基は思わず手を伸ばしてしまったが、触さわったら痛いかもしれないと、指先が触ふれる間ま際ぎわで止めた。


「大丈夫だって……。モトは優やさしいな」


　志門が、そんな基の指を握って、嬉しそうに微笑む。


「……志門、あんた、まさかそんなチンケな子供相手に本気になってんじゃないだろうな？　冗じよう談だんだろう？」


「チンケだぁ？　馬鹿を言うな。こんっなに可愛かわいい子は、ほかにいないぞ」


「ちょっと……」


　人前で恥はずかしいこと言うのやめてよ、と訴うつたえようとした唇くちびるが柔やわらかいものでいきなりふさがれた。


　感かん極きわまったって感じの志門が、がばっと覆おおい被かぶさってキスしてきたせいだ。


（うわっ、なになになにっ!?　この酔っぱらい！）


　ビックリして硬直していると、くっと首の後ろを大きな手でつかまれ強く引かれた。


　必然的に深くあわさった唇から、ぬるりと柔らかなものが入ってくる。


「んん……ぅん………」


（え。……これ、舌？　なんで？）


　どうしてこんなことになってるのか、さっぱりわからない。


　混乱して逃にげようとしたが、がっしり首をつかまれていてビクともしない。


　微かすかなアルコールと煙草たばこの香かおりとともに口こう腔こう内に侵しん入にゆうしてきた舌が、ひとつひとつ確かめるようにゆっくりと歯列をなぞり、上うわ顎あごをくすぐる。


　その途と端たん、背筋がゾクッとした。


（どうしよう……、なんか、変……）


　くすぐったいような、甘あま痒がゆい疼うずきが、志門の舌の動きで呼び覚まされていく。


「……ふ……んん……」


　はじめての甘い感覚に、基はぼうっとなった。


　舌先で突つつかれ、怯おびえて引っ込めていた舌を自分からおずおずと差し出す。


　熱い舌に搦からめ捕とられ、きつく吸われて甘あま嚙がみされる。


　身体からだの力が抜ぬけて、カクッと膝ひざが落ちた。


　それでも床ゆかに膝をつかずにすんだのは、志門の腕ががっしりと支えてくれていたから。


「──ん………ふぁ……」


　長い、長いキスだった。


　やっと唇が離はなれたときには、身も心もすっかりふにゃんとなっていて、思考する気力すらなくなっていた。


「モトはホントに可愛いなぁ」


　志門は名残なごり惜おしそうに唇の端はしに音をたててキスをすると、太ふと股ももに腕をまわしてヒョイッと抱かかえ上げた。


　ぼんやりしたままの基は、力の抜けたままの腕で条件反射的に志門の首にしがみついた。


　基を抱えたまま、志門が歩き出す。


（あの人……いない）


　志門の肩かた越ごしにエントランスを見た基は、人ひと影かげがないことに気づいた。


　そういえば、キスの最中、やってられるか！　と、怒鳴る声を聞いたような気もする。


　酔よっぱらいとはいえ、志門のあまりにも奇き矯きような振ふる舞まいに呆あきれて帰っちゃったんだろう。


　ぼんやりする頭で、基はそんな風に考えていた。








　部屋に戻ると、ソファの上にそうっと下ろされた。


「モトには、ちょっと刺し激げきが強すぎたか」


　まだぼんやりしてる基のコートを脱ぬがせながら、志門が苦笑する。


「キスは、はじめて？」


　聞かれて、頷うなずいた。


　子供の頃ころ、熱を出したりしたときに、高子が頰や額におやすみのキスをしてくれて以来だ。


（……そっか。いま、キスしたんだ）


　しかも、舌を絡めたりしたんだから、あれがディープキスなんだろう。


　初心者なのにディープキスで、しかも相手は酔っぱらいとはいえ実の兄。


　とんでもないファーストキスだ。


　はじめての経験に、じわじわと実感が伴ともなってくる。


　と、同時に、基は真っ赤になった。


（うわっ、どうしよう）


　さっきまではフワフワと現実感が乏とぼしくなってたから自覚がなかったけど、巧たくみなキスに下半身がしっかり反応していた。


　そうと自覚した途端、下着に擦すれる感かん触しよくさえもが刺激になってしまって、いっそう反応が大きくなる。


「モト？」


　志門は、ひとりで赤くなった基を不思議そうに見た。


「え？　あ……、なんでもないっ」


　基は、志門に気づかれないようにと、ぎこちなく膝を抱きかかえるように引き寄せた。


　が、そんな不自然な行動を取ったせいで、逆に気づかれてしまう。


「なんだ、反応しちゃったのか？」


「え、ちが……うよ」


「違ちがわないだろう。つむじまで赤くなってるぞ。可愛いなぁ」


　志門は、ギュッと足を抱えた基の頭のてっぺんに、嬉うれしそうにキスを落とした。


「男の子なんだから、感じれば反応するのは当然だ。恥ずかしがることないさ。──そのままじゃ辛つらいだろう。抜いてきな」


「え？」


　なにを言われたのか一いつ瞬しゆんわからなかった基は、顔を上げて志門の顔を見た。


　そして、目があった瞬しゆん間かん、遅おくればせながらやっと理解した。


（そんなこと言われても……）


　どう反応したものか困ってしまって、うろうろと視線を泳がせる。


「どうした？……もしかして、自分で抜いたこともないのか？」


　図星をさされた基は、真っ赤になったまま渋しぶ々しぶ頷く。


　その途端、志門が凄すごく驚おどろいた顔をしたものだから、基は恥ずかしくなって膝の間に顔を隠かくしてしまった。


（お兄ちゃん、凄い……驚いてる）


　無理もないと基だってわかってる。


　高校二年にもなって自じ慰いの経験もないだなんて、本当に異常だと自分でも思うから……。


　身体の成長が遅おそかったり、ずっと体力がなかったせいもあってか、基がそういう感覚に目覚めたのはごく最近のことだった。


　でも基は、なるべく成長したくないと、子供のままでいたいと思っていたから、自分の身体の変化に故意に目をつぶっていたのだ。


　そのせいもあって、朝たまに下着が汚よごれていることもあったけど、誰だれにも気づかれないようにこっそりひとりで処分したりしていた。


「そうか。モトは本当にピュアなままなんだな」


　うつむいたままの基の隣となりに志門が座り、きしっとソファが揺ゆれた。


「そんなに縮こまるなよ。大だい丈じよう夫ぶだから……」


　肩かたを抱だかれて、そっと揺らされる。


　そうこうしているうちになんとなく身体の強こわばりが解けてきた基が、恐おそる恐る膝の間から顔を上げたら、するりと志門の手が顎あごへと伸のびた。


　そのまま上を向かされて、また唇を奪うばわれる。


「……ん……っ……」


（うわっ、また……）


　いくら志門が酔っぱらっているとはいえ、実の兄と何度もディープキスするなんて変だ。


　基は慌あわてて、志門を押しのけようとしたが、はじめてのときと違って今度はしっかりキスしてる自覚があるせいか身体の反応も早く、すぐに力が抜けてしまう。


　志門の肩のあたりを拳こぶしで叩たたいてみたけど、全然力が入らなくて、肩たたきより弱い程度でなんの効果もなかった。


　そうこうしているうちに、服の上から反応している部分をもみ込むように触られる。


「んっ！……うぅ……」


　そんなところまで触らないで欲しくて、身じろぎしたら、志門の唇が不意に離れた。


「ごめんごめん」


　志門はにっこりとやけに嬉しそうに笑う。


　一瞬、悪ふざけだったのかとホッとしたが、次の瞬間には、いったいどういう技わざを使ったものか、つるんと下着ごとスラックスを脱がされていた。


「制服汚よごしたらまずいよな」


「違ちがうよ！　そうじゃなくて」


「へえ、うっすらとしかまだ生えてないんだな。可愛かわいい」


「ちょっ、見ないで！」


　基は慌ててシャツの裾すそをつかんで引っ張り下ろし、前を隠した。


「あれ？　これ、どうしたんだ？」


「え？──うわっ！」


　志門がグイッと膝裏を持ちあげた拍ひよう子しに、基の上半身がずるっとソファに倒たおれ込む。


「モト、膝の上、青あざになってるぞ」


「掃そう除じのとき、椅い子すにぶつけたんだよ。──ちょっとお兄ちゃん、もういい加減にしてよ！」


　これ以上の悪ふざけをやめさせようと、基は意識して怖こわい顔をつくって抗こう議ぎした。


「ああ、ごめんごめん」


　だが、残念ながら逆効果。


「この状態で焦じらされたら辛いよな」


「はぁ？──……ひゃっ」


　するりと足の間から手が入ってきて、反応していたモノを無造作につかまれた。


　そんな状態のとき、自分でもそれを触さわってみたことなんてなかったから、基はただその素す手での感触にビックリしてしまって首をすくめる。


「やだっ。は、離はなしてよ！」


「恥はずかしがるなって。こんな状態のままじゃ辛いだろ？　お兄ちゃんが、ちゃんと気持ち良くしてやるから」


「……やっ……」


　やんわりと握にぎり込まれ、軽く擦こすりあげられる。


　じんわりと熱かったそこが、志門の手に擦りあげられるたびに温度を上げていく。


　じんじんと熱くて、腰こしのあたりが甘く痺しびれたみたいになって、身体からだが勝手にピクッピクッと震ふるえた。


「……あ……んん……」


「可愛いな、ぬるぬるしてきた。……良さそうだな。良かった」


　志門が嬉しそうに言って、先せん端たんの部分をぬるっと擦る。


「ひゃっ！　あ、やだっ……！」


　その途と端たん、今までとは比べものにならない鋭するどい痺れが全身をかけ巡めぐっていく。


　基は怖くなって、志門の腕うでにギュッとつかまった。


「……うっ……く。や……おにぃちゃん、や……くるし……」


　甘い痺れが身体を巡るたび、身体中がどんどん熱くなっていく。


　苦しくて、甘い痺れを身体の外に押しやってしまいたのに、基にはどうしていいのかわからなかった。


「無理しなくていいぞ。笑ったりしないから、我が慢まんしないで達いっちゃいな」


「な……に？……そ……なの、わかんない…よ」


　達くというのが射精することだというのはわかるが、意識してしたことがないから、どうやったらそれをできるかが基にはわからない。


「も……やだ。……さわ……ないで」


　凄く熱くて、苦しい。


　基は混乱する頭で、全部志門の手が悪いんだと考えて、押しのけようとする。


「ごめんごめん。……そうか、モトは、ホントになんにも知らないんだな」


　志門はそう囁ささやくと、基の身体から手を放した。


（……良かった）


　まだ苦しいけど、触られさえしなければ、これ以上熱くなったりしない。


　きっと時間が経たてば身体の熱も冷めると、基はホッとした。


「え、あ……駄だ目め…だよ、そんなこと……」


　が、今度は止める間もなく、それを志門に銜くわえられた。


　熱く湿しめった口こう腔こう内の感かん触しよくに、ざわりと肌はだが粟あわ立だつ。


　性の快感をまだ知らない基には、自分の身体がその感触を喜んでいることさえ自覚できなかった。


「あっ……やっ……んんっ！」


　汚いからやめてよと叫さけびたかったが、間かん髪はつ入れずに唇くちびるで擦りあげられ、強すぎる刺し激げきに喘あえぐことしかできない。


　濡ぬれた音をたてて擦りあげられるたび、さっきまでとは比べものにならない甘い痺れが身体を巡る。


　怖くなって、ソファの背をつかんで身体を引き上げようとしたが、腕に力が入らない。


「……ん……や……くっ……」


　それを銜えたまま舌先で先端を刺激されて、たまらずビクッと大きく身体が揺れた。


（なに、これ？　なに……）


　その途端、身体中を巡っていた甘い痺れが腰のあたりにたまっていく。


　集中した甘い痺れで、腰のあたりが凄くむずむずして、ジッとしていられないような感覚。


　ジッとしていると、そのままそこから身体がとろとろにとろけていってしまいそうで、なんだかひどく怖かった。


「や……もう……。おにぃちゃん」


　その感覚に耐たえきれず、どうにかして欲しくて、志門を呼んだ。


　基の声に応じるように、志門が銜えたそれをきつく吸う。


　その途端、基は身体の熱がそこで一気に弾はじけたように感じた。


「ひっ……やぁ───っ!!」


　ピクピクッと身体が震えて、唇から勝手に悲鳴が零こぼれた。


　視界が白くスパークして、えも言われぬ解放感に身体がふわっと浮ういたような感覚がした。


（……あ……）


　基は、あまりにも甘い衝しよう撃げきに耐えきれずに、そのまま意識を手放した。





「──モト」


　額におかれた手の平の感触に目を開けると、心配そうな志門の顔があった。


「あれ……？　ぼく……」


　基は、一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからなくて周囲を見み回まわした。


（ああ、そっか……）


　いつの間にか、パジャマ姿で、自分の部屋のベッドに寝ねかされていた。


「いま何時？」


「夜中の二時すぎ」


「そっか……。──お兄ちゃん、酔よい、冷めた？」


　基が聞くと、志門はちょっと気まずそうに苦く笑しようした。


「あ、ああ……。冷めた。もう冷めたよ。──モト、気分は？」


「ふつう。……あ、でもちょっと眠ねむい」


　もぞもぞと起きあがろうとすると、志門が肩かたに手をまわして抱だき起こしてくれた。


「そうか……。まったく、ビックリしたぞ。一回達ったぐらいで、ひっくり返るなんてな。そんなんじゃ、本番は当分無理だな」


「本番って？」


「セックス」


　ズバッと言われて、基はかあっと赤くなる。


「そ、そんなことする予定、当分ないから良いよ。……まだ好きな子だっていないのに……」


　いろんな意味で遅おくれがちな基にとって、恋れん愛あいはまだまだ人事だ。


「今はいなくても、いずれはできるだろ？　そのときに困らないように、お兄ちゃんがもっと色々教えてやろうか？」


　志門がニヤニヤと楽しそうに言った。


「けっこうです！　も～、そういうのって、セクハラって言うんじゃないの？」


　というか、そもそも普ふ通つう、兄弟間で色事の手ほどきまでするものなんだろうか？


（……しない…んじゃないか……な？）


　その手の話をすることはあっても、教えるためとはいえ実際に同性の兄弟の身体に触さわるなんて、普通は抵てい抗こうがありそうなものなのに……。


「あ、あれ？」


　そこまで考えて、ふと基はさっきのことを思い出した。


　目の前でのいきなりの平手打ちに、はじめてのキスと、ショックなこと続きで深く考えずに流してしまっていたが、さっきの青年はいったいなんだったんだろうと……。


（……人の男を寝取ったとか、言ってたような）


　ということは、つまり……。


「えっと、あの……。お兄ちゃん？」


「ん？」


「あの……さ……」


　なんと言って聞いたらいいものか……。


　基は悩なやんだ挙げ句、一番差し障さわりのない言葉を選んだ。


「お兄ちゃんは、もしかして……、えーっと、同性愛者なの？」


　そう聞いた途端、志門はひどく驚おどろいた顔をして固まった。


「あ、ごめっ。違ちがうよね。僕の勘かん違ちがい」


　変なことを言ってしまったと、慌あわてて手を振ふってうち消す。


　が、志門は「勘違いじゃないぞ」とあっさりと認めた。


「ホントに……、そうなんだ」


　自分から聞いておきながら、認められると、やっぱりちょっとショックだ。


　テレビなんかでそういう人達がいるんだと知ってはいたけど、実際に兄弟がそうだと知っても、どう反応していいのかわからなくて混乱もする。


「つーか、知らなかったのか？　そっちのほうにビックリだ。ここに来る前、親おや父じか高子に、なにも言われなかったか？」


「うん」


（……知らなかったの、僕だけなんだ）


　子供すぎて、理解できないと思われたんだろうか？


　仕方のないことだけど、ちょっとだけ寂さびしい。


「こら、変な顔するんじゃない」


　いきなり、志門が指先で基の頰ほおをぎゅうっと押した。


「モトを仲間はずれにしたんじゃないよ。言うまでもないと思ってるんだろう」


　たぶんな、と志門が言う。


「家を出るときにも、気にすることないとか散々言われたしな」


「家を出るって……。大学に入るとき？」


「そう。その前から自覚はしてたが……。まあ、隠かくすのも性しよう分ぶんにあわないし、良い機会だから全部ぶっちゃけてから家を出たわけだ。そのときに、モトにはまだ理解できないだろうし、とりあえずもう少し成長してから話してくれって親父には言っといたんだけどな。たぶん自分に偏へん見けんがないから、モトも平気だろうと思って話しそびれたってとこじゃないか？」


「そっか」


（そうなら良いな）


　もしそうだとしたら、信しん頼らいしてもらってるってことになるから……。


「で、どうする？」


「なにが？」


「知ってるとばかり思ってたから、ついオープンにもなっちまったし……。なんだ、その、必要以上に触ったりとかしちまったけど……。その、モトは平気か？　もし、一いつ緒しよに暮らすのが気持ち悪いとかだったら、親父達のところに行ってもいいぞ？」


　志門はそう言うと、唇の端はしを上げて微ほほ笑えんだ。


　それは、テレビで見た、あの皮肉そうな笑み。


（……やだな）


　最初に見たときは凄すごく恰かつ好こう良いと思ったのに、今はなんだか凄く嫌いやだ。


　たぶん今、基が両親のところに戻もどると言ったら、きっとこの先もこの笑みを向けられるようになるんだろう。


　そして、あの満面の笑みを向けてもらえることはなくなる。


　そんな確信が脳のう裏りをよぎる。


「……僕、平気だよ」


　基は意識しないまま、するりとそう口にしていた。


　同性愛者に対する偏見というのが世間にあるのも知っていたけど、自分はどう思うかと考えたことさえなかった。


　自分自身のことで精せい一いつ杯ぱいで、ほかのことを考える余よ裕ゆうもなかったから。


　だから、今の自分の言葉が本心なのかどうかさえ、基にはまだわからない。


　でも、その言葉を口にした途と端たん、志門の表情が優やさしくなったのを見て、


（あ、お兄ちゃんに戻った）


　基はなんだかひどくホッとしていた。


「そうか、良かった」


　くしゃくしゃっと頭を撫なでられても、本当に平気。気持ち悪いとはちっとも感じない。


（本当に平気なんだ）


　良かったと、自分で自分に感謝した。


「お兄ちゃんが家に寄りつかなかったのって、そのせいだったの？　もしかして……その、家の中に偏見持ってる人がいた？……お姉ちゃんとか？」


　そのせいで、基が志門の世話になることに最後までいい顔をしてくれなかったのかもしれないと疑ったのだが、志門は首を横に振った。


「いや、いない。むしろ高子には、どおりでって納なつ得とくされたぐらいだ。……でも、なんだ。……ほら、モトはあの頃ころ、小学生で小さかったろ？　側にこんなのがいて、妙みような先入観とか影えい響きようを与あたえたらさすがにまずいかと思って、まあ、成長して理解してくれるまでは距きよ離りをおこうとしてたんだ。まさか、予備知識のない状態で預けられるとは思ってもみなかったよ」


　親父の奴やつ……と、志門は苦く笑しようする。


「そうだったんだ。……僕、ずっとお兄ちゃんに嫌きらわれてるんじゃないかって思ってた」


「まさか。むしろ会わないでいる間に完全に忘れられたらたまらないと思って、ずっとあれやこれやプレゼント贈おくってたぐらいだってのに」


「あ、そうだった。──あの……いつも、どうもありがと」


　自分でお礼を言ったのは、これがはじめてだ。


　いつもは、母親が代わりにお礼を言ってくれていたから……。


　嫌われてるんじゃないかと不安だったから、自分で電話する勇気がなかったのだ。


　今いま更さらお礼を言うのかと呆あきれられるかと思ったが、予想に反して志門は嬉うれしそうな顔をした。


「どういたしまして……。モトは礼れい儀ぎ正しくて、ホントにいい子だな」


　大きな手で、髪かみをくしゃくしゃっとかき回す。


「ちょ、も～、やめてよ」


　あんまり強くかき回されて、絡からんだ髪がチクッと痛い。


　思わずぺちっと叩たたいたら、珍めずらしく渋しぶ々しぶとだが手が引っ込んだ。


「ごめん」


「いーけど。……あ、そうだ。さっきのあの人のことだけど、えっと、あの……、僕のせいで喧けん嘩かしちゃったんだよね？　電話したほうが良くない？」


　自分のせいで迷めい惑わくをかけるのが嫌だったのだが、


「ああ、別に良い。あれとは、もう別れるし」


　志門はさらりと告げた。


「え、ちょっと待ってよ。だって、その……恋こい人びとなんじゃないの？」


「違う。あれは、まあ、なんだ。遊び相手ってやつだ。さっぱりしてて価値観が似てると思ってたんだが、自宅まで押しかけてくるようじゃ、もう駄だ目めだな。別れる」


「……良いの？」


「ああ、遊び相手ならほかにもいるし」


「ほかにも？　え、ひとりじゃないの？」


　ビックリして、思わず志門をまじまじと見ると、志門は気まずそうな顔をした。


「あー、なんだ。その……、割り切った大人の関係っての？」


「恋人とは違うんだ？」


「そうだな。男女と違ちがって結けつ婚こんってゴールはないし、気楽に遊んでるって感じで……」


　志門はやっぱり気まずそうに視線をそらす。


「……僕、そういうのって嫌だな」


　自然に基の眉み間けんには、気むずかしそうな皺しわが寄ってしまっていた。


「ちゃんと好きな人とつき合ったほうがいいと思う」


　自じ慰いさえ知らなかった子供に言われたくないだろうけど、でも言わずにはいられなかった。


　男女のようなゴールはなくても、同性同士だって互たがいを思い合う気持ちは同じはずだ。


　だからこそ、あっさりつき合いを絶てるような希き薄はくな関係だけですまして欲しくない。


　婚こん約やく者と一緒にいるときの高子は、とても幸せそうに見える。


　だから、志門にもちゃんと幸せな関係を築ける相手を見つけて欲しいのだけど……。


「好きな人か……。さすがに、それは無理だろうな」


「どうして？　お兄ちゃんだったら、きっとどんな人だって好きになってくれると思うのに」


　美形だし、社会的な地位もある。


　一緒に転職してきた部下達がいるぐらい、人間としての魅み力りよくだってあるのに……。


「買いかぶりすぎ。……あのな、モト。普ふ通つうの男は、男相手に恋れん愛あい感情は持たないだろ？」


　志門が、ちょっと困った顔で笑った。


「あ……」


（そっか……。そうなんだ）


　志門は同性である男性を恋愛の対象とみても、普通の男性は同性相手に恋愛感情はもたないわけで……。


　基は同性愛というものに対する認にん識しきが足りない自分が恥はずかしくなった。


「あの、お兄ちゃんの好きな人って、普通の人？」


「……まあ、そうだな。──こればっかりはどうしようもない。気持ちを無む理り強じいして嫌われたら元も子もないしな。たまに姿を見られるだけで充じゆう分ぶんだ」


　そう言って微笑む志門は、少し悲しそうで、基は自分の無神経さがひどく恥ずかしくなった。


「ごめんなさい」


「基が謝ることじゃないよ。──ほら、もう今日はこのまま寝ねちまいな」


　不意打ちでこつんと指先で額を押され、ぐらっとバランスを崩くずした基の身体からだを志門の腕うでが支えて横たえ、素す早ばやく布ふ団とんをかけられた。


「寝つくまでついててやるから……」


　大きな手が額と目を覆おおう。


（あ、……なんか、懐なつかしい感じ）


　ひんやりとした手の平の感かん触しよくが、子供の頃の記き憶おくに繫つながる。


　高熱を出して凄く苦しかった夜、高子がこんな風にして寝つくまで側にいてくれた。


　目をつむると真っ暗な闇やみに吸い込まれ、そのまま戻って来られなくなりそうで怖こわいとぐずる基に、どこにも連れて行かれないように見張っててあげるから大だい丈じよう夫ぶと言ってくれて……。


　高子の手の平の感触を感じることで、自分がこの世界にちゃんと留まっているんだと感じられて、ホッと安心したのを覚えている。


　懐かしい記憶を思い出した基は、手の平が離はなれていくのが惜おしいような気がして、子供じゃないんだからひとりでも平気だと言わずにおいた。


　しばらくすると、今度は微かすかなハミングが聞こえてくる。


　それは、やっぱり懐かしい記憶に繫がる子こ守もり歌うた。


（……凄すごいミスマッチ）


　基の唇くちびるが勝手にほころんだ。


　都会的で洗練された容姿を持つ兄には、素そ朴ぼくな子守歌はとてつもなく似合わない。


　どんな顔で歌ってるのか見てみたいが、大きな手の平で視界が覆われていて見られなかった。


　かといって、手の平を押しのけてまで見たいとは思わない。


　だって、なんだかとても安心しきった気分だから……。


　優しい記憶に包まれて、基は知らず知らずのうちに眠ねむりに引き込まれていった。




　　　　３







「もときくん、これ、よんで」


　はい、と小さな女の子、藍あい子こが基に向かって両手で絵本を差し出した。


「いいよ。じゃあ、あいちゃんは、ここに座って」


　クッションを隣となりに置くと、藍子は嬉き々きとしてソファによじ登ってきて隣に座る。


「最初から読んでいいの？」


「うん」


　絵本を開いて読みはじめると、藍子はすぐに夢中になった。


　身を乗り出すようにして絵本を覗のぞき込んでくる。


（……うわっ、突つつきたい）


　視界の中、揺ゆれる小さな頭にぽつんと見えるつむじが妙に可愛かわいい。


　基は、すぐに頭をくしゃくしゃする志門の気持ちが、ちょっとだけわかったような気がした。





　志門の部屋に居い候そうろうをはじめて二週間、基は志門が紹しよう介かいしてくれたバイトにいそしんでいる。


　店員や肉体労働系の仕事は無理だろうからと志門が紹介してくれた仕事は、小さな女の子の子守。


　志門の大学時代からの友人でもあるシングルマザーの母親が、自身で経営している喫きつ茶さ店てんの仕事に専念できるよう面めん倒どうをみて欲しいという内容だった。


　定休日である水曜を除く平日の四日間、学校を終えた基が幼よう稚ち園えんに直接迎むかえに行って、自宅でもある喫茶店まで連れて行く。そして、店てん舗ぽをまかせられる夜の部のバイトが入ってくれるまでの間、母親の代わりに店舗奥の自宅部分で子守をするというものだ。


　最初、その話を聞かされた基は、自分には無理だと思った。


　小さな子供の面倒をみたことなんてないし、みられるとも思えなかったからだ。


　ふたりきりでいても、きっと気の利きいたことも言えずに泣かせてしまう。


　そう言って断ったのだが、難しいことを考えずにまずやってみなと志門に連れてこられ、運良く藍子にすんなり気に入られて、けっきょくその日からバイトをはじめることになった。


　それでも、最初のうちはどう接していいのかわからずぎこちなく笑え顔がおをつくっていたけど、最近は特に意識しなくても楽しく過ごせるようになっている。


　藍子は歳のわりにしっかりしていて、大たい抵ていのことは自分でできるし、なにをして欲しいかもはっきりと言う。


　だから基は、危ないことをしないように注意しながら、藍子の望みどおりの遊び相手をしていてあげれば良かった。


　すっかり緊きん張ちよう感かんがなくなったせいか、たまにつられて一いつ緒しよに昼ひる寝ねなんかもしたりして、こんなんでお金を貰もらったらいけないんじゃないかと思うぐらいだ。





（寝ちゃったか……）


　さっきまで一心不乱に絵本を覗き込んでいた藍子は、今は基の膝ひざの上に小さな頭を乗せて寝息をたてている。


　最初のうちは、子供がこんな風に電池が切れたみたいに眠るなんて知らなかったから、具合が悪くなったんじゃないかと焦あせったりもしたけど、今ではもう慣れたものだ。


　そうっと藍子の頭を膝の上から下ろして、小さな身体にブランケットをかけてあげる。


（さてっと……）


　基はコートを羽織ると、携けい帯たいを手にベランダに出た。


　日中、時間があるときに電話してくれとメールを送ってきた人のメモリを呼び出してコールすると、待ってましたとばかりにすぐに相手が出た。


『基クン、こんにちは。いま藍子ちゃん大丈夫なの？』


「はい。お昼寝してますから」


　起きたらすぐに戻もどれるよう、基の視線はソファの上の藍子に固定されたままだ。


『あら、起こさなくて良いの？』


「あんまり良く寝てるんで……」


　この時間に眠らせると夜の寝つきが悪くなるらしいので、本当は起こしたほうがいいのだ。


　でも、くすーくすーっと小さな寝息を零こぼす幼い寝顔を見ていると、起こすのが可哀かわい想そうになってしまってどうしても起こせない。


『基クンは甘いわね』


　微かに笑う声が耳にくすぐったい。


　基が通話している相手は、志門の部下のひとり、梅沢だ。


　志門の職場にはじめてお邪じや魔ました日、携帯のアドレスと番号を聞かれたから答えたら、もうひとりの部下、多野とほぼ交代で数日おきにメールや電話をくれるようになった。


　その内容は、日々の天気や、話題のニュースやゴシップなどのどうでも良いことと、それに必ず志門の行状についてのあれやこれやが追加される。


　つまり梅沢と多野は、志門が悪さをするたび、いちいち基にチクり、志門を叱しかってもらおうという魂こん胆たんでいるらしい。


　利用されてるのがわかっていても、志門がまた仕事をサボって買い物に行ったとか、会議中に暇ひまだからと携帯ゲームをしていたとか聞かされると、基は身内としてどうしても恥はずかしくてついついひとこと志門に注意してしまう。


　基が注意すると、志門がとりあえず数日は大人しく仕事をするものだから、部下ふたりは味を占しめ、また志門が悪さをすると基に連れん絡らくをしてくるという悪あく循じゆん環かんがすっかりでき上がってしまっている。


　いくら注意しても数日で忘れてしまう志門に何度も注意するのは微び妙みように虚むなしかったりするのだが、部下ふたりがその程度のことでも喜んでくれるものだから、基はこの悪循環を甘んじて享きよう受じゆしている。


　それに、こんな繫がりを持ったお陰かげで、志門に関するいろんな話を聞けるのも楽しい。


　自分は上との調整役しかやってなくて、実際は部下ふたりが企き画かくを立てているんだと志門本人は言っていたが、部下ふたりの話では少し違ちがうらしい。


　ふたりが得意なのは細かなパーツを作ることで、それを志門が──本人曰いわく、世間に受けるように適当にこねくり回し──まとめ上げているのが実情らしい。


　自分達だけではヒット作を作りあげるのは難しいし、実際問題、志門が一からイメージしたものを元に、自分達が細部を作りあげたほうがヒットしているのだと言っていた。


『志門さんにもう少し欲があればってちょっと勿もつ体たいなく思うこともあるけど、欲があったら逆にあそこまで適当に好き勝手できないかもしれないし……』


　梅沢が複雑そうにそう語っていた。


　その話を聞いた基は、ああそうかも…とすんなりと納なつ得とくしていた。


　悩なやみを打ち明けたときだって、志門は基が考えていることを根ほり葉ほり聞きだそうとはしなかった。


　基が零した愚ぐ痴ちじみた言葉だけで、あっさりとひとりで勝手に納得して、自分なりの考えを話してくれた。


（……でも、それもけっこう的確だったし）


　的確に要点をつかむことができる。


　それが志門の才能の一いつ端たんなのかもしれない。


　あの日、志門は、経験が足りないから不安なのだと言った。


　あれから二週間、基は少しずつ自分が変わってきていると実感している。


　家族のデータしか入ってなかった携帯には、志門の部下ふたりとバイト先、そして藍子の通う幼稚園のデータが追加された。


　家族以外の人とろくに話すこともできなかったのに、こうして携帯で日常的に話すことができるようになったし、最初はおっかなびっくりだった藍子の幼稚園へのお迎えも笑顔でこなせるようになった。


　早く藍子を迎えに行かなきゃと思うと、学校を出るとき、目立たないようにそうっと足音を忍しのばせることさえ忘れてしまうぐらいだ。


　志門が手を引いて連れ出してくれた場所から、基の世界は少しずつ広がっている。


　まだまだ数人だけど、家族以外の人でも身構えずに会話できるようになったことだけでも、基にとっては大きな進歩だった。


　基が志門のもとに居候することになった原因である父親のトラブルは、本当に裁判沙ざ汰たへと発展しているらしい。


　たまに電話で話す父親は、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶと言うばかりで具体的なことを教えてくれなくて、それを教えてくれたのは多野だった。


　日中のワイドショーっぽい番組で特集を組まれたりもしているそうだ。


　問題が表沙汰になったから、もう家族が危険な目にあう可能性は低いだろうとも……。


　志門にその話をしたのだが、万が一のことがあるからと防犯ベルの携帯はいまだに義務づけられたままだし、当分の間は志門の部屋に居い候そうろうし続けることになりそうで、基はちょっとだけホッとした。


「──あ、梅沢さん、ごめんなさい。あいちゃんが起きちゃった」


　もぞもぞとブランケットが動いている。


『残念。じゃあ、また今度ね』


　携帯をポケットにしまって部屋の中に戻ると、ブランケットを背中にまとわりつかせたままの藍子がべそをかきながら両手を伸のばしてくる。


「もときくん」


「ひとりにして、ごめんね」


　藍子はいつもは聞き分けが良くて元気な子なのに、寝ね起おきのときにひとりだとひどく不安がってむずかる。


　それがいつもの癖くせなのだと、母親からは聞いている。


　母子家庭でどうしても手がまわりきらず、ひとりにする機会が多かったせいなのかもしれないとも……。


　基が急いで戻って隣となりに座ると、藍子は膝の上に這はい上がってきてぺたっと身体からだをくっつけてきた。


「大丈夫、ここにいるから」


　背中を撫なでると、藍子は小さく頷うなずく。


　バイトとは関係なく、今ここに自分を必要としてくれる存在がいることが、なんだかとても嬉うれしいと基は感じていた。





「藍子ちゃん、良い子にしてたかぁ」


　藍子を抱だっこしたまま、途と中ちゆうだった絵本の続きを読んでいると、いきなりドアが開いて志門が入ってきた。


　基のバイトが終わる時間を見計らって迎むかえに来てくれるのだ。


「しもんだっ」


　きゃあ、と嬉しそうにはしゃいで、藍子は志門に駆かけ寄って行く。


「良い子にはプリンのお土産みやげだぞ」


　志門は手に持っていた紙かみ袋ぶくろを藍子にかかげてみせた。


「食べるか？」


「プリン、たべる！」


「ご飯のあとにね」


　志門を追うようにして入ってきた、藍子の母親の茜あかねが言った。


「いま食べたら夕ご飯が入らなくなるから。──まったく、甘いものばっかり与あたえないでって何度も言ってるのに」


「甘いものは、子供の脳の発達に役立つから必要なんだぞ」


「屁へ理り屈くつこねないで。限度ってものがあるわ。……もう、本当に子供には甘いんだから」


　茜にブツブツ言われ、ハイハイと志門が首をすくめる。


　子供みたいで可愛かわいかった。








　茜がひとりになったのは、藍子がまだ三歳にも満たない頃ころだったのだと聞いた。


　その当時から、今は亡なき祖父が経営していたこの喫きつ茶さ店てんで働きながら藍子を育てていた。


　志門は、歳の離はなれた弟がいるから子育ての大変さは知ってると、彼女の子育てに随ずい分ぶんと協力しているらしい。


　実際問題、独身の女友達よりずっと助力が的確で、本当に助かると茜は言っていた。


「お兄ちゃんって、ホントに懲こりないよね」


　志門の車を停とめたパーキングへ向かう途中、基は志門を見上げてそう言った。


「お菓か子しのことか？」


「うん。何度叱られても、買ってくるんだもん」


「お腹なか壊こわすぐらい与えちゃいないし、肥満児でもないしな。なにより藍子ちゃんが喜んでるんだから、別に良いじゃないか」


「甘いなぁ」


　少し前に梅沢に同じ台詞せりふを言われたなと思い出しつつ、基は苦笑する。


「しつけはできないタイプだ」


「だな。そっちは高子向きだ」


「……そうかも」


　高子は過保護だけど、手放しで甘くはない。


　基は納得した。


「最近、あいちゃんを幼よう稚ち園えんに迎えに行くたびに、なんかお姉ちゃんを思い出すんだよね」


「なんでだ？」


「僕が幼稚園に通ってた頃、毎日迎えにきてくれてたから……。あの頃って、お姉ちゃん中学生ぐらいだったのかなぁ。学校の行事なんかで迎えに来るのが遅おそくなると、走って息を切らせて迎えにきてくれてたなぁとか、思い出しちゃって……」


　幼稚園に通っていたとは言っても、身体が弱かったから休むことも多かったし、普ふ通つうの子と一いつ緒しよに過ごすこともほとんどできなかった。


　いつも空調の効いた園内の教室でぽつんとひとり絵本を読んだり、積み木で遊んだり……。


　そんな状態だったから、幼稚園で過ごす時間は基にとっては決して楽しいものではなく、高子が迎えに来てくれるのを午前中から待ち望んでいるような状態だった。


　だから、いつもの時間がすぎても迎えが来ないと、そりゃあもう不安になった。


　あの頃はまだまだいろんな事情を理解することができなかったから、謝る高子の言葉にも耳を貸さずにごねまくって困らせて。


　それでも高子は怒おこらずに、いつも笑って、ごめんねと謝っては、手を繫つないで家に連れ帰ってくれた。


　そんなことを思い出してしまうものだから、藍子を迎えに行く時間が遅くならないようにしなきゃと、毎日急いで授業が終わると同時に飛び出しているのだ。


「家にきて二週間か……。モト、そろそろホームシックか？」


「も～、違ちがうよ。ありがたいなぁって改めて認識し直してるだけ。しょっちゅう携けい帯たいで話してるんだから、ホームシックになんかならないよ」


　高子からも両親からも、数日おきに連れん絡らくが来る。


　体調はどうかとか、足りないものはないかとか、基の心配ばかりしてくれる。


　だからホームシックにはならないが、それでも高子にだけは会いたいような気がする。


　高子のことだから、こっちから会いにいかなくても、離れてしばらくした頃に、志門の家でどんな風に暮らしてるのか見に来ると思ってたのに、残念ながら今のところその気配はない。


　手を放していても大丈夫だと思ってもらえているのなら、それはそれで嬉しいのだけど……。


「そうか？　でも、我が慢まんできなくなる前に言えよ。そのときは、高子の婚こん約やく者殿どのも呼んで一緒に夕飯でも食べよう」


「お兄ちゃん、お姉ちゃんの婚約者と会ったことあるの？」


「ああ。紹しよう介かいするからって、高子に高級フレンチに呼び出された。で、当然お祝いしてくれるよねって支し払はらい全部持たされたぞ」


　志門が苦く笑しようする。


「お姉ちゃんって、けっこうお兄ちゃんに対する態度がぞんざいだね」


「永遠のライバルだそうだからな」


「……なに、それ？」


「あいつとは、小学校から学校が一緒だったから親おや父じ達が再さい婚こんする前からのつき合いでさ。成績が近かったせいか、面めん倒どうなことに、ずっと一方的にライバル視されてたんだ」


　あんなに負けず嫌ぎらいな奴やつはほかには知らないなと、志門が呟つぶやく。


「へえ、意外な一面」


　しっかり者で優やさしい姉としての姿しか知らないから、なかなか新しん鮮せんだ。


（でも、ちょっと虚むなしそう）


　志門は勝負事には興味がなさそうに見える。


　勝ち負けなんて面めん倒どう臭くさいと、勝負を最初から投げ出してしまいそうだ。


　そんな相手にライバル心を持つのは、絶対に虚しい。


　それに、最初から勝負する意思がない以上、志門は決して負けたという感覚を持ち得ない。


　勝ったと思うこともないはず。


　ただ適当に周囲の流れに乗って、人生を気楽に生きているだけ……。


（お兄ちゃんも、虚しそう）


　人生経験がないから見当違ちがいなことを考えてしまうのかもしれないけど、でも基にはどうしてもそんな風に思えて仕方なかった。








　その夜は、お蕎そ麦ば屋やさんで夕食を摂った。


　志門が連れて行ってくれる店は味にハズレがないし、基を気き遣づかってくれているのか、店内の雰ふん囲い気きも比ひ較かく的てき静かで落ち着いていることが多い。


　いつも外食しているわけじゃなくって、半分ぐらいはマンションでも過ごしている。


　食事の内容は、デパ地下の食材を買い込んで来たり、志門が作ってくれたりと様々だ。


　そんな風に日々違う時間を過ごしているせいか、なんだか毎日が特別な日みたいな感じで、基はずっと楽しく過ごせている。


　本当に楽しく過ごせているのだが……。


（これは、さすがに……）


　志門のマンションに帰り着いた基は、リビングのソファの上を見て、ちょっと引いた。


「お兄ちゃん、これ、どうしたの？」


　ソファの上にあるのは、基でも知っている有名ブランドのロゴが入った袋ふくろや箱が数点。


「ああ。注文しといたのがまとめて届いたんだ。──ちょっと着てみるか？」


（やっぱり、僕のか……）


　ガサガサと勢いよく包装を破いて取り出したのは、明らかに基サイズのコートだった。


（梅沢さん、ごめんなさいっ）


　基は思わず心の中で手を合わせていた。


　今日は二時間ほど行ゆく方え不明になってたんですよと、夕方の電話で梅沢がチクっていたが、志門はたぶんこれを取りに行っていたのだ。


　朝には影かげも形もなかったのだから、間違いない。


「ねえ、お兄ちゃん、これ、いつ受け取りに行って、ここまで運んできたの？」


　基が指し摘てきすると、志門は「ごめん、今回だけだから」と先回りして謝ってきた。


「ホントに？」


「ああ。外回りに出たついでに店に寄ったんだ。でも思ったより大荷物で、車につんどいて盗ぬすまれても嫌いやだったから、つい……」


（噓うそばっか。ネタは挙がってるんだけどなぁ）


　志門に逃にげられないよう常に見張っている梅沢の話では、会議で上とやりあって気分が悪いから近所のコーヒーショップでちょっと気分転てん換かんしてくると言われて、ついうっかりＯＫを出したら、そのままトンズラされたのだとか。


（も～、お兄ちゃんってば、子供みたいだ）


　思いつくと、すぐに動かずにはいられない。


　志門には、決まりを守るとか、立場をわきまえるとか、そういう感覚が一いつ切さいないみたいだ。


　たまには、それが良い結果をもたらすこともあるようだけど……。


「次は駄だ目めだからね。──ああ、あとさ」


「会議のことか？」


　志門が慌あわてて基の言葉を遮さえぎった。


「あれはな、仕方ないんだぞ。頷うなずいてたら、糞くそつまらない企き画かくを押しつけられてたんだから……。面おも白しろい仕事しかしないって条件で引き抜ぬかれてるんだから、俺には断る権利もあるんだ」


　基に叱しかられたくないばかりに、話題を先取りして早口で言い訳をまくし立てる。


「知ってる。それも梅沢さんに聞いてるから……」


　家電機器メーカーの一部署とはいえ、志門の仕事は基本的にメーカーに縛しばられることなくフリーなのだ。


　もちろんメーカーの仕事は優先的に引き受けるし、企画段階からのアイデア出しにも協力するが、それ以外の面白そうな仕事もやるという条件で部署を立ち上げたのだそうだ。


　ある意味では、スポンサーつきで独立したようなものだと梅沢は言っていた。


「良く言ったって梅沢さんが誉ほめてたよ。……ただ、会議中に堂々とあくびするのはやめて欲しいって言ってた。──僕も同感」


「どっちに？」


「両方。自分の主張をはっきり言えるのって恰かつ好こう良いと思うし、会議中に態度悪いのはまずいと思う」


　基がそう言うと、一勝一敗か、惜おしいと、志門は指を鳴らした。


（……一勝二敗なんだけどな）


　仕事をサボったことも注意したのだけど、もう忘れているらしい。


　注意した甲か斐いはまったくないが、なにを言ったところであまり効果がないのは経験上わかってしまっているので、とりあえず自分がどう思っているのかだけでも志門に伝わればそれで良いことにしとこうと基は考えていた。


　志門が規則をきっちり守るような人間になってしまったら、それはそれでつまらないような気もするし……。


「とにかく、ほら。これ、羽織ってみな」


　志門は、話題を変えようと、にこにこしながら基の肩かたにコートをかけた。


　襟えり元もとにはふかふかのファー、袖そでとウエストには大きなバックルがついている、スレンダーなシルエットの黒のハーフコートだ。


（……ま、いっか）


　梅沢からはもうひとつ頼たのまれたことがあったのだが、これ以上言うのはやめることにした。


　志門の知人が経営している映像制作会社を、あまり重用しないで欲しいと忠告してくれないかと言われていたのだ。


　社員達の能力は高いが経営者サイドの評判があまり良くないとかで、トラブルに巻き込まれる危険性を減らしたいのだと梅沢は言っていた。


　でも基は、そんな風に仕事に深く係かかわるようなことに自分が口を出すのはちょっと違うような気がして、梅沢に頼まれたときも気乗りしていなかった。


（今度電話がきたら、言えないって謝っとこう）


　志門に肩を抱だかれ、壁かべに埋うめ込まれている大きな鏡の前に連れて行かれながら、基はそんなことを考えていた。


「お、やっぱり似合うな」


「……そう？」


　言われて、鏡を見たが、微び妙みようにピンとこない。


　基は、お日さまにあまり当たらずに育った上に色素が薄うすい。


　その上、顔立ちも特別な特とく徴ちようもなくつるんとしているものだから、なんとなく全身の輪りん郭かくがぼやっとしている。


　そのせいか、まるでマネキンみたいな感じで、なにを着ようとあまり変化がないように自分では思えるのだ。


「ああ、似合うよ。これに、この靴くつを履はいたら完かん璧ぺきだ」


　またしてもガサガサと新しい箱を開け、靴を取り出した。


　ジャングルブーツを短くしたような、底がやけにごついタイプの靴で、基はちょっと引いた。


（重そう）


　重い靴は疲つかれるから苦手だ。


　だが、志門に手て渡わたされたら、意外なほど軽かった。


「見た目より軽いね」


「ああ、それが売りだからな。──う～ん。バッグもこれに合わせたいところだな。赤茶の革かわのショルダーが良いか。お尻しりが隠かくれるぐらいの大きさで平たい感じで……」


　ブツブツと鏡を見ながら志門がひとりで呟つぶやくのを聞いて、基は慌てた。


「ショルダーのバッグなら去年買ってもらったのがあるよ」


「あれは黒だろ？　それにリュックにもなるタイプだから厚みもあるし」


「あれが良いよ。僕、凄すごい気に入ってるし」


「そうかそうか」


　モトの言葉に、志門が目尻を下げる。


「プレゼントした甲斐があるな。新しいのも、モトの気に入るようなの選んでやるからな」


「……お兄ちゃん」


（うぅ、駄目だ）


　遠回しに言っても志門には通じない。


「あのね。今まで貰もらったので充じゆう分ぶんに間に合ってるんだよ」


　家にいた頃ころは家族全体への気遣いからの贈おくり物なんだろうと思っていたから、特に気にせず受け取っていたけど、純じゆん粋すいに自分のためだけにプレゼントしてくれていると知ってしまった今となっては、さすがにそうはいかない。


　クリスマスや誕生日だったら気楽に受け取れるけど、日常的にこう貢みつがれてしまっては、さすがに申し訳ない気持ちがするのだ。


「お兄ちゃん、お願いだから、僕のためにそんなに無む駄だ遣づかいしないで」


　有名ブランドの服や靴がいくらぐらいするものなのか、基は具体的には知らない。


　でも、普ふ段だん両親や高子が買い与あたえてくれる服よりも、ずっと高いことぐらいはわかる。


　それに、もうひとつ気になっているのが、サイズのこと。


　発育不良の基は、ぶっちゃけ大人サイズが身体からだにあわない。


　だが、今ここにあるコートも靴も、ジュニア用の服を作っていないブランドのはずなのに、基のサイズにぴったりなのだ。


　大おお幅はばなサイズ直しをさせているのか、それとも特注で作らせたのか……。


　それにいくらぐらいかかるのかと考えただけで、基はちょっと気が遠くなる。


「モトのためなんだから、無駄遣いなんかじゃないさ」


　志門はさらりと言った。


「モトの服を選ぶのは、もう俺にとって趣しゆ味みみたいなもんだ。──どうせ貯たまるばっかりで使うあてのない金なんだし、黙だまって貢がれてな」


「も～、自分のために使えばいいのに」


「使い道がない」


「いくらだってあるよ。服とか時計とかアクセサリーとか……」


　車だって、と言いかけてハタと気づく。


（そっか、ホストやってたんだっけ……）


　志門は、服や時計のみならず、高級車や住居まで貢がれても平気で受け取れる精神構造の持ち主だったのだ。


　そこら辺の感覚が基とはまったく違ちがうから、なにを言われても理解は難しいのかもしれない。


「服も時計も、いまだに勝手に送られてくるからな」


「え!?　昔のお客さんから？」


　凄い、と目を丸くしたら、違うと額を突つつかれた。


「ホストのほうじゃなくて、モデルやってたときの関係者からだ。ブランドの宣伝にもなるから着てくれってさ」


「へえ、そういうことってあるんだ」


　確かに、志門ほどの美形なら黙ってても目立つから、歩く広こう告こく塔とう代わりになると思われるのも当然かもしれない。


「ほかではあんまり聞かないけどな。──ま、そんなんで間に合っちまうし、家も車も、今ので間に合ってるしな。もともと俺、これじゃなきゃ駄だ目めだとか、特別に欲しいとかってものがあまりないんだ」


「ふうん」


　最初に志門のマンションを訪おとずれた日の印象を思い出して、そうなのかもしれないと思った。


　本人は掃そう除じが楽だからと言っていたが、ちょっと驚おどろくぐらい必要最小限の物しかない殺風景な部屋だったから……。


　その部屋も、最近ではちょっと変わった。


　いきなり変えると基に注意されると思っているのか、姑こ息そくにも、毎日少しずつ物が増えていっているようなのだ。


　フロアライトに観葉植物、真っ白だった壁には時計とタペストリー、食器なんかもカラフルなものが徐じよ々じよに増えてきている。


「でもモトは飾かざりたい。せっかくこんなに可愛かわいいんだから、もっと可愛くしてやりたい」


「……どうも」


（この、ブラコンめ）


　嬉うれしそうに言う兄に、基はぬるい笑え顔がおになる。


　最初の頃は、馬ば鹿かなことを言わないでと苦情を申し立てていたが、何度言っても効果がないのでもう諦あきらめたのだ。


「でも、僕を飾ってもなんの宣伝にもならないよ。やっぱり無む駄だじゃない？」


「俺が楽しいから、全然無駄じゃない」


「……そう？」


（全然、駄目だ）


　胸を張って言い切る志門には、なにをどう説得しても無駄みたいだ。


　基がふうぅぅぅ～っとため息をついていたら、ふわっと抱きすくめられた。


「モトは飾らなくても可愛いけどな」


「え、ちょっ」


　避さける間もなく志門の唇くちびるが基の唇をかすめ、頰ほおから首筋へと下りていく。


「お兄ちゃん、待って」


　押しのけて逃にげようとしたが、しっかり腰こしを抱かれていて駄目だった。


「……んっ……」


　軽く音をたててキスした後、舌先でそこをゆっくりとなぞる。


　覚えてしまった感覚がゾクッと背筋を走って、基は慌あわてた。


「ふ、ふざけるのやめてよ」


　するっと制服のネクタイが引き抜ぬかれた。


「モトが本当に嫌いやならやめるけど？」


　胸むなもとのボタンを外し、唇で基の鎖さ骨こつの形をなぞりながら志門が言う。


　素す肌はだに吹ふきかけられる志門の息に、ピクッと身体が震ふるえた。


「……っ……嫌だ。だから……」


　やめてっと、声にならない声で訴うつたえる。


　でも、志門はやめてくれなかった。


「……や、……お兄ちゃんっ……てば……」


　服に覆おおわれて温まっていた肌はだの上を、志門の少しひんやりした手の平が愛いとおしそうに撫なでる。


　その感かん触しよくに基の身体はピクッと震える。


　手の平の冷たさではなく、愛おしむようなその動きに自分の肌が反応しているんだってことを、基はもう知っている。


　今はまだむず痒がゆいようなソフトな刺し激げきだけど、その手の動きに身をまかせてさえいれば、もっとずっと気持ち良くなれるってことも……。


「意地張るなって……。ほら、鏡を見てみな」


　胸を撫でていた手が、喉のどを撫でて、顎あごにかかる。


　反応する自分の身体が恥はずかしくてうつむきかけていた基の顔を、志門は軽く上げた。


「ほら、嫌だって顔じゃないぞ。だろ？」


「……っ」


　志門の言うとおりだった。


　視界に入ってきたのは、目元が微かすかに朱しゆに染まり、うっとりしているような自分の顔。


　はじめて見る自分の表情が恥ずかしくなって、基は思わず視線をそらしてしまう。


「モトは、ホント初うぶで可愛いな。……俺みたいな人種には、そんな恥ずかしそうな顔は逆効果なんだぞ。余計に悪戯いたずらしたくなるからな」


「あっ。……んぅ……」


　そのまま上を向かされて、深く唇を奪うばわれた。


　甘く絡からんでくる舌の感触と、背中を引き寄せる腕うでの強さ。


　志門の言うとおりだ。


　基は、それらすべてを心ここ地ち好いと感じてしまっている。


　本気で拒こばむことができないぐらいに……。


（……ああ、ホントだ）


　ゆっくりと焦じらすような甘い口づけに、全身の力が抜けていくのを感じながら、基は梅沢に聞いた話を思い出していた。


　志門は、禁きん煙えんの場所でも一向に気にせず煙草たばこを吹かすほどの悪質なヘビースモーカーだったのに、基が遊びに来た日からピタリと吸うのをやめてしまったのだとか……。


　確かに、はじめてキスをしたときは微かに感じていた煙草の苦さを、今は全然感じない。


　今はもう、ただただ甘いだけ……。


　志門に触さわられたところから、身体が徐々に熱くとろけていく。


　やがて基の思考もとろけて、与えられる心地好さだけに酔よいしれていった。





　志門はきっと人の顔色を窺うかがうのが天才的に上手なのだ。


　何度やめてと叱しかっても髪かみをぐしゃぐしゃにしたり、人前でも平気で手を繫つないできたのも、たぶんそのせい。


　再会した日、頭を撫でられたり手を繫がれたりした基が、ホッとして嬉しい気分になったのを見み抜ぬいていたに違ちがいない。


　それで、ここまでは大だい丈じよう夫ぶなんだなと判断して、遠えん慮りよなく手を伸のばしてくる。


　実際に基は、髪をぐしゃぐしゃにされるのには困ってたが、大きな手で頭を撫でてもらうこと自体は嫌じゃなかった。


　そういうことを、きっと全部見抜かれていたのだ。


　そして、今も、そう。


　はじめてちょっかいを出されたあの日から、基はほぼ毎日のように志門の腕の中につかまってしまっている。


　はじめてのときは未知の経験で少し怖こわかったけど、それが気持ち良いことだと知ってしまった二度目からは、本気で嫌がることができなくなってしまった。


　兄からこんな風に触ふれられるのは普ふ通つうじゃないという不安や、上うわっ面つらだけの羞しゆう恥ち心しん程度じゃ、自分自身の欲求を抑おさえられない。


　それならばと自分の手で快感を得ようとしてみたけど、志門に触れられるのとは雲うん泥でいの差で全然駄目だった。


　その程度じゃ満足できないと、逆に苦しくなってしまったぐらいだ。


　同性愛者である志門は、同性の身体からだに触れることに抵てい抗こう感はない。


　しかも気楽に相手を替えて遊べてしまうぐらい貞てい操そう観念が希き薄はくみたいだから、基に触れることも悪戯の範はん疇ちゆう内。


　無知で無む垢くな弟にいけないことを教えてあげる兄、そんなシチュエーションを楽しんでいる。


　たぶん、そんなところなんだろう。


　でも基は、志門とは違って気楽に楽しめるほどの経験も知識もない。


　しかも色々と細かなところまで考えてしまう性質だから、その最中は夢中になってしまっても、後になって冷静になるとどうしても後こう悔かいしてしまう。


　中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、ずるずると流されるだけの自分がちょっと情けなかった。





「──んっ」


　長く長くキスされて、すっかり高ぶってしまっていた身体は、下着の中に入ってきた志門の手にちょっと触られただけであっさり達いってしまった。


「早いな。もうちょっと辛しん抱ぼうできないと女の子を楽しませてやれないぞ」


　立ったまま達くのははじめてで膝ひざがガクッと落ちたが、予想していたかのように志門が支えてくれた。


「汚よごれちゃったな。洗ってやるよ」


　基の放ったモノで汚れた指を舐なめながら、志門が言った。


「ちょっ……まっ……」


　達ったばかりで息が整わない基が止める間もなく、あっという間に服をするりと全部脱ぬがされて、バスルームへ連れて行かれた。


「いいよ。自分でできるから」


　基はシャワーのお湯をかけられる頃ころにやっと復活したが、もう手て遅おくれだった。


「まあまあ、そう言うなって」


　バスタブの縁ふちに座った志門の膝に座らされて、がっしりと片手でウエストを押さえ込まれて、泡あわ立だてたスポンジでくるくると身体を洗われてしまう。


　これじゃあ、まるで赤ちゃんみたいだ。


　そう基は思ったが、困ったことに基自身の身体は、もう赤ちゃんじゃない。


　背中やお尻しりに感じる志門の素肌の熱さが気になるし、スポンジで肌を柔やわらかくなぞられれば、どうしたって気持ち良くなってしまう。


「自分でやるってば！」


　これ以上はまずいと、基はむんずと志門の手をつかんでスポンジを奪い取った。


「え……あ、お兄ちゃん？　ちょっ……っ……」


　すると志門は、今度は素す手でで基の身体に触れてきた。


　泡のついた手は、つるりと肌の上を滑すべる。


「わっ……ひゃっ……」


　止めようとする間もないまま、するりと足の間に到とう達たつした。


「ここも、綺き麗れいに洗ってやるよ」


　志門の楽しそうな声が耳元で聞こえたが、基にはそれに口答えする余よ裕ゆうはもうなかった。


　泡のついた手で優やさしく擦こすりあげられて、そこは簡単に反応してしまっていた。


（も……やだぁ）


　志門の手の刺激で、簡単に反応してしまう自分の身体が恨うらめしい。


　甘い疼うずきが下半身から、じんわりと全身へと広がっていく。


　志門の手の動きを止めたかったけど、迂う闊かつに動くとそれだけで達ってしまいそうだ。


「…………っ……」


　今度はすぐに達かないよう、志門にからかわれたくない一心で息を詰つめ、必死で堪こらえた。


「お？　モト、我が慢まんしてるのか？　えらいえらい」


　志門が楽しそうに呟つぶやく。


「でもな、声まで我慢するなよ。モトの可愛かわいい声が聞けないと、俺がつまらないじゃないか」


「……やぁっ！」


　キュッと握にぎり込まれて、悲鳴が零こぼれた。


「や、お…にぃちゃん、……まって……」


　そんなに刺激しないでと、熱い息を逃にがしながら必死で訴うつたえた。


「う～ん、困ったな。モトのお願いならなんでも叶かなえてやりたいけど、こればっかりは……。なんせ、こっちは『もっと』って言ってるしな」


「あ……ふあっ……あっ……」


　何度か強く擦りあげられたら、基はもう耐たえられなくなった。


「んんっ──っ！」


　志門の胸に頭を凭もたれかけ、その手の中にあっさり放ってしまっていた。


　あまりの心地好さに、そのままくったりと志門に身体を預けている間に、またくるくると全身を洗われた。


　今度は髪までしっかり洗われてから、シャワーのお湯で肌はだの上の泡を流される。


　身体の内側から発した熱で火ほ照てった身体に、温ぬるめのシャワーが気持ち良かった。


「良し、綺麗になったな。バスタブにつかるか？」


　聞かれて、ぼんやりしたまま首を振ふる。


　この状態でお湯に入ったら、きっとのぼせてしまう。


「だったら、湯冷めしないよう早くパジャマ着ような」


　そのまま抱だき上げられて、脱だつ衣い所のバスマットへと下ろされた。


　それに基が気づいたのは、頭からバスタオルを被かぶせられて、せっせと拭ふかれているときだ。


（……あ、ここにもピアス）


　志門のへそに、プラチナのシンプルなピアスが光っていた。


　いつも基ばかりが裸はだかにむかれ悪戯いたずらされているから、志門の裸をちゃんと見たのははじめてだ。


　基はバスタオルに隠かくれて、ちらっと志門の全身を眺ながめてみる。


　モデルをやっていただけあって、引き締しまってバランス良く筋肉がついた綺麗な大人の身体。


　トクン、と我知らず基の鼓こ動どうが跳はねた。


（こういうのって、セクシーって言うのかも……）


　あの硬かたそうな腹筋に触れてみたい。


　そんな衝しよう動どうに駆かられて手を上げかけたが、その拍ひよう子しに志門の下半身が視界に入って、そのまま動かせなくなった。


（お兄ちゃんも……）


　なんとなく照れくさくて直視できずにいた部分、志門のそれが確かに変化していた。


（どうして？）


　最初に浮うかんだのはそんな疑問だった。


　そういう風になるような刺し激げきを、いつ受けたのか。


　基に触れる志門はそりゃあ楽しそうだけど、あくまでも玩具おもちやに悪戯する感覚だと思っていた。


　でも、もしかしたら……。


（お兄ちゃんは、僕が相手でも、感じるのかな）


　どきどきして、なんだかひどく息が苦しい。


　喉のどの奥、胸のあたりに熱い塊かたまりが詰まっているみたいに……。


　基は、知らず知らずにうちに、真っ赤になってしまっていた。


「どうした、モト？」


　それに気づいた志門が声をかけてくる。


「あの……ぼ、僕も……、お兄ちゃんに、し……てあげよっか？」


「おっと……」


　おずおずと言った基の視線に気づいた志門は、慌あわてて腰こしにタオルを巻いて隠してしまった。


「モトはしなくて良いから」


「でも、いつも僕ばっかりだし……」


　もしも志門が自分のこの手でも感じてくれるのなら、やってあげたいのだけど……。


「──しなくて良い」


　だが、志門は、ピシャリと厳しい声で言う。


「モトは普ふ通つうの子なんだから、男の身体からだなんかに触さわっちゃ駄だ目めだ。──そういうことは、いつか、モトが好きになった女の子にしてやりな」


　一転して優しい声でそうつけ加えて、タオル越ごしに基の頭を撫なでた。


「……うん」


　素直に頷うなずいたけど、基はなんだか志門に拒きよ絶ぜつされ叱しかられたような寂さびしい気分になっていた。


（でも……僕、してあげたかったのに……）


　普通の男の子は、そういう風に思ったりはしないものなのだろうか？


　触ふれたいと、思ってはいけなかったのだろうか？


　その後も志門は身体についた水すい滴てきを綺麗に拭き取ってくれたけど、タオル越しに触れる手は、なんだかそれまでよりも冷たくなったように基には感じられた。




　　　　４







（ああ、もう、僕ってばかだ）


　その日の放課後、基は泣きべそをかきたい気分で慌ただしく教室の掃そう除じをしていた。


　今週から掃除当番だったのに、うっかりしていてバイト先に伝えるのを忘れていたのだ。


　携けい帯たいで、藍あい子こを迎むかえに行くのが少し遅おくれますと幼よう稚ち園えんには連れん絡らくを入れたけど、藍子本人にそれがちゃんと伝わっているかどうか……。


（心細くなってなけりゃいいけど……）


　心配でたまらなくて、いてもたってもいられない。


　いつもと違ちがう基の態度につられたのか、いつもはダラダラと当番をこなすクラスメイト達も、テキパキと掃除をしてくれた。


　予想よりも早く教室を出られた基は、コートのボタンをはめる手間も惜おしんで校舎を出た。


　が、校門を飛び出しかけたとき、いきなり長い腕うでに通せんぼされて抱き留められた。


「──お兄ちゃん!?　なに、どうしたの？　会社は？」


　どう考えても、志門は勤務時間のはずだ。


　部下ふたりに言わせると、以前よりもサボる回数は格段に減ったらしいのだが、それでも週に何度かは長時間行ゆく方え不明になることがあるらしい。


　基が注意しても適当に誤ご魔ま化かすばかりで、志門はどこに行っているのか絶対に白状しない。


　もしかしたら、夜はずっと基の面めん倒どうをみなくてはいけないから、日中に複数の遊び相手のうちの誰だれかと密ひそかに会っているのかも……なんてことを想像してしまうこともある。


　そのたびになんだか嫌いやな気分になって、もう注意はやめようかとも思うのだが、注意される当の本人が、首をすくめつつもどこか楽しげなのでやめられずにいた。


　基が高子相手に軽いわがままを言って愛情を確かく認にんしていたように、志門も基に注意されるのを楽しんでいるのかもしれないと思って……。


「怒おこるな。仕事で来てるんだから」


　思わず口を尖とがらせた基に、志門が降参したみたいに両手をかかげてみせる。


「仕事？　どうして？」


「話は後。とりあえず、車に乗って」


　基の手から鞄かばんを取り上げると、肩かたに手をまわして背中を押す。


「うわっ！」


　校門を出てすぐのところに、志門のフェラーリが停とまっていた。


（見てる。みんな、見てるよっ）


　いきなりの志門の登場に面食らって周囲がおろそかになっていたが、ふと気づくと、下校途と中ちゆうの生徒の視線の集中スポットに基はすっぽり入ってしまっていた。


　派手な真っ赤なフェラーリと、これまた派手な美形の志門に、みんなの視線は釘くぎ付づけ。


　さあ、見てくれと言わんばかりの目立ちっぷりだ。


「はやく、早く行こっ！」


　基は自発的にダッシュでフェラーリの助手席に乗り込んでいた。





　車に乗り込むと、志門に仕事を手伝ってくれと頼たのまれた。


「僕がＣＭ撮さつ影えいの手伝いをするの？」


「そう。急で悪いんだけど、人手が足りなくてさ」


「別にいいけど……。僕にできるようなことなんてある？」


「あるある。モトは立ってるだけで良いから」


（立ってるだけって……）


　それでは手伝いの意味がないような気がする。


　奇き妙みような話だとは思ったが、ＣＭ撮影の現場を見られるというのが魅み力りよく的で、基はそれ以上の追究をやめてしまった。


　志門を主役にしたあのドキュメンタリー番組の中にも、志門が自分で企き画かくしたＣＭ撮影の様子を見守るシーンが映されていた。


　あれを生で見られると思うと、ちょっと浮き浮きしてしまう。


「あ、でも、茜さんに連絡しなきゃ」


「そっちは大だい丈じよう夫ぶだ。先に連絡しといた。バイトの手配もすんでるから、今ごろ茜が藍子ちゃんを迎えに行ってるだろ」


「そう。良かった」


　お母さんが迎えに行ったのなら、藍子も大喜びだろう。


　基は安心して、シートに深く身を埋うめた。








　──だが、その直後、基は自分が騙だまされていたことを知った。





　撮さつ影えい所じよに着いてすぐ、人目を避さけるようにして、撮影所内の控ひかえ室に連れて行かれた。


　そこに待っていたのは、帽ぼう子しを小こ僧ぞうかぶりにした不ふ機き嫌げんそうな青年。


「遅おそい。早く着き替がえて」


「はい？」


　そう言われて、基はこの人はなにを言ってるんだろうと首を傾かしげた。


　だが志門は、すべて心得ているといった感じで、基の背後から手を伸のばしてきて、いつものように器用に基の服を脱ぬがせはじめる。


「ちょっと、やめてよ。──これ、どういうこと？」


「だからＣＭ撮影の手伝いだって。モトは、着替えてメイクして、ちょっとだけカメラの前に立っててくれれば良いだけだから」


「……え？　なに、それ？」


「ＣＭモデルをやれって言ってんだよ」


「モデル!?」


　ぶっきらぼうな青年の言葉に、シャツを半分脱がされかけた状態で基は硬こう直ちよくしてしまった。


「おい、志門。弟になんの説明もしないで連れてきたのか？」


「まあな。説明したら、ここに来る前に嫌がられるかと思ったんで……。──なあ、モト、頼むから、ちょっとだけ協力してくれよ」


「協力って言われても……。無理だよ、ＣＭモデルなんて無理無理。僕みたいに地味なの使ったってしょうがないじゃない」


　モトは可愛かわいい可愛いと、志門は毎日のように言っている。


　でも、まさかそこまで目が腐くさってるとは思ってもみなかった。


「お兄ちゃん、仕事に身内の贔ひい屓き目めを持ち込んだら駄目だよ」


　呆あきれつつも、基が厳しくたしなめたら、脇わきで見ていた青年がぶぶっと吹ふいた。


「おまえの弟にしちゃまともじゃないか」


「当たり前だ。モトは真面まじ目めできちんとした子だからな」


「ブラコンかよ。──えーっと、モトくん。俺はアキ。君のメイクを担当する。よろしくな」


　こいつがモデルをやってたときのメイクもやってたんだぜと、アキが気さくに微ほほ笑えむ。


「……よろしくって言われても。僕なんかじゃなく、ちゃんとしたモデルさんを使うように、あなたから兄に言ってやってください」


「いやいや、君で全然大丈夫。志門の目は確かだ。俺も適役だと思うぜ」


　騙されたと思ってちょっとつき合いなと、アキに逆にたしなめられてしまった。


　初対面の大人の言葉に逆らうこともできず、基は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。





　黒のタンクトップに、黒のスパッツ。


　身体からだにぴったり張りつくような服を着せられてから、首にケープをまかれた。


「肌はだが綺き麗れいだな。赤ちゃんみたいだ。下手に塗ぬらずに粉だけはたいたほうが良いな、こりゃ」


　ブツブツと独り言を言いながら、アキが正面や横から基の顔をじっくり眺ながめている。


「おい、それ、大丈夫なんだろうな」


「なんだよ。うるっせーな」


「モトは肌も弱いんだ。変な香こう料りようとか入ってないか？」


「大丈夫だって。これなら絶対かぶれない。プロを信用しろよ」


　基は、なんとなく怖こわくて目の前にある大きな鏡に映った自分の姿が直視できず、脇に立っている志門とアキの顔を鏡越ごしに交こう互ごに眺めながら黙だまってふたりの会話を聞いていた。


「モトくん、ここに騙されて連れてこられたんだろ？　具体的な話を聞きたい？」


　その視線を説明要求と受け取ったらしく、アキがそう申し出てくれた。


　基は深く頷いた。


「これ、薄うす型がたテレビのＣＭでさ。志門が勤めてる会社で、今一番力を入れてる新製品。コンセプトは『幻げん想そうリアル』。夢のように美しい映像をお茶の間のリアルに…ってトコか」


　志門も製品開発の企画段階から係かかわっていた仕事で、他社のイメージがついているような既き存そんのアイドルや女優を使わずに、無名のモデルを使おうという話が最初から決まっていたのだそうだが……。


「モデルクラブが推すい薦せんしてきたのにろくなのがいなくってな。一応撮影して作ってはみたんだが、オンエアできる出来じゃなくてさ」


　と、志門が愚ぐ痴ちる。


「良い商品を作っても、ＣＭがしくじれば売り上げに影えい響きようするからな。今回の仕事は、ちょっと訳有りで俺としても失敗するわけにはいかないから困っちまってさ」


（……へえ、珍めずらしい）


　部下ふたりからは、志門は自分が手がけた仕事がヒットしようがポシャろうがまったく気にしないと聞いていたのに……。


「だからって、身内を使わなくても……」


　弟可愛さで、自分の目が曇くもってるってことに気づいてないんだろうか？


「俺は適任だと思うぜ。志門の身内だけあって、綺麗な顔してるし……」


　アキの言葉に、そうだろうと、志門が嬉うれしそうに応じる。


「どこが？」


　自分の顔の造作の地味さや存在の希き薄はくさを、しっかり自覚している基はちょっとふくれた。


「ここが」


　と頰ほおをぺちっと軽く指先で弾はじかれた。


「まあ、黙ってまかせときな」


　そう言われて渋々黙ったが、その後はもう散々だった。


　顔になにか吹きつけられたり、刷は毛けではたかれたり、目ま蓋ぶたを引っ張られて上を見ろだの下を見ろだのと言われたり……。


（……もう、帰りたい）


　基はすっかり気き疲づかれして、思わずため息を零こぼす。


「疲れたか？　もうちょっとだから」


「あ、はい」


　気づいたアキに気き遣づかわれ、慌あわてて頷く。


　アキの顔を改めて見た基は、意外にその顔が綺麗なことに気づいた。


　小僧かぶりしたままのキャップや少し乱暴な口調のせいで気づくのが遅おくれてしまったが、至近距きよ離りから見ると、男性にしては優やさしげな顔立ちをしている。


（そういえば、あの人もそうだった……）


　ふと、基の脳のう裏りをよぎったのは、志門のマンションに居い候そうろうしたばかりの頃ころ、志門を平手で叩たたいて帰って行った青年の顔。


　たぶん志門と同年代だろうが、そのわりに線が細くて整った顔立ちをしていた。


　そしてもうひとつ思い出したのが、はじめて職場にお邪じや魔ましたときの志門の部下達の会話だ。


　基を新しい恋こい人びとと勘かん違ちがいして慌てふためき、子供は志門の守しゆ備び範はん囲いじゃないはずなのにと言っていた。


（つまり、あのタイプがお兄ちゃんの守備範囲ってことか……）


　すらりとした品の良い顔立ちの青年。


　発育不良のチビで、特とく徴ちようのないぼんやりとした顔立ちの自分とは似ても似つかないタイプだ。


「……もしもし？　モトくん、なにか怒おこってる？」


　知らず知らずのうちに、基はアキの顔を眺めたまま、眉み間けんに皺しわを寄せてしまっていた。


「あ、なんでもないです」


　意識して顔を無表情に戻もどすと、アキはホッとした顔をした。


「いや、その大きな目でジイッと見られると、けっこう圧力感じるな」


「目、大きいですか？」


　くっきりした二ふた重えだけど、取り立てて大きいほうではないと自分では思っていた。


「大きいよ。まあ、全体的に色素が薄うすくて輪りん郭かくがぼやけてしまってて、あんまり目立たない感じだけど……。──だから、ちょっと手を加えただけで、もの凄すごく変わる」


　完成、とアキが満足そうに言った。


「あとは、かつらだな」


「かつら、かぶるんですか？」


「うん。──あ、でもその前に、これ履はいて」


　ずいっと出されたのは編み上げのロングブーツ。


　踵かかとが高くて、ちょっと歩くのが大変そうだ。


　もしかしたら身長が低すぎて、これでつけ足そうとしてるのかもしれないと思いつつ、嬉しそうにずっとにこにこしている志門に手伝ってもらってせっせと履いた。


「で、次はこれ」


　無造作に手て渡わたされたのは、白い服。


「え？　これって……」


　両手で開いてみた基は困こん惑わくした。


（どうやって着るんだろう）


　レース素材で向こう側が透すけて見える。


　羽織るタイプの服みたいだけど、ジャケットにしては丈たけが長いし、コートにしては短いような気がする。


　しかもボタンがない代わりに、胸と腰こしのあたりに長いヒモがついていて、その始末にも悩なやむ。


「ああ、これはこうやって着るんだよ」


　と、志門が基の手から服を受け取って、基に羽織らせた。


　左胸と右腰のところのヒモを蝶ちよう結むすびにして、ふんわりとふくらませる。


「で、かつらで完成」


　後ろから、アキの手でばふっと頭にかつらが乗せられた。


「おお～、予想以上だな、こりゃ」


「当然だ。俺のモトは、世界で一番可愛かわいいんだから」


　なぜか威い張ばる志門の声を頭の上に聞きながら、基は自分の身体を見下ろしていた。


（なに、これ……）


　腰のところでキュッと絞しぼられ、ふんわりと広がっているレース素材の羽織りものは、ミニのワンピースにしか見えない。


　しかも、顔の脇わきから腰あたりまで垂れ下がる、ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみはいったい……。


「……お兄ちゃん、これ、もしかして女装？」


「え？　ああ、そうそう。そうなんだ。ははは」


「冗じよう談だんやめてよ。こんなの嫌いやだよっ」


　女装した姿を人前に晒さらすなんて冗談じゃない。


　基が胸のリボンをほどこうとすると、志門が慌ててその両手をつかんで止めた。


「いや、これにはちゃんとわけがあってだな」


「どうせ、また噓うそつく気だろ？」


　目の前に膝ひざをついて見上げてくる志門を、基はじとっと恨うらめしげに睨にらむ。


「つかないつかない。──あのな、モト。これは女装じゃなくて、仮装だ。モトだって気づかれないように……。素す顔がおをテレビで晒して目立つのは嫌だろう？」


「嫌だけど……」


「だから、な？　これなら、誰だれにも気づかれない。安心じゃないか」


　一件落着と、志門はつかんだ基の両手をブラブラと揺ゆらした。


　後ろから、「物は言いようだよな～」と笑うアキの声がする。


（……ホントだよ）


　志門は、自分に都合が良いように適当なことを言っているだけだ。


　それでも、志門の嬉しそうな顔を見るとついつい許してしまう。


「……ホントに気づかれないかな」


　少し譲じよう歩ほして、そう聞くと、志門は深く頷いた。


「もちろん。ほら、見てみな」


　立ち上がった志門に、腰を抱だかれ、ぐいっと等身大の鏡の前に押し出された。


「……あれ？」


　そこにいたのは、ぱっちりと大きな瞳ひとみが印象的な、不思議そうな顔をした女の子。


　眉まゆの上で揃そろえられた厚い前まえ髪がみ、長い黒髪は肩かたのあたりから緩ゆるやかにウェーブがかかっている。


　レース素材のワンピースから透けて見える身体からだは、やけに華きや奢しやで折れそうだ。


「え？」


　ビックリした基が瞬まばたきすると、鏡の向こうの少女も瞬きをする。


「……うわっ」


　気持ち悪っ、と思わず口元まで手を上げたら、やっぱり女の子も同じ動きをした。


「ぼく？　これ、僕なのっ!?」


「な？　これなら気づかれないって」


「そ、そうかもしれないけど……。──これ、特とく殊しゆメイク？」


　メイクしている間、自分の顔を直視できずにいたし、そんなに厚あつ塗ぬりされた記き憶おくはないが、そうとしか思えない。


「いや、普ふ通つうのメイクだ」


　アキが後ろから鏡を覗のぞき込んで、満足そうな顔をした。


「目の印象を強くするためにアイラインだけ強めにしてみたが、あとはパール素材を乗せただけで、色目は変わらないように仕上げといた。──別人に見える一番のポイントは、そのかつらだな。今回のほとぼりが冷めた頃にでも、自分で黒に染めてみたら？　それだけでも、顔の輪郭がはっきりするぜ」


「……はあ」


　ビックリしたまま基は、鏡をまじまじと覗き込んだ。


　確かに言われてみると、顔は目以外はそんなに変わってないような気もする。


　唇くちびるに乗せられたグロスが艶つや々つやと光ってはいるけど、本来の色とそう違ちがわない。


「可愛くて、ビックリしたか？」


　鏡の中、基の髪かみに頰ほおを寄せてにこにこ志門が笑う。


「……別人すぎてビックリした」


（確かに、可愛いかもしれないけど……）


　でも、これはプロの手による作品、作り物の可愛さだ。


　驚おどろくばかりで、嬉うれしいって気分にはならない。


　と、そのとき、部屋のドアがノックもなしに開いた。


「おはよう。志門、どう？　準備できたか？」


「ああ、できたぞ」


　部屋に入ってきたのは、いかにも業界人っぽい雰ふん囲い気きの、小こ綺ぎ麗れいな青年だった。


「モト、こいつは浅あさ田だ。俺の大学時代からの知り合いだ」


「知り合いって、友達だろ？──よろしく、モト……くん？　おい、志門。弟だって言ってなかったっけ？」


「ああ、弟だ」


「か～、さすがに志門の身内だけあって、随ずい分ぶんと可愛いな。前の子とは比べ物にならない」


「だろう」


　得意そうに志門が笑う。


　矢や継つぎ早にかわされる会話に入りそびれて、挨あい拶さつしそびれてしまっていた基は、会話が止やんだところで、「こんにちは」とペコリと頭を下げた。


「こんにちは。──ねえ、モトくん。こういうことするの、今回きりってホント？　君だったら、もっといけるよ。なんだったら俺が仕事紹しよう介かいしてあげるし」


　浅田が、ずいっと至近距きよ離りまで顔を寄せてくる。


「え、あの……」


　その無ぶ遠えん慮りよな行こう為いに、基はビックリして、一歩後ろに下がった。


「浅田、モトに生なま臭ぐさい息、吹ふきかけるな」


　基の戸と惑まどいに気づいた志門が、肩を抱いて引き寄せてくれた。


「モトを使うのは今回だけだ。おまえが泣きつくから今回は仕方なく使うことにしたが、本当はこういうことに巻き込みたくない。本人もこの手の仕事には興味がないしな。──良いか、浅田。モトの正体は絶対にばらすなよ。男の子だってことも言うんじゃないぞ」


「わかってるって」


　志門は珍めずらしく厳しい口調だったが、浅田は気にしていないようで気楽に応じる。


「じゃ、モトくん。今日はよろしく頼たのむよ」


「はい」


　基に気楽な調子で笑いかけて浅田が去ると、ずっと黙だまっていたアキが口を開いた。


「志門、いい加減、あいつと手を切ったほうがいいんじゃないか？　あいつ、評判悪いぞ」


「わかってるんだけどな。……まあ、仕方ない」


　志門が苦く笑う。


「浅田さんって、なにをやってる人？」


　基は、志門を見上げて聞いた。


「ああ、あいつは映像制作の会社をやってる奴やつなんだ。今回のＣＭの撮さつ影えいとＣＧ加工なんかをまかせてる。……ちょっと業績が思わしくないらしくてな。今回の仕事で、なんとかなればいいと思ってるんだが」


「ふうん、そう」


（……お兄ちゃんの噓つき）


　そこまで協力してあげているのなら、ただの知り合いなんかじゃない。


　たぶん、あの浅田が、以前に梅沢も手を切ったほうが良いと言っていた人なんだろう。


　ずっと志門を慕したって一いつ緒しよに仕事をしてきた部下の忠告も、それ以前からの知り合いであるアキの忠告も聞かずに、志門が力を貸している相手。


　志門は、基がこんな形で人前に引っ張り出されることが嫌きらいだってわかってくれてる。


　それなのに、騙だますようにして、基をＣＭモデルとしてここに連れてきた。


　浅田のために……。


　浅田の仕事の役に立てばと願って、志門は基を利用しようとしているのだ。


（どういう関係なのかな）


　浅田は、志門の頰を叩たたいて消えたあの青年と同じように、小綺麗な顔をしていた。


　間ま違ちがいなく志門の守しゆ備び範はん囲いだ。


　でも、ただの遊び相手のために、志門が基を利用するとはどうしても思えない。


　だって志門は、遊び相手だと言っていたあの青年より、基を選んだんだから……。


　となると、答えはただひとつ。


（──本命？）


　志門が同性愛者だと基が知ったあの日、普通の男は同性を恋れん愛あい対象としてはみないと、志門は少し悲しそうな顔で言っていた。


　あれは、想おもう相手がいるという前提での言葉だったから。


（……たぶん、あの人がそうなんだ）


　モトは世界で一番可愛かわいい大切な子だって、志門はことあるごとに恥はずかしげもなく言う。


　でも、その大切な子を利用してまでも、志門は浅田を助けてあげたいと思っている。


　だからきっと、浅田こそが、志門が本当に世界で一番大切だと思っている人。


（兄弟なんて、つまらない）


　一緒に暮らしはじめてから、ずっと基は楽しかった。


　志門といると毎日がサプライズの連続で、目新しい経験ばかりだったから。


　でも今は、なんだか、少し虚むなしい。


　子供の頃ころから、ずっと側にいてくれた高子は、結けつ婚こんして基の側を離はなれていく。


　志門だって、今は大切にしてくれるけど、本命の相手と結ばれるようなことになったら、きっと基の側から離れていってしまう。


　そうでなくとも、父の訴そ訟しよう問題が解決すれば基は家に戻もどることになるから、必然的に志門との距離もまた空いてしまうだろう。


（……嫌いやだな）


　今の自分の状態は、きっと志門が用意した、飾かざり物の電でん飾しよくがたくさんついたきらびやかなメリーゴーラウンドに乗せられているようなものなんだ。


　基はそんな風に思った。


　志門がいなくなれば、遊びの時間は終わって、電飾の明かりは消えてメリーゴーラウンドも止まってしまう。


　ひとり、ぽつんと取り残されて……。


（お兄ちゃんは、どうなんだろう）


　あの日の言い方だと、志門は浅田とうまくいくことを積極的に望んではいないように思えた。


　それなのに、周囲の人達にあれこれ言われても側にいる。


　側にいて、ただ浅田の人生に助力してやっている。


（なんか、やっぱり嫌だな）


　志門の生き方は、基にはなんだかひどく虚しいもののように思える。


　人生経験の差かもしれないけど……。





　なんとなく意気消しよう沈ちんしてしまって、その後、基はずっと萎しおれたままだった。


　それでも、撮影には特に支障はなかった。


　男の子だとばれないよう口を利きかないようにと言われていたし、志門とアキが側にいてスタッフとは接せつ触しよくしないようにしててくれたから。


　志門はというと、基が緊きん張ちようしていると思っていたようだった。


　撮影自体も、志門が言っていたようにほとんど立っているだけ。


　青い壁かべに覆おおわれた空間にぽつんとひとり立たされて、二、三歩歩かされたり、上を向かされたり……。


　笑って、とはひとことも言われなくてホッとした。


　ただ、好きに動いてと言われたときは、さすがにちょっと困った。


　でもちょうどそのとき、少し離れたところにいる志門が手を振ふってくれて、楽にしてればいいから、と口パクで言うのを解読している間に、それも終わってしまっていた。








　すっかり疲つかれてしまった基は、志門の外食の誘さそいを断り、直接家に連れ帰ってもらった。


「お疲れさん。ホント、今日は助かったよ」


　ソファに座ってぼんやりしていると、志門がホットミルクを持ってきてくれる。


「ありがと」


　ミルクは、ほんのり甘くてシナモンの香かおりがする。


　当然のように隣となりに座った志門のカップからは、香こうばしいコーヒーの香り。


　同じものを飲ませてもらえないことが、なんだか少し悲しい。


「本当に疲れちゃってるみたいだな。今日は胃に優やさしいリゾットでも作るか」


「良いよ。なんか食欲ないし……。これ飲んだら、シャワー浴びて寝ねちゃうから」


　そう答えた途と端たん、志門の手の平が額にピタッとあてられる。


「熱はないか……」


「大おお袈げ裟さ。ホントに気疲れしただけだってば」


「そっか」


　志門の手が額から髪かみに移動していって、今度は頭を撫なでる。


「なにか、今日のご褒ほう美びあげないとな。なにが良い？」


「いらないよ。それでなくても貰もらってばっかなのに……」


　頭を撫でる手の感かん触しよくが心ここ地ち好くて、基は自分から志門の身体からだに寄りかかっていった。


「お、自分から寄ってくるなんて珍しいな。どうした？」


　疲れて甘えたくなったかと聞かれ、うんと素す直なおに頷うなずく。


　志門はそうかそうかと嬉うれしそうに呟つぶやいて、基の手からカップを取り上げてテーブルに置くと、膝ひざの上に抱だき上げて、すっぽりと腕うでの中に入れてくれた。


「そうだ。安いけど、今日の仕事のギャラも一応入るからな」


　こつんと基の頭に顎あごを乗せたまま、志門が言う。


　志門の声が頭に響ひびいてくすぐったい。


「ふうん。いくらぐらいなの？」


　くすぐったさに首をすくめながら聞いた基に、志門が答えた金額は基の想像を遥はるかに超こえていた。


「うそっ」


　ビックリしたが、志門は、新人だからどうしても安くなるんだと逆に謝った。


「……全然安くないと思うんだけど」


「まあ、茜んとこのバイト料に比べれば確かにな。──で、どうする？」


「なにが？」


「バイト、辞やめるか？　今回のギャラで、高子にはなんでも買ってやれるだろう」


「あ、ああ、うん。そうだね」


（……気づいてたんだ）


　稼かせいだバイト代で高子に結婚のプレゼントを買いたいとは思ってはいたけど、それを笑って贈おくれる自信がまだなかったから、計画は自分ひとりの心の中だけに留めていた。


　普ふ通つうの高校生っぽくなるための経験を積むためにバイトしたいとしか、志門には言ってなかったはずなのに……。


（読心術みたい）


　志門は、基の表情を読む術すべに長たけているとは思っていたけど、まるで心の中まで読まれてしまっているような気分だ。


（今の気持ちも読まれてるかな）


　ふと、そんなことを思ったけど、それはないかとすぐにうち消す。


　慣れない経験をして、疲れただけだと思ってくれているはずだ。


　そうでないと、基も困る。


（……自分でも、はっきりしてないのに……）


　浅田に会ってからというもの、ずっと胸の中が重苦しくもやもやしている。


　ちょっとのきっかけで、きっとこのもやもやは晴らせるような気はするけど、そんなきっかけなんか欲しくないような気もする。


　このもやもやが晴れてしまったら、もっとずっと困ったことになってしまいそうな予感がするから……。


「モト？」


　ぼんやりと黙だまり込んでしまった基を心配したのか、志門が顔を覗のぞき込んでくる。


　ふと、その唇くちびるに指で触ふれてみたいような気がした。


「……なんか、眠ねむくなってきちゃった」


　基は慌あわてて、志門の膝から下りた。


「シャワー使って、もう寝るから」


「なんだったら手伝ってやろうか？」


「良いよ。ただでさえ疲れてるのに、お兄ちゃんと一いつ緒しよじゃもっと疲れることになりそうだし」


　志門に向けて、べっと舌を出す。


「こんなときまで悪戯いたずらしないって」


　志門が苦く笑しようする。


「どうだか。──あ、茜さんのバイトは続けたいな。あいちゃんと遊ぶの楽しいし」


「そうか。そりゃ良かった」


「うん」


　にこっと笑って返事をしてから、着き替がえを取りに自分の部屋に戻もどった。


　無理に笑え顔がおをつくったせいか、妙みように顔が強こわばって気持ち悪かった。








　その日の深夜、基は嫌いやな予感を覚えて目を覚ました。


（……うそ。ずっと、なかったのに……）


　すでに懐なつかしくさえ思えるほど、感じることのなかった予感。


　それは、喘ぜん息そくの発ほつ作さの予兆みたいなものだった。


　はっきりとした症しよう状じようがあるわけじゃない。


　どこがどう普ふ段だんと違ちがうのかとかは、自分でもちゃんと説明もできないけど、子供の頃ころからこの嫌な予感で不意に目覚めたときには、必ずといって良いほど発作が起きていた。


（どうしよう）


　ここ数年、風邪かぜをひいたときでさえ発作は起きなかったから、薬の類の準備は全然してない。


　基は急に不安になってきた。


（……こんなんじゃ駄だ目めだ）


　昔と違ちがって身体も丈じよう夫ぶになったし、気管も強くなった。


　発作が起きたとしても、以前ほどひどいことにはきっとならないと、自分に言いきかせて心を落ち着かせる努力をする。


『やっぱり、基の喘息は、精神的な問題が大きかったみたいね』


　高子から、そんな風に言われたのは発作がほとんど起きなくなった頃、たぶん中学に上がったばかりだったか……。


　喘息の場合は、不安や緊きん張ちようから発作を誘ゆう発はつしてしまうこともあるのだと言われて、基は素直に納なつ得とくした。


　言われてみると、確かにそうだ。


　基の喘息の発作が一番ひどかったのは、高子が大学受験のための勉強にかかりっきりだった頃だったのだ。


　もちろんそのときは、基の具合が悪くなると母親が仕事を休んで側についていてくれたけど、ずっと側にいてくれた高子が側にいないことが基はどうしても寂さびしかった。


　高子が志望大学に合格して、それまで同様側にいてくれるようになると発作の回数もみるみる減っていって、高子の側は空気が綺き麗れいなのかしらと母親が苦笑していたのを覚えている。


（お姉ちゃんの結けつ婚こんが決まったときだって平気だったのに……）


　本当に離はなれていってしまうのだと知っても、発作はもう起きなくて安心したというのに、なぜ今になって……。


（……やっぱり、お兄ちゃんかな）


　今日、偶ぐう然ぜんに知ってしまったことが、精神に負ふ荷かをかけてしまったのだろうか？


　もしそうだとしたら、それは、ちょっと困る。


　どうして、そんなに意気消しよう沈ちんしているのかと、考えなくちゃならなくなるから……。


　身体に刺し激げきを与あたえて発作を誘発しないよう、基はしばらく布ふ団とんの中で丸くなってジッとしていた。


　どれぐらいそうしていたか……。


　随ずい分ぶんと時間が経たったけど、発作は起きなかった。


（……大だい丈じよう夫ぶそう）


　もしかしたら、自分で覚えてないだけで、嫌な夢を見たせいで目を覚ましてしまったのかもしれない。


　少し安心した基は、水でも飲んで来ようと、ゆっくりとベッドの上に身体を起こした。


　と、その途と端たん、


「……っ……ひぅ……」


　急に息が詰つまった。


　締しめつけるものはなにもないのに、息がひどく苦しい。


「……うっ……っ……」


　息を吸おうとすると、キュッと喉のどが詰まるような感じになって、空気が気管の中に少ししか入ってこない。


　まるで、細いストローで息をしているような感覚。


（うわっ、はじまっちゃった）


　それでも、基はけっこう落ち着いていた。


　子供の頃の発作に比べると、まだ全然楽だったから。


　この程度なら、我が慢まんしてジッとしていればそのうち収まる。


　いったん起こした身体からだを、もう一度そうっとベッドに倒たおしていると、部屋のドアを遠えん慮りよがちにノックする小さな音に次いで、引き戸がゆっくりと開けられた。


「……モト!?」


　ベッドの上、横になりかけの中ちゆう途と半はん端ぱな体勢でいる基を見て、志門は部屋の中に入ってきた。


「どうした？　大丈夫か」


　背中に手をまわして、横になるのを手伝ってくれる。


　一いつ瞬しゆん、このまままっすぐ仰あお向むけで寝ねかされるのはまずいと基は思ったが、志門は心得ているのか、くるんと丸くなれるよう横向きに寝かせてくれた。


「…あ……り…と……」


「良いから、無理してしゃべるな。喘息の発作か？」


　聞かれた基は、すぐ側にあった志門の指をギュッと一回握にぎって、肯こう定ていの意思を示した。


「薬は……用意してないよな。──病院に行くか？」


　今度は、二回ギュッギュッと指を握る。


「わかった。しばらく様子を見ような」


　キュッと一回指を握ると、志門は基のベッドのすぐ脇わきの床ゆかに腰こしを下ろし、同じ高さで顔を覗き込んできた。


「大丈夫だ。ずっとついててやるから安心しな」


　優やさしい声が嬉うれしくて、もう一度キュッと指を握る。


「うん。──寝る前に様子が変だったのが気になってたんだ。覗いてみて良かった。……ＣＭ撮さつ影えいなんかに引っ張り出したのが、やっぱりまずかったんだな。あれで緊張して、神経が疲つかれたんだろう」


　ごめんな、と謝る。


　基は慌てて、違うよと指を二回握った。


「……モトは優しいな」


　志門は少し辛つらそうに微ほほ笑えむ。


（……違うのに）


　自分のせいで弟が久しぶりの喘息の発作に襲おそわれたと思っているに違いないその表情を見て、基はたまらなくなった。


　でも、これは違う。


　発作を引き起こした原因はきっと志門だけど、志門のせいじゃない。


（僕がいけないのに……）


　自分よりも、ずっと志門の心を占しめている人がいることを知って、心が苦しくなった。


　志門の心を一番に占めている存在が、自分じゃなかったことがショックだった。


　志門にとって一番大切な存在になりたいのにと、そう思ってしまった。


（好き……なんだ）


　これは、兄弟に対する好きじゃない。


　高子に婚こん約やく者を紹しよう介かいされたときには、こんな風に感じたりはしなかったから……。


　これが、きっと、恋れん愛あい感情ってものなんだろう。


　そう、基は思う。


　でも、志門はそうじゃない。


　溺でき愛あいしてくれているといっても良いぐらいだけど、志門のそれはあくまでも肉親への愛情だ。


　基の身体に触ふれてはくるけど、複数の相手と遊びで同時につき合える志門にとっては、単なる悪戯いたずらみたいなもの。


　だからこそ、志門に対して、この気持ちを伝えることは絶対にできない。


　自分が悪戯心を起こして身体に触れたせいで、性にも恋愛にも無知だった弟が歪ゆがんでしまったと、逆に気に病やむかもしれないから……。


（それに、絶対に恋こい人びとにはしてもらえないし……）


　志門の心の中には、もう住人がいる。


　それは、すらりとした身体つきの、綺麗な顔立ちの人。


　この先、どう頑がん張ばっても、きっと基はあんな風にはなれない。


　背だってたぶんあんなに伸のびることはないだろうし、顔だってあんな風に整ったりはしない。


　今日は化け粧しようなんかをしてちょっと可愛かわいくは見えるようになれたけど、女の子にしか見えないんじゃ、同性愛者の志門相手ではなんの意味もない。


（でも、兄弟だから、絶対に会えなくなることなんてないし……）


　だから、きっと平気。


　一番にはしてもらえなくても、その次にはしてもらえる。


（でも……）


　思いの通じない相手の側にずっと居続けるなんて、そんなことが自分にできるだろうか？


「少し、楽になってきたんじゃないか？」


　志門にそう指し摘てきされて、基は自分の身体に意識を向けた。


　確かに、胸のストローが少し太くなって、吸い込む息の量が多くなってきている。


（お兄ちゃん、良く気づくなぁ）


　キュッと指を一回握り返したら、志門はホッとした顔をした。


「良かった。──眠ねむれるようなら眠りな。このまま朝までいてやるから」


　もう片方の手の平が、基の額と目を覆おおう。


（……愛されてる）


　温かい手。


　身体を気き遣づかってくれる優しい眼まな差ざし。


　でも、それは身体の弱い弟を気遣う兄のもの。


　基が本当に欲しいものじゃない。


（…………なんか、虚むなしい）


　本当に欲しい物を自覚してしまった以上、どんな温ぬくもりであっても所しよ詮せんは間に合わせの紛まがい物のように思える。


（僕が、子供だからかな）


　こんな自分は、きっとあれが欲しいとわがままを言うだだっ子みたいなもの。


　志門が、ハミングで子こ守もり歌うたを歌う。


　優しい気遣いが、なんだかひどく切なかった。




　　　　５







「ぺったんこなのが良いんだって」


　水曜日、バイトが休みでマンションにいた基は、志門が帰ってくるなり、そう言った。


「モト、それなんの話？」


「『リアル』のこと。──クラスメイト達がみんなそう言ってた」


　基が出演したＣＭが放映されるようになってから、もう一週間がすぎていた。


　ちなみに、一度オンエア用のフィルムを完成させておきながらの撮とり直しだったから、撮影したときにはオンエアは目の前まで迫せまっていて、急ピッチでＣＧ加工がなされたとかで、撮影から放映まではさほど日にちが経たっていない。


　青い壁かべの前でただ立っていただけだったのに、オンエアされたＣＭの中では森の中のシーンになっていた。


　映像の全面に、チラチラと万まん華げ鏡きようのように幻げん想そう的なテクスチャー効果がかけられていて、基が演じる少女の背中には蜻蛉とんぼのような羽までついている。


　ちょっと小首を傾かしげて泣き笑いの表情を浮うかべる少女の顔がズームされ、次いでその睫まつ毛げから跳はねた水すい滴てきへとズームが寄っていく。


　水滴が、今度は見えない透とう明めいな膜まくに当たると、膜に放射状の波は紋もんが広がり、画面全体にかけられたテクスチャー加工と少女の背中の羽が徐じよ々じよに薄うすれて消えて画面がクリアになり、さらに視点が下がると、それらすべてがテレビ画面に映し出された映像だったとわかる。


　最後の商品名が出るときには、少女の映った大きなテレビの脇に、その少女が立っている。


　そんな趣しゆ向こうのＣＭだった。


　基が演じる少女は最初に泣き笑いの表情を浮かべる以外は、なんだかずっと不安そうに目を見開いているばかりで、基には陰いん気きくさいとしか思えない。


　だが、不思議なことに放映された直後から、このＣＭはけっこうな評判になってしまっているようなのだ。


　今日、偶ぐう然ぜんクラスメイト達が、そのＣＭタレントの話題で盛り上がっているのを耳にした基は、いったい彼女のどこが良いのかと聞いてみた。


　その答えが、ぺったんこ。


「これから、『リアル』の胸がふくらむのを想像するのが、たまらないんだって」


『リアル』というのは、ＣＭに登場しているキャラクターの名前だ。


『あの子、中学生だよな』


『中学生にしてはぺったんこすぎだ。小学生だって。化粧してるから大人びて見えるだけで』


　話題のＣＭタレントが、『リアル』というキャラクター名以外は年ねん齢れいもスリーサイズも国こく籍せきさえも謎なぞとされているせいか、視し聴ちよう者としてはどうも想像力豊かになってしまうらしい。


　基は夢中になって憶おく測そくしあうクラスメイト達の姿に、けっこう複雑な心境だ。


　本人が目の前にいるのに、誰だれも全然気づかない。


　たくさんの人達の協力で作りあげられた『リアル』という名の虚きよ像ぞうが、基本人を置き去りにして一人歩きしている状態だ。


　愉ゆ快かいなようでもあり、少し虚しくもあり……。


「どんなに待っても、ふくらまないんだけど」


　思わず自分の胸を眺ながめてしまう。


「そういや、日本人男性の半数以上は隠かくれロリコンだって説があったな」


　ネクタイを外しながら、志門がニヤリと笑った。


「モト、今日は夕食どうする？　外で良いか？」


「お店、どっか予約してる？」


「いや、まだだ」


　志門の答えに、基は「良かった」と胸を撫なで下ろした。


「あのさ、実はパスタの準備してあるんだ。あ、準備してるのはソースだけで、麵めんはこれから茹ゆでるんだけど」


　基がそう言うと、志門はちょっとだけフリーズした。


「……モトが作ったのか？」


「うん。店が暇ひまなときに茜さんが簡単なのを教えてくれたから……。トマトソースとツナ缶かんとタマネギだけの、すっごい簡単なやつなんだけど、良い？」


「良いよ良いよ、凄すごく良い！　モトの作った夕飯が食えるなんて、感動もんだ」


「ずっと前、料理するなって言ってなかったっけ？」


「忘れた」


「も～、適当だなぁ」


　ちょっと引いたふりをしつつも、喜んでもらえて基は嬉うれしかった。





　自分がどうやら志門に恋こいしているらしいと自覚して以来、基はちょっとだけ積極的になった。


　今までみたいに志門に甘やかされてばかりいないで、自分でもできることは自分でやろうと思ったのだ。


　生活面でも気持ちの面でも一方的に依い存ぞんして寄りかかるんじゃなく、少しでも自分の足で立てるように……。


　そして、どんなつまらないことでも良いから、志門の役に立ちたい。


　血の繫つながりがあるからだけじゃなく、別の意味でも側にいてくれて良かったと思ってもらえるようになりたい。


　恋こい人びととして側にいることが叶かなわない以上、それぐらいしかできることがない。


　志門がそうしているように、自分もやってみようと……。


　そう決意した途と端たん、不ふ穏おんだった気管支の調子も上向きになって、発ほつ作さの予兆も全然感じない。


　あの発作は、自分自身の気持ちに向き合えない弱さの現れだったのかもしれなかった。


　そして、もうひとつ変わったことがある。


　それは、クラスメイト達との距きよ離り感かんだ。


　以前は、気づかれないよう目立たないようにそうっと振ふる舞まっていたけど、今はもうそんなことをする必要もない。


　きっかけをつくったのは、やっぱり志門だった。


　ＣＭの撮さつ影えいに連れて行かれたあの日、校門まで迎むかえに来た志門の車に基が乗り込むのを数人のクラスメイト達が見ていて、ちょっとした騒さわぎになってしまったのだ。


『えっと、答えたくなかったら答えなくてもいい。気を悪くしないで欲しいんだけど……』


　そんな風に、最初に話しかけてきたのは、たまに声をかけてくれるクラス委員だった。


　基が志門の車に乗り込むシーンは、どうやら端はたから見ている分には、けっこう物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きだったらしい。


　やたらと目立つ水商売系の男につかまった基が、顔色を変えて車に乗り込んで行く。


　それを目もく撃げきしたクラスメイト達は、基がなにかトラブルに巻き込まれたに違ちがいないと思ってしまったらしいのだ。


『変なことに巻き込まれてるんじゃないかって、みんな心配してるんだよ。もしも、そうなら、遠えん慮りよなく相談してくれないかな』


　委員長はとても遠慮がちに話しかけてきた。


　ビックリした基が、あれは兄だから心配ないと説明した途端、どうやら聞き耳をたてていたらしいクラスメイト達が、「なんだ、そういうことか」と一いつ斉せいにホッとしたように声をあげた。


　心配してもらったことに、基がお礼を言うと、今度はあちこちから質問攻ぜめにあった。


　志門の職業や、フェラーリの乗り心ごこ地ち、最近の基はどうして焦あせって帰って行くのか、等々。


　基は答えられる範はん囲いで質問にせっせと答えた。


　そして、それ以来、クラスメイト達と平気で話ができるようになったのだ。


　最初のうちは一部の人の口調の乱暴さにビクッとしたり、威い嚇かくされてるんじゃないかと勘かん違ちがいもしたが、徐々に彼らにとってはそれが普ふ通つうで、まったく悪気のないことがわかってきた。


　しかも、どうやらクラスメイト達は、基が目立たないよう小さくなっていたのを怯おびえていると受け取っていたようで、基を怖こわがらせないようにと意識して無視してくれていたらしい。


　基は周囲から浮いていたわけじゃなく、むしろ必要以上に気を遣われていたのだ。


　さすがに、ちょっと申し訳ない気分になった。





「あ、あとね、座ざ敷しきわらしなんだって」


　ふと思い出した基が眉まゆをひそめると、斜ななめ横の席でワインを飲んでいた志門も眉をひそめた。


「……モト、話が見えない」


「あ、ごめん。僕の陰かげの呼び名のこと」


「ああ、あだ名か」


「うん。中学の頃ころから、陰でそう呼ばれてたらしいんだ」


　これも今日クラスメイトから聞いた話だった。


　いるのかいないのかわからないぐらい存在感が希き薄はくだったせいだろうとは思うが、基としては妖よう怪かい扱あつかいは正直ショックだ。


「ちょっと失礼だよね」


　そう訴うつたえてみたが、基の話を楽しそうに微ほほ笑えんで聞いていた志門は首を横に振った。


「座敷わらしってのは福を呼ぶ妖怪だろ。モトにぴったりじゃないか」


「………そう？」


　また身内の贔ひい屓き目が出た、と基は眉まゆ唾つばな気分で曖あい昧まいに答えた。


「そうだよ。例のＣＭ、業界でも凄い話題だぞ。『リアル』を使いたいってオファーも、会社に山と来てるしな」


「ふうん」


　モデルクラブやタレント事務所に所属しているわけではないから、『リアル』という名のモデルは志門の会社を後見としている形になっている。


　オファーが山ほど来ていると言われても、基は二度とあんなことはしたくなかった。


　正直、『リアル』の人気が高いのも嫌いやだ。


　みんなの反応を見ているのは興味深いけど、でも『リアル』は所しよ詮せんはたくさんの人の手が作りだした虚きよ像ぞうだ。


　その本体である基は、かなり存在感が薄うすい。


　虚像であるはずの『リアル』が輝かがやけば輝くほど、逆に本体である自分の存在がさらに希薄になってしまうような気がして、ちょっと怖い。


「そんな顔するなって。もう二度とこんなことには巻き込まないから安心しな」


　志門の手が伸のびてきて、くしゃくしゃっと頭を撫でる。


「うん、ありがと」


　志門は、ちゃんとわかってくれている。


　基は、ホッとした。


「──で、本題は？　勿もつ体たいぶらずにサクッと話しな」


「なんのこと？」


　唐とう突とつな言葉に首を傾かしげると、志門はニヤッと笑った。


「おいおい、自分がいつもよりず～っとハイテンションだってこと、気づいてないのか？」


「そ、そうかな？」


　指し摘てきされて、基はちょっと困ってしまった。


　確かに今日、ちょっと興奮気味なのは確かだ。


　だって、生まれてはじめてひとりで料理を作り、しかもそれを好きな人に食べさせるという、基的には大イベントを実行中なのだから……。


（まあ、茜さんにはちょっと手伝ってもらったけど……）


　途と中ちゆうで不安になって、何度か茜の携けい帯たいに電話して助言してもらってはいたが、それでも料理を手がけたのは基ひとりだ。


　パスタに温野菜のサラダという、実に単純な料理ではあるけれど……。


　基の皿にはまだちょっと料理が残ってるけど、志門のほうは綺き麗れいに空になっていて、ワインのつまみに出したオリーブを齧かじっている状態。


　志門が帰ってきた直後は緊きん張ちよう感かんで、今は完食してもらえた嬉うれしさで、ちょっとばかりハイテンションになってしまっていても無理のないことだろう。


　だが、それを素す直なおに志門に言うことはできない。


「なにか良いことでもあったんだろ？」


（……う、どうしよう）


　志門に促うながされ、悩なやんだ基は、ちょうど良い話題を見つけた。


「──テストが戻もどってきたんだ」


「ん？　試験期間はまだ先じゃなかったか？」


「そうだけど。そっちじゃなくて数学の小テスト。それがね、七十二点だったんだよ」


　浮うき浮きと点数まで言ってしまってから、ヤバイと気づいた。


　成績の悪い自分と違って、目の前にいるこの人は、もうひとりの姉と並んで近きん隣りんでも有名なほどに優ゆう秀しゆうだったんだと思い出して……。


　こんな点数じゃ逆に引かれるかもと一いつ瞬しゆん不安だったのだが、取り越こし苦労だったようだ。


「そうかそうか。モトはやればできる子だからな」


　くしゃくしゃっと嬉しそうに志門が頭を撫なでる。


（やればできる子って……）


　親バカの常じよう套とう句くを恥はずかしげもなく口にできるのは、やっぱり身内の贔ひい屓き目めのせいだ。


『モトは頭が悪いんじゃないぞ』


　志門にそう言われたときも、基は同じ感想を抱いだいたものだ。


　志門の元に居い候そうろうをはじめたのがテスト終しゆう了りようの翌日で、次々戻ってくるテストの点数に基がいちいち落ち込んだせいもあって、基の頭の悪さはすぐに志門の知るところとなった。


　それで言われたのが、その台詞せりふ。


『問題は基き礎そができてないことだな』


　続けてそう言った志門は、基が特に数学と英語を苦手にしていることを知ると、翌日には小学校高学年レベルと書かれた算数ドリルを買ってきた。


　成績が悪いとはいえ、いくらなんでも小学校の問題をやらなきゃならないほどじゃないと基はちょっとふてた。


『小中と休みがちだっただろ？　基礎で抜ぬけてる部分があるから、理解できないことが出てくるんだよ。騙だまされたと思って、気楽にやってみな』


　志門にそう言われて、渋しぶ々しぶながらも遊び半分の気持ちで手をつけてみた。


　だが、実際にやってみると、けっこうわからないことがあって、自分でもビックリした。


　中学レベルになると、さらにわからないことが増えていく。


　わからないことを、ひとつひとつ志門に教えてもらっているうちに、いま学校で使っている教科書の内容が不思議と理解できるようになってきた。


　以前は公式の形を無理に頭に詰つめ込もうとしていたけど、今はどうしてそういう公式ができ上がったのかの理り屈くつがわかる。


　理解してしまうと、詰め込んでいたときより、公式を忘れる率も格段に減った。


　そして今回の小テストでは、抜き打ちで準備する暇ひまもなかったというのに、以前に比べるとずっと良い点数をとれてしまった。


　志門の指摘の正しさに、ちょっとビックリだ。


　ちなみに英語のほうは、まだまだ成果は出てない。


　今は洋画をせっせと見させられて、俳優の声をちゃんと聞くようにと言われている。


　見ている最中、ＤＶＤを止めた志門に「今の俳優の台詞、言ってみな」と促されて言葉に詰まり、台詞を聞いているつもりでも、どうせわからない言葉だからと字幕に頼たより、音楽や効果音みたいに聞き流しているんだってことを自覚させられた。


　それからはヒアリングの訓練のつもりで、一いつ生しよう懸けん命めい台詞を聞きとる努力をしている。


　ある程度聞き取れるようになれば、英語のリズムがわかってくる。


　そうなると、自然に文法も理解できるようになると志門は言う。


　実じつ践せん的すぎる気もするが、映画を見ながらのヒアリングを続けているうちに、苦手な英語に対する拒きよ絶ぜつ反応は薄くなってきたから、そういう意味では効果は出ているのかもしれない。


「すんなりテストをクリアできたの、はじめてだよ。お兄ちゃんのお陰かげ」


　抜き打ちの小テストは、赤点を取ると強制的に放課後の再テストを課せられることになる。


　基は再テストの常連だっただけに、喜びもひとしおだ。


　ありがと、と、志門の手が乗ったままの頭をぺこっと下げたら、またしても嬉しそうに頭を撫でくりまわされ髪かみをぐしゃぐしゃにされた。








　食後、最後まで全部自分でやると志門に宣言した基は、あと片づけまですませてから、リビングのソファに戻った。


「お、やっと終わったか。──昨日の続き、見るか？」


　ソファに座ってぼけっとテレビ画面を眺ながめていた志門が、嬉しそうに片かた腕うでを広げて迎むかえる。


「見る」


　基はその腕の中に躊ちゆう躇ちよなく飛び込み、隣となりに座った。


　志門がコンッとグラスをテーブルに置いて、リモコンを取る。


「お兄ちゃん、それ、なに？」


　グラスの中には氷はなく、ただ琥こ珀はく色いろの液体が揺ゆれている。


「バーボン。……飲むか？」


　リモコンを操作し終わった志門が再びグラスを手に取り、基の鼻先で揺らした。


「……遠えん慮りよしとく」


　ツンとする刺し激げき臭しゆうに思わず顔をしかめると、すいっとグラスが遠ざかる。


「っと、そうかアルコールは気管支系の病気には大敵だったな。悪い。……あれ以来、発ほつ作さが起きてないから、つい油断した」


　キュッと肩かたを抱き寄せられた。


「この程度平気だよ。それに、あんなの発作のうちにはいんないよ。たまたまタイミングが悪かっただけなんだから、あんまり気にしないで」


　これ幸いと、基は志門にぺったりくっついた。


　ほどなくして画面に流れたのは、ちょっとレトロ感が漂ただよう恋れん愛あい映画。


　基は一生懸命耳をそばだてつつ、昨日の続きの画面に見入る。


　最初の頃ころ、志門はホラー映画を好んで借りてきていた。


　どうやら基が怖こわがるだろうと思っての行動だったようなのだが、あいにく基はホラー映画は全然怖くない。


　怖くないから、あまり面おも白しろいとも思わない。


　怖くないのは、たぶん本当の恐きよう怖ふを知っているからだ。


　子供の頃、基はひどい喘ぜん息そくの発作に襲おそわれたり、高熱に襲われて何度も死を意識させられた。


　自分ひとりが暗い闇やみに吸い込まれていって、そのままひとりっきりで消しよう滅めつしてしまう。


　そんな恐怖に襲われて、本気で怯おびえた経験があるから、作り物の恐怖なんか全然怖くない。


　画面の中に映し出される恐怖は、所しよ詮せんは紛まがい物。


　たまにビックリさせられることはあっても、怖いとはどうしても思えないのだ。


　さすがに志門もそのことにすぐに気づき、ホラー映画を借りることはなくなった。


　で、その次に借りてくるようになったのが恋愛映画。


　それもコミカルな雰ふん囲い気きのものじゃなく、ベタないかにもな恋愛ものばかり。


　同性愛者である志門は、こういうものを見ても楽しいのだろうかと思ったこともある。


（きっと、楽しいんだよね）


　発育不良の高校生である基だって、自分とは似ても似つかない長身の美び丈じよう夫ふが主役の映画を楽しく見ている。


　映画の主人公に自分を投とう影えいするわけじゃなく、主役ふたりの関係性を楽しんでいるからだ。


　そういう意味では、同性愛者の志門だって他人の恋こいの駆かけ引きが楽しくて当然。


　だが……。


「お、こりゃでかいな。……ん？　これ、作り物じゃないか」


　どう思う、モト？　と聞かれ、基は軽くふくれた。


「僕に聞かないでよ」


　女性経験がないのに、ドレスからぽろりと零こぼれ出た豊かな女優の胸が、本物か整形かなんて見み抜ぬけるわけがない。


「どっちでも関係ないし」


「そうか？　将来、偽にせ物ものをつかまされないよう見抜くコツぐらいは覚えておいたほうがいいんじゃないか？」


「も～、うるさいなぁ。黙だまって映画見てよ」


（……これも、セクハラっていうのかな）


　基をからかう志門は、とっても楽しそうだ。


　楽しそうだから、基も仕方なく、からかわれて困る初うぶな弟を演じている。


「『リアル』の胸に、ＣＧ加工であれぐらいの胸をつけたら受けそうだな」


「……そんなの変だよ。身体からだがひょろひょろなのに、胸だけでかかったらアンバランスじゃない」


「意外にそういうのが世の男性には受けるんだ。──俺はぺったんこのほうが好きだけどな」


「ちょっ……」


　するっと、志門の手が下のほうから服の中に入ってきて、基の胸を手の平で包み、キュッともむ真似まねをする。


「これも、弄いじってると大きくなるんだぞ」


「うそばっか」


　服の下をはい回る手を、服の上から押さえて基はふくれた。


「まあ、胸自体はでかくはならないけど、ここは弄ってればすこ～しだけ大きくなる」


「……あっ……」


　キュッと、左の乳ち首くびをつままれて、基は思わず声をあげた。


　微かすかな痛みと、それを上回るじんわりと甘い感覚。


　もっともっとその手で、この身体に触ふれて欲しい。


　そんな欲求に駆られる身体を、基は必死で抑えた。


「や……冗じよう談だん止やめてよ。も～」


　身を引いて逃にげようとしたが、背中にまわった志門の腕が邪じや魔ますると予測ずみでのこと。


　本気で逃げる気なんか、さらさらない。


「本当だって。今はにゃんこの乳首程度でも、ずっと弄ってれば小豆あずき程度にはなる。──なあ、モト。試ためしてみないか？　こっちだけ弄ってたら、一年後にはどうなってるか……」


「あ……あっ……っ……」


　コリコリと指先で乳首を弄くりまわされて、基は身体を震ふるわせた。


　服の上から志門の手を押さえようとしたが、甘い痺しびれで手に力が入らない。


（一年後……？）


　一年後までこんな風に一いつ緒しよに暮らせていたら良いのにと、本気で思う。


　でも、それは無理な話。


　その前に、父親のほうの問題が解決して、呼び戻もどされるに決まってるから……。


「そんなことしたら、モト困るよなぁ。……将来好きになった女の子に身体見られて、なんでこっちだけ乳首大きいの？　なんて聞かれてさ」


　いつの間にかシャツの前がはだけられていて、志門の唇くちびるが直接左胸に触れた。


　乳首を舌先でこねくり回され、歯を立てられる。


「やぁっ……。……んんっ……」


　ゾクゾクッと身体が震える。


　力が抜ぬけた身体は、ずるっとソファに倒たおれ込んだ。


「なあ、モト。……そのときは、なんて言い訳しようか？」


　倒れた基を追って覆おおい被かぶさってきた志門が、再び左胸に唇を寄せてククッと楽しげに笑う。


　囁ささやきとともに敏びん感かんになった乳首に吹ふきかけられる熱い息に、泣きたいぐらいに基の身体は熱くなる。


「や…だ……。も……しらない、そんな…と……」


　必死に志門の頭を押し戻そうとしたが、あっさり両りよう腕うでをつかまれて邪魔された。


「モトは、ほんっと可愛かわいいなぁ」


　ひどく愛いとおしそうな声と優やさしい瞳ひとみが近づいてくる。


（……また映画途と中ちゆうになっちゃった）


　同じ血を引いているとは思えないほどに魅み力りよく的で端たん整せいな顔に見とれながら、基はゆっくりと目を閉じた。





　志門は、自分に悪戯いたずらを仕し掛かけるきっかけをつくるために恋愛映画を借りてきてるんじゃないかと基は思っている。


　それに気づいていても、違ちがうジャンルの映画を見たいとは言わない。


　基自身が、それを望んでいるからだ。


　はじまる前に一いつ瞬しゆん嫌いやがるふりをするのは、志門の手を待ち望んでいることを気づかれたくないから……。


　もちろん、そのことに志門は気づいてるだろう。


　だからこそ悪戯する手を止めようとしないのだ。


　でも、なぜ待ち望んでるかまでは気づいてない。


　基は教えられた快感に溺おぼれているだけだと思ってるに違ちがいない。


　そう思っていて欲しいと、基は思う。


（ずっと、誤ご魔ま化かし続けていられればいいのに……）


　高子あたりに知られたら性的虐ぎやく待たいだと言われそうなこの遊びを、志門は本当に楽しんでやっているように見える。


　複数の相手と気楽に遊べる志門の貞てい操そう観念は、高子とは真逆だ。


　基はというと、高子に育てられただけあって高子のほうと感覚が近い。


　最初の頃は、教えられたはじめての感覚があまりにも鮮せん烈れつすぎて、その行こう為い自体に溺れてしまっていたけど、でも今はもう違う。


　どんなに気持ち良くても、志門以外の人の手は欲しくない。


　志門にだけ触さわっていて欲しい。


　基にとっては、志門とのこの関係はもう遊びじゃない。


　でも、志門がそれに気づいてしまったら、もうこんな風に触れてくれなくなるだろう。


　だから気づかれないように、以前と同じように一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどったふりをする。


　基は、志門の手に翻ほん弄ろうされている間、以前とは違う緊きん張ちよう感かんを覚えるようになっていた。


　楽しげな笑えみを浮うかべる口元や震える身体をしっかり支えてくれる腕うで、安心感のある厚い胸。


　それらを見て、感じるたびに、自分も志門の身体に触れたくなってしまうから……。


　でも、志門は、基がそれをすることを望まない。


　志門ばかりが好き勝手して狡ずるいとは思うけど、基はそんな自分の欲求を必死で抑えなければならなかった。


　そして志門が楽しいと思ってくれるよう、志門が望むようにただ自分の快感だけを追って身体を甘く震わせてみせる。


（……でも、僕も触りたい）


　志門の巧たくみな愛あい撫ぶに、身体は何度も達いく。


　だが、いつの間にか以前のような満足感は得られなくなっていた。


　終わってしまった後、なんだかひどく寂さびしくなる。


　それでも、やっぱり志門に触れて欲しい。


　ずるずると、中ちゆう途と半はん端ぱな関係でもいいから……。




　　　　６







「モトくん？　モトくんだよね」


　校門を出たところで背後から声をかけられた基は、振ふり向いてビックリした。


「あっ、浅田……さん？」


「良かった。当たった」


　浅田は、屈かがみ込んで基の顔を覗のぞき込みながら、にっこりと微ほほ笑えむ。


（……二度と会いたくなかったのに）


　浅田は志門の想おもい人だ。


　そつなく整った綺き麗れいな顔立ちを間近に見て、基はちょっと嫌いやな気分になった。


「素す顔がおは見たことなかったから、ちょっと捜さがすの不安だったんだけど、その身長でいっぺんにわかったよ」


「……そうですか」


（どうせ、高校生にしちゃチビだよ）


　基は、通り過ぎて行く同校生達と比べても頭ひとつぶんぐらい小さい。


　そのことだけでも、実は目立っていたのだと今いま更さらながら知った。


「あの……なにか御ご用ようですか？」


　今日はバイトのある日。


　一刻も早く幼よう稚ち園えんに藍子を迎むかえに行きたかったのに……。


「うん。──志門の代理で、君を迎えに来たんだよ」


「兄の？」


　そんな話は聞いてない。


「僕には、なんの連れん絡らくもないけど……」


「おや、そうなの？　どうやら会議が長引いて連絡できずにいるみたいだな」


　う～んと、困ったように空を仰あおいでから、基の顔をもう一度覗き込んだ。


「実はこの間の、君がやってくれた『リアル』のＣＭの話で……」


「待ってっ」


　基はビックリして、浅田の言葉を遮さえぎった。


　こんな往来で『リアル』の話をしたら、誰だれに聞かれるかもわからない。


「こんなとこで、その話は駄だ目めです」


「ああ、そうだったね。……じゃあ、ちょっと車に乗ってくれるかな？」


　そう促うながされた基は、嫌いや々いやながらも頷うなずいた。





「え？　また撮さつ影えいですか？」


「写真撮影だけどね。販はん促そく用に違うバージョンの写真が欲しいって言われてるんだ」


　車の中、浅田が言った。


「でも、兄からはなにも聞いてないです」


（もう二度と巻き込まないって言ったのに……）


　また噓うそをつかれたんだろうか？


「うん、まあ急な話だったからさ。──君があまり乗り気じゃないから、先に言って逃にげられないように不意打ちで撮影しようってことになっててさ」


（やっぱり）


　また、噓だ。


　しかも、また浅田絡がらみの噓。


　基はなんだか嫌な気分になってしまった。


　その後、浅田からは撮影に関する話を色々とされた。


　志門は会議が終わってもすぐにはスタジオには来られないこと。


　今日の撮影は、前回ほど大がかりなものじゃないから、気楽にしてて大だい丈じよう夫ぶだとか……。


　基は、それらを上の空で聞いていた。


　志門にひとこと文句を言わなきゃ気持ちが収まらなくて、撮影スタジオについて浅田が車を駐ちゆう車しや場に停とめている隙すきに志門の携けい帯たいに電話した。


　が、まだ会議中なのか全然通じない。


　それでも諦あきらめずにいると、頭の上から伸のびてきた手にヒョイッと携帯を取り上げられた。


「へえ、けっこう前のタイプ使ってるんだな」


　戻もどってきた浅田が、基の携帯をしげしげ見ながら頭の上で言った。


「それで充じゆう分ぶん使えてるんで……。返してください」


　コール中に取り上げるなんて失礼だと心の中で怒おこりながら、基は手を伸ばして取り返そうとする。


　つかんだと思った瞬しゆん間かん、弾はじかれたように携帯が宙を飛んだ。


「おっと……」


　ぽちゃんと水音をたてて、建物前の小さな噴ふん水すいの中に携帯が落ちる。


「手が滑すべっちゃったよ。ごめんごめん」


　基は慌あわてて拾いあげたが、水に濡ぬれた携帯の画面にはなにも映っていない。


　完全に壊こわれてしまっていた。


（……ひどい）


　そんなことをされる覚えはないから、わざと水に落としたのだとは思いたくなかった。


　ただ単に、携帯を取り戻そうとする基の手の届かないところまで、携帯を持ちあげようとして手が滑っただけ……。


　でも、大人げない悪戯いたずら心が起こした単なる事故だと、許してやる気にもなれない。


（せっかく、増えたのに……）


　壊れた携帯の中には、ここ最近の基の変化の証あかしが詰つまっていた。


　志門のマンションに居い候そうろうする前には家族と学校と病院の番号しか入っていなかったのに、今では志門の部下達やバイト先、藍子の幼稚園、そしてクラスメイト達の番号が増えている。


　もう一度聞けばきっと教えてくれるだろうけど、でもなんだか大切な時間を消されたような感覚がして、ひどく腹立たしい。


「ごめんごめん。新しいの買ってあげるからさ」


「けっこうです」


　ご機き嫌げんをとるような猫ねこ撫なで声で浅田が言うのに、基は冷ややかな声で答えた。


　濡れた携帯をハンカチで包んで、鞄かばんの中に大切にしまう。


（……この人、嫌きらいだ）


　でも、だからといって、今ここから逃げるわけにもいかない。


　そんなことをしたら、志門に迷めい惑わくがかかってしまうだろうから……。


（お兄ちゃんのばか）


　志門が噓つきなのはいつものことだから、もうしょうがないと諦めている。


　でも、こんな風に人づてで騙だまされるのは嫌だ。


　基は愛あい想そを振りまいてくる浅田に連れられ、泣きたいのを堪こらえて建物内に入って行った。





　連れて行かれた控ひかえ室に待っていたのは見知らぬ女性だった。


　浅田からメイクを担当する人だと紹しよう介かいされる。


「アキさんじゃないんですか？」


「彼は別の仕事が入ってるから。大丈夫、彼女もプロだ」


　背中を押されて、椅い子すに座らされる。


　女性は、浅田になにか言われているのか、ひとことも口を利きかずにテキパキと基の顔に手を入れていった。


（……うわっ、気持ち悪い）


　前回はクリーム程度だったのに、今回はファンデーションの類たぐいを顔中に塗ぬりたくられた。


　気が立っているせいなのか、顔の上を滑る刷は毛けも、前回よりチクチクしているように感じて、むず痒がゆい。


　作業が進めば進むほど、基は不ふ愉ゆ快かいになっていった。


「──さて、やっと完成」


　前回の倍近い時間をかけて、あれやこれややられた後、そう言われて鏡を見ると、そこには白いワンピースにミュールを履はいた『リアル』がいた。


　だが、前回とは微び妙みように違ちがう。


（……変な顔）


　基にとって『リアル』は、アキ達が作りあげた自分とは別の存在で、だからこそ自分の顔と意識せずに客観的に見ることができる。


　そして今、目の前にいる『リアル』は、前回とはまったく違うように見えた。


　目が不自然に大きく見えて、正直あまり可愛かわいくない。


　だが、浅田は上じよう機き嫌げんだった。


「やっぱり、いいな」


　基の肩かたに手を置いて、鏡越ごしに満足そうに眺ながめている。


「こんな美少女はちょっといないぞ」


（……ロリコン）


　無ぶ遠えん慮りよに肩に乗せられた手が、重くて不快だった。


　志門だったら、こんな風に重みをかけて、基の負担になるようなことは絶対にしない。


（お兄ちゃん、この人のどこが良いんだろう）


　なんだか子供じみてて無神経。


　容姿はそこそこ綺き麗れいだけど、決して性格が良いとは思えない。


　志門の周囲の人達が手を切ったほうがいいと助言をしているぐらいなのに……。


「──なに？」


　そんなことを考えている間に、ついついジイッと鏡越しに見つめてしまっていたらしい。


　浅田が、前に回り込んで、直接顔を覗のぞき込んできた。


「なにか言いたそうな顔をしてるね」


「……別に」


　無遠慮に近づく顔が不愉快で、基は顔を横に向けた。


「そう？　そのわりには切なそうな表情だけど……」


　浅田の手が顎あごにかかり、正面を向かされる。


「勘かん違ちがいです。離はなしてください」


「ちょっと怒った顔も可愛いな」


　基が本気で嫌いやがっているのに、浅田の手は離れていかない。


　その視線は、『リアル』の顔にばかり注がれているようだ。


　基は、目の前にいる人から、無視されているような感覚を覚えた。


（……こわい）


　ちょっと嫌な予感がした基は、メイクの女性を捜さがして鏡越しに室内を見た。


　が、いつの間にかいなくなっていて、部屋にはふたりだけ。


「君はどうなの？」


「……どうって、なにがです？」


「志門と同じ趣しゆ味みかってこと……。──君ぐらい華きや奢しやで可愛かったら、そっち系にはけっこうもてるんじゃないの？」


（もてるって……）


　からかうようなその口調に、基は一気にカッと頭に血を上らせた。


「ふざけないでっ！　その手、離してください」


「ふざけてないよ。けっこう本気。──ねえ、モトくん。俺と組まないか？」


「組むって？」


「『リアル』としてもっと活かつ躍やくしてみないかってこと……。せっかく話題になってるのに、このまま自然消しよう滅めつなんて勿もつ体たいない。志門と組むより、俺と組んだほうが稼かせげるよ」


「お断りします。稼ぎたいとか思ってないし……」


「おやおや。言うことが子供だねぇ」


　浅田は小こ馬ば鹿かにした口調でそう言うと、基の腰こしに手をまわして抱だき寄せた。


「ひゃ～、腰細いね。良いな、こういうの」


　押しのけようとしたが、非力すぎて全然駄だ目め。


「ちょっ……、やめてってばっ」


　首筋に唇くちびるを寄せられて、ぞっと鳥とり肌はだが立った。


「肌も綺麗だ。──正直、ゲイって気色悪いと思ってたけど、君なら全然ＯＫだな」


（気色悪いって……）


「あなた、兄の友達なんじゃなかったんですか？」


　志門が同性愛者だって知ってる癖くせに、気色悪いと平気で言えるその神経がたまらなく嫌だ。


「もちろん友達だよ。あいつと友達やってると、色々とお得だからね。業界に顔は利くし、良い仕事はもらえるし、それに君みたいな原石を紹介してもらえる」


（なに、この人……）


　あまりの言い方にビックリした基は、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてしまっていた。


「足も細い。たまらないな」


　スカートを下からたくし上げられて、太ふと股ももを撫なで回された。


　ぞわっと全身の肌が粟あわ立だつ。


「僕に、触さわるなっ！」


　気がついたら、基は拳こぶしで浅田に殴なぐりかかっていた。


「っと！」


　だが、一度も本気で人を殴ったことのない基の拳は、浅田に軽くよけられて空を切る。


「モトくん、ちょっと、落ち着いて……」


　身体からだを離した浅田が両手をかかげて宥なだめにかかったが、基は息を荒あらくして浅田を睨にらみつけた。


　と、そのとき、部屋のドアがノックされた。


「すみませ～ん。そろそろ、撮さつ影えい良いですか？」


　気楽な声でスタッフに告げられ、浅田は「いま行くよ」と何事もなかったように答えた。


　撮影なんてできるような気分じゃなかったけど、これ以上浅田とふたりきりでいることにも耐たえられないから、基はスタッフがドアを閉める前に急いでその部屋を出た。





　スタッフに先導されて通路を歩きながら、基は慣れないミュールにふらふらしていた。


（……歩きにくい）


　前回のときもヒールは高かったけど、足首がしっかり固定されているブーツだったから平気だった。でも華奢なミュールは、不安定で油断すると転んでしまいそうだ。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


　背後から、浅田が優やさしい声をかけてきたが無視した。


　こんな奴やつなんかと二度と口を利きたくない。


（得だから、お兄ちゃんと友達だなんて）


　なんて言い草だろう。


　志門の気持ちを浅田が知っているのか、いないのか、それは基にはわからない。


　どちらであっても、浅田は志門の善意の上にあぐらをかいている。


　たぶん、手助けしてもらっていることに感謝すらしていない。


　志門は周囲の人間達に止められても、手を貸してあげているというのに……。


（こんな奴、大ッ嫌きらいだ!!）


　お腹なかのあたりが妙みように熱い。


　赤黒い溶よう岩がんが重くたまっていくような不快感。


　さっき、拳が当たらなかったことが、ひどく悔くやしく感じる。


　もしもスタッフの人が来なかったら、きっと手近にあるものをなんでもつかんで、躊ちゆう躇ちよせずに投げつけていたかもしれない。


　たとえそれが、凶きよう器きになるような物だったとしても……。


　それぐらい、浅田が嫌いだ。


（気色悪いって……）


　志門を侮ぶ辱じよくされたようで、たまらなく腹立たしい。


（嫌い嫌い。ぜったい嫌いっ）


　心の中で繰くり返すたびに、ドロドロと身体の中が汚よごれていくような気がする。


　嫌いという言葉だけでは表現できないぐらい、基は浅田を嫌けん悪おした。


　それは、基がはじめて知る、憎にくしみという感情だった。





　そんな精神状態でスタジオに入ったものだから、撮影はしょっぱなからつまずいた。


　白い壁かべの前に立たされ、目の前にはカメラ。


　基の表情が悪すぎると言って、カメラマンは撮影を拒きよ否ひする。


「『リアル』、ほら、笑って」


　脇わきから浅田に言われたが、基は無視した。


　身体の中に渦うず巻まく怒いかりで、身体は小刻みに震ふるえている。


　たとえ、こんな精神状態でなくても、ここでは基は笑えない。


　プロのモデルでも、タレントでもないのだ。


　楽しくなくても笑えるような器用さの持ち合わせはない。


（お兄ちゃんなら、わかってるはずなのに……）


　それなのに、どうして自分はこんなところにひとりでいるんだろう。


（あの人のせいだ）


　いや、あの人のため。


　志門が、浅田のために、基の存在を利用しようとしているせい……。


（……帰りたい）


　ここは、自分がいるべき場所じゃない。


　志門のマンションに、安心できる場所に帰りたい。


　そう思う。


　でも、同時に不安だった。


　今までみたいに、志門の腕うでの中で安心できる自分でいられるかどうか。


　志門の役に立ちたいとは思うけど、でも浅田のために利用されるのは嫌だ。


　志門が浅田に利用される姿も見たくない。


　身体の中で渦巻いていた怒りの波は、徐じよ々じよに収まっていく。


　その代わりに、ひどく虚むなしい気持ちが、ひたひたと身体に満ちていくような気がした。


「浅田さん、今日は無理ですよ。この子、きっとこのままじゃ泣いちゃいます」


　目の前にいるカメラマンが、心配そうな声で言う。


「良いから、ぐだぐだ言わないでとりあえず撮とれよ。泣き顔だって需じゆ要ようはあるしさ」


「……あんたさぁ……」


　カメラマンが呆あきれた声で話しかけたとき、スタジオのドアのほうから高い靴くつ音おとがした。


「──モト!?」


　ひどく慌あわてた様子で駆かけ寄ってくるのは、志門だった。


「お兄ちゃん！」


　顔を見た瞬しゆん間かん、ぶわっと視界が滲にじんだ。


　身体の中に渦巻いていたいろんな感情が、一気に吹ふき出したみたいに。


　もう、なにがどうでも構わない。


　あそこに、志門の腕の中に帰りたい。


　その一心で基は志門に向けて走り出したが、慣れないミュールのせいですぐにこけてしまう。


「──おっと」


　だが、床ゆかに膝ひざをつく前に、駆け寄ってきた志門が助け起こしてくれた。


「大丈夫か？　ごめんな、不安だっただろう」


　ギュッと抱きしめられて、また涙なみだが溢あふれた。


「し、志門。あの……これはだな」


　浅田の焦あせった声がした。


「言い訳は聞かない」


　冷ややかな志門の声の後に、ガツッと硬かたい音、次いでなにか重い物が床に倒たおれる音がした。


　でも、志門にしがみついたままの基は、それらのシーンを全然見ていなかった。


「……お兄ちゃん、家に帰ろ」


　しがみついたままで訴うつたえる。


「そうだな。帰ろうな」


　志門の優しい声に促うながされて、基はそのままスタジオを後にした。








　基の肩かたにスーツの上着をかけてフェラーリに乗せた後、志門はもう一度スタジオに戻もどって行った。


「待たせてごめんな」


　二十分程度で戻ってきた志門は、基の制服と鞄かばんを持っていた。


　基の頭をかつら越ごしに軽く撫なでてから、エンジンをかけてフェラーリを動かす。


「スタジオにいたスタッフに、今日のことは口止めしておいた。『リアル』がモトだってことは、絶対に世間にはばれないから安心しな」


「……うん」


　安心しろと言われても、安心できるような気分じゃない。


　涙は止まったけど、その代わりにまた重苦しい気持ちが身体の中に戻ってきていた。


「あのな、モト」


　しょんぼりとうつむいたままの基を横目で見て、ため息混じりに志門が話しかけてくる。


「……なに？」


「今日のことは、浅田の独断だから」


「お兄ちゃんの仕事じゃなかったの？」


「違ちがう。──あのやろう、『リアル』の人気に目をつけて、勝手に仕事を取ろうとしやがったんだ」


　志門の腹立たしげな声に、基は顔を上げた。


「ホントに？　またこの前みたいに、僕をあの人のために利用しようとしたんじゃないの？」


「あいつのためにって……。馬ば鹿か言うな。そんなことするわけないだろ」


「だったら、なんで前回はあんなことさせたんだよっ」


　基がギッと睨にらみつけると、横目でそれを見た志門はしどろもどろになった。


「いや…あれはだな。──あー、浅田のためというよりは、藍あい子こちゃんのためっていうか……」


「あいちゃん？」


　思いがけない名前に、基は驚おどろいてきょとんとした。


「なんで、あいちゃん？……お兄ちゃん、もしかして、また誤ご魔ま化かそうとしてる？」


「してないしてない。実はな、浅田は、藍子ちゃんの父親なんだよ」


「え……？」


　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのかわからなかった。


　だが、すぐに納なつ得とくする。


「あ、そーなの？」


「そーなの。浅田とは茜繫つながりの知り合いだったんだ。──茜、あいつに愛あい想そ尽つかしてさ、ここ数年離り婚こん調停やってたんだ。やっと最近離婚にこぎ着けたんだけどな、あのやろう、接待にこじつけて遊ぶ金はあるくせに、慰い謝しや料りようや養育費を払はらう金がないとか言い出しやがって」


　浅田を罵ののしる志門の声は実に憎にく々にくしげだ。


　志門の説明によると、茜の喫きつ茶さ店てんは先代が作った借金で、少々厳しい状態にあるのだそうだ。


　浅田からの慰謝料が入ればとりあえずなんとかなるのだが、浅田は意い地じ汚きたなく払おうとしない。


　払って欲しかったら良い仕事をまわせよと、茜の友人である志門に図ずう々ずうしく言ってくる始末。


「金なら、俺が貸してやっても良いんだけど、茜が頷うなずかなくてさ」


　実をいうと基のバイト代は志門持ちだったのだと、志門は白状した。


　これ以上バイトを増やしたり、保育時間を延長する金銭的余よ裕ゆうのない茜のために、少しでも協力できればと思っていたところに、ちょうど基がバイトしたいと言い出したから。


　このままでいくと、借金のかたに喫茶店が取られてしまう。


　住居兼けん用ようの店だったから、そうなると親子ふたりは仕事と住む場所を同時になくしてしまうわけで……。


「いくらなんでも、あんな小さい子が路頭に迷ったら可哀かわい想そうだろ？」


「……うん。それで、あの人に仕事をまわしてあげたんだ」


「ああ。あの最低野や郎ろうは信用ならねぇから、慰謝料を払うって誓せい約やく書を書かせたうえでな」


　志門が基を助けに来られたのは、茜のお陰かげだった。


　基がバイトに来ないことを訝いぶかしく思った茜が志門に連れん絡らくを取ってくれたのだそうで……。


（……僕、勘かん違ちがいしてた）


　どうやら、浅田が志門の想おもい人ってわけではなかったようだ。


　志門が浅田を切れずにいたのは、茜と藍子親子のため。


　そう考えると、恋こい敵がたきは藍子ってことになってしまう。


（……あいちゃん、女の子だし、ありえない）


　とは思ったが、とりあえず、聞いてみた。


「お兄ちゃんって、ロリコンの気ある？」


『リアル』を可愛かわいいと言っていたし、可能性はゼロじゃない。


　そう考えたのだが、志門は冗じよう談だんじゃないと手を振ふった。


「違う。全然違うぞ。──俺の守しゆ備び範はん囲いは同年代だ。年下は相手にしないことにしてる」


「なんで年下は駄だ目めなの？」


　聞いてしまってから、いらぬ質問だったとちょっと反省した。


　なんで女じゃなく男が好きなの？　と聞くのと同じようなもので、それはあまりに愚ぐ問もんだ。


　だが、志門は答えてくれた。


「なんでって……。そりゃ、おまえを思い出すからだろ」


　志門の横顔は、ひどく気まずそうだ。


（……なんだよ、それ）


　悪戯いたずらは仕し掛かけてくる癖くせに……。


　文句を言いたかったが、口を開くと泣いちゃいそうな気がして、ぐっと言葉を呑のみ込む。


　さっきの志門の答えは、基にとって大ダメージだった。


『おまえでは、俺の恋こい人びとにはなれないよ』


　そう、改めてはっきり言われたようなものだから……。


　そんなこと、わかってる。


　わかってるはずだったのに、はっきりと志門の口から言われるとショックが大きい。


　そして、徐じよ々じよにまた、お腹なかの中が熱くなっていく。


（どうしよう）


　この熱さは、怒いかりの熱さ。


　単純に拗すねるのとは、わけが違う。


　基は、憎にくしみという感情を知ってしまっている。


　知らなかった頃ころには、もう戻れない。


　それなのに、この黒い感情をどうやって制せい御ぎよしたらいいのか、その方法はまだ知らないのだ。


（……なんか、やだな）


　自分の中の未知の部分が、怖こわくて仕方なかった。




　　　　７







　やっと、見覚えのあるマンション近くの道路に戻ってきて、基はホッとした。


（……むず痒がゆい）


　ホッとした途と端たんにそう感じて顔に手をやると、指先が頰ほおに触ふれる寸前に志門に止められる。


「駄目だ。搔かくな」


「なに？」


「モトの顔な、少～し赤くなってるんだ。……たぶん、軽い化け粧しようかぶれだと思う」


「前回は平気だったのに……」


「平気な化粧品をつかってもらったんだよ。今回はその手の配はい慮りよしてもらえなかったんだな」


「え、じゃあ、どうしよう」


　化粧かぶれなんてしたことないから、処置法がわからない。


　医者に行ったほうが良いのかなと聞いたら、たぶんそこまでしなくても大だい丈じよう夫ぶだと志門が言った。


「肌はだについた化粧品を綺き麗れいに落として、綺麗な水でパッティングでもすればたぶん収まるんじゃないか。……ああ、でも搔くなよ。いま搔いたら炎えん症しようが広がるからな」


　搔くなと言われると無む性しように搔きたくなるし、搔けないと思うと無性に痒くなる。


　早くマンションに着けと願いながら、両手を握にぎりしめて必死で堪こらえた。


　マンションに着くとすぐ、志門に抱だきかかえられるようにしてリビングを横断してバスルームに直行した。


　脱だつ衣い所で志門にかつらとワンピースをはぎ取られ、早く早くとシャワーをかけられる。


「ちょっ……、お兄ちゃん、服が濡ぬれるよ」


　志門は服を着たままだ。


「構ってられるか。──モト、目をつぶってろ」


　言われるまま目をつぶると、敏びん感かん肌はだの基のために高子が選んでくれた刺し激げきの少ない石せつ鹼けんで、志門がくるくると顔を洗ってくれた。


「けっこう、厚あつ塗ぬりされたな。……首や背中も赤くなってるぞ」


「うん。今回のメイクさんは、ワンピースから出てるとこ全部に塗ってた」


「ったく。この綺麗な肌に、なんでファンデーションなんか塗りやがるんだか……」


　ブツブツ言いながら、志門は丁てい寧ねいに洗ってくれた。


「どうだ？　まだ、痒いか？」


　一度シャワーで流してみる。


「ちょっとピリピリするけど、さっきよりは全然マシ」


「そうか、大丈夫そうだな」


　志門はホッとしたようだった。


「よし、じゃあ、とりあえずもう一回洗っとくか……」


　志門がまた石鹼を手にとって、今度はスポンジを使って泡あわ立だてはじめる。


「あ、もう良いよ。僕、自分で洗えるから。お兄ちゃんも濡れちゃったし、着き替がえたほうが良いよ」


「そうだな。どうせだから、俺も洗っとくか……」


　志門は、がばっと勢いよく服を脱ぬいだ。


（うわっ!!）


　次々と服を脱ぎ捨てていく志門から、基は慌あわてて視線をそらした。


　志門に触れたいと思うようになってからは、意識して一いつ緒しよにお風ふ呂ろには入らないようにしていたのだ。


　見てしまえば、触さわりたいと思う気持ちを抑おさえきれなくなるような気がして……。


（どうしよう）


　あまり不自然にならないように、逃にげなければ……。


「モト、どうした？　こっちにおいで」


　基が悩なやんでいる間に、準備を終えた志門が基の手を引っ張った。


「ふわっ」


　後ろ向きに引っ張られた基は、堪えきれずにトトッと後ろに下がる。


「はい、キャッチ」


　バスタブの縁ふちに座った志門の腕うでの中にすっぽりと抱き留められる。


　基の背中に、志門の裸はだかの胸が触れた。


（駄目だ。もう……）


　すべての意識が背中の感かん触しよくに集中してしまう。


　背中じゃなく、この手の平で志門の胸に触れてみたい。


　いったいどんな感じだろうと想像しただけで、ゾクッと背筋に震ふるえが走る。


「綺麗に洗ってやるからな」


　基の葛かつ藤とうに気づかない志門が、鼻歌交じりの楽しげな声で言った。


　志門の持ったスポンジが、基の胸からお腹へとくるくると滑すべっていく。


「……んっ……ふ……」


　優やさしく触れてくるその感触。


　基は堪えきれずに、微かすかに吐と息いきを漏もらしてしまった。


「お、モト、今日は反応が早いな」


　当然ながら、志門はそれを聞きつける。


「じゃあ、こっちも面めん倒どうみてやろうな」


　いつものように楽しげに囁ささやいて、スポンジを放して素す手でで触れてくる。


「……いや……だ……」


　泡のついた手が、するりと肌の上を滑る。


　唇くちびるが耳元を滑すべり、指先が乳ち首くびを嬲なぶる。


　大きな手の平が、太ふと股ももを愛いとおしそうに撫なでて……。


（……あ、気持ちいい）


　浅田に触れられたときは嫌けん悪お感で粟あわ立だっていた肌が、志門に触れられてピクッと甘く震える。


　志門に教えてもらった甘い感覚を予感して、背筋にゾクゾクと痺しびれが走る。


「っ……んくっ……」


　巧たくみな愛あい撫ぶに反応して、身体からだを震わせながらも、基は悩んでいた。


（でも……このままなんて……）


　このまま身をまかせていれば、いつものように甘い痺れに酔よわされ、達かせてもらえる。


　でも、それだけ。


　それ以外のことは、決してさせてもらえない。


　志門に直接触れてみたいという基の望みは叶かなわない。


　それは、複数いる志門の遊び相手にだけ許されたこと。


　一方的に悪戯されるだけの弟には、許されない領域だった。


（……嫌いやだ）


　浅田が志門の想おもい人だというのは勘かん違ちがいだったけど、このまま側にいればきっと志門の本当の想い人の存在を知る日がくる。


　そのとき、自分はどう振ふる舞まうことになるんだろう？


　弟である自分以上に、その人を大切にして尽つくす志門を見て、平気な顔をしていられるだろうか？


（絶対無理）


　今回のことでそれが良くわかった。


　志門が自分以外の人に尽くしているのを見たら、きっとまた怒いかりでお腹なかが熱くなる。


　たとえその相手が、浅田のように嫌な奴やつじゃなくっても、無理にでも相手の落ち度を探さがしたくなる。


　嫌きらうだけじゃなく、相手を憎にくめる理由を無理にでも作ってしまうかもしれない。


　大切な人を奪うばっていく人を、好きになんか絶対になれないから……。


　基には、それはとても醜みにくい行動のように思えた。


（僕にはできないよ）


　志門みたいに、好きな人を黙だまって見守るだけなんて、やっぱり無理だ。


　好きだから触りたい。


　好きだから自分だけを見てて欲しい。


　そんな自分の欲求をどうしても抑えきれない。


　抑える術を、まだ学んでいないから……。


「や……いやだっ」


　肌はだの上を滑る志門の指が、反応しかけていた基に優しく触ふれる。


「もう触んないで！」


　基は、無む我が夢中で志門の手を払はらって、その膝ひざから転げ落ちた。


「モト！」


　浴室の床ゆかに転んだ基を見て、志門が条件反射的に手を差し伸のべる。


「こっち来るなっ！」


　基は、その手も払いのけた。


　床にお尻しりをついたまま、ずるずると後ずさって志門から距きよ離りをとる。


「もう良いよ。もう充じゆう分ぶん。もうなんにも教えてくれなくても良いよっ！」


　必死に叫さけぶ。


「……モト、おまえ、嫌だったのか？」


　呆ぼう然ぜんとした表情で、志門が呟つぶやいた。


「ごめん、ごめんな。……つい、調子に乗っちまって……」


　平謝りしながら基に向けて差し伸べかけた手を、ふと気づいたように慌てて引っ込める。


（……いやだ）


　あの手を差し伸べられても、きっと自分はまた払いのけていた。


　それがわかっていても、一度は差し伸べられた手を引かれたことが、基はショックだった。


「ちがう。ちがうよ……。嫌じゃない。嫌じゃないけど……」


　差し伸べられた手を、本当は握にぎり返したい。


　でも、もうそれだけでは我が慢まんできないから……。


「本当はもっと触って欲しいんだ。それに、僕……」


　お兄ちゃんにも触りたい、と思い切って呟いて、基はキュッと唇を嚙かんだ。


「……モト、それって？」


「わかってる。僕じゃ駄だ目めなんだよね。僕が弟だから……。だから、これ以上、お兄ちゃんの世界に踏ふみ込んじゃいけないんだ」


　だからといって、このまま、中ちゆう途と半はん端ぱに志門の側に居続けることは、もうできそうにない。


「僕、お兄ちゃんとは違ちがう。好きなのに黙って見守ってるだけなんて、そんなの無理だ。そんなの我慢できないよっ」


　このままだと、いつか自分は志門を一番に憎むようになってしまうかもしれない。


　どうして他の人を想っているのかと、どうして僕だけを見ててくれないんだと……。


　それが、なにより嫌だ。


　志門を憎んだりなんかしたくない。


「お願いだから、僕じゃ駄目なんだってはっきり言ってよ！　それで、もう二度と僕に触んないで……。──これ以上、お兄ちゃんのこと、好きにも、嫌いにも、なりたくないんだ」


　ポタポタと顎あごから水すい滴てきが零こぼれる。


　濡ぬれた髪かみから滴したたった水滴なのか、それとも目から零れたものなのか、混乱していた基には判断がつかなかった。


　でも、それを志門に見られ、泣いていると思われたら、きっと可哀かわい想そうにと同情されてしまう。


　それが嫌で、基は膝を抱かかえてうつむいて顔を隠かくした。


「モト、なあ、モト……。それって、どういう意味だ？」


　志門の声が徐じよ々じよに近づいてくる。


「おまえ、もしかして……俺を？」


　恐おそる恐るといった風に志門が聞いてくる。


「そうだよ、好きなんだよっ!!」


　歯は痒がゆくなった基は、思わず顔を上げて怒ど鳴なった。


　その途と端たん、志門に脇わきの下に手を入れられて、ヒョイッと強制的に立たせられる。


「やっぱりそうか」


　やけに嬉うれしそうな顔でそう言われ、そのままぎゅうっと抱だきすくめられた。


「モトはホンットに可愛かわいいな。最っ高だよ」


　志門は感かん極きわまったといわんばかりに、顔中にキスの雨を降らせる。


「ちょっ。お兄ちゃん、やめてよ！」


　兄弟に対する『好き』とは違う『好き』だってことが、本当にわかってるんだろうか？


「このブラコンッ！　触さわるなって言ってるのにぃ」


　基は、志門の腕うでの中で暴れた。


　だが、腕の力は緩ゆるまず、キスの雨も止やまない。


「放せっ！　触るなってばっ!!　人の話を聞いてよっ!!」


　お兄ちゃんのばかっ!!　と、怒いかり狂くるった基の声が、バスルームの中で反はん響きようした。





「大だい丈じよう夫ぶか？」


　おろおろと志門が顔色を窺うかがってくる。


「平気。単にむせただけだから……」


　基はむすっとした顔で答えた。


　興奮して叫んだ挙げ句、盛大にむせてしまったのだ。


　それを喘ぜん息そくの発ほつ作さと勘違いした志門は、一気に冷静になり、慌あわてて基をバスルームから連れ出し、ソファにもたれかからせてくれた。


「そうか……。そのままじゃ寒くないか？　着き替がえるか」


　基の声に一いつ瞬しゆんホッとしたものの、志門はすぐにまた心配そうな顔をする。


「平気だってば。自分ひとりでできるから……」


　心配されるのがなんだか辛つらくて、着せかけてもらった志門のバスローブにくるまったまま、基はソファの上で膝を抱えてうつむいた。


「僕にもう構わないで……。お兄ちゃんは楽しいのかもしれないけど、僕はもうホントに限界なんだ」


「……モト、あのな」


　ソファの前に膝をついた志門が、基の髪に触れる。


「だから、触んないでってばっ」


　その手を払いのけようとした基の手は、逆にパシッと志門の手につかまれて止められる。


　むっとして顔を上げた途端、今度はちゅっと唇くちびるにキスされた。


「なっ……にするんだよっ！　こういうことすんの、もうやめてって言ってるのに」


　どうして話を聞いてくれないんだろう？


　基は腹立たしいのを通りこして、なんだか虚むなしくなってきた。


（もしかして、お兄ちゃんには僕が本気で嫌いやがってないように見えるのかな）


　有り得うる話だ。


　だって基は、志門のことが本当に好きなのだ。


　だからこそ、悪戯いたずらで触られたくないと思ってるし、触られてしまえばどうしても気持ち良くなってしまう。


　顔色を窺うのが上手な志門には、そんな基の中途半端な部分が透すけて見えていて、このままなし崩くずしに懐かい柔じゆうできるとでも思ってるのかもしれない。


（もう、無理なのに……）


　ずるずるとこんなことが続くようなら、本当にここから出て行こう。


　中途半端に側にいるより、思い切って離れてしまったほうが良い。


　そのほうが、志門を嫌きらいにならずにすむから……。


「モト、泣くなって……」


「うるさいっ」


　いつの間にか涙なみだが零れていて、基は自由な手の甲こうで顎に伝った涙を拭ぬぐった。


「……誰だれのせいで、こんな……」


「俺のせいだろ？　モトは、俺が好きだから泣いてるんだ」


　睨にらみつける基に、志門は嬉しそうに言った。


「──好きって……。あのさ、ホントにわかってるの？　これ、兄弟に対する『好き』とは違うんだよ」


「ちゃんと、わかってるって」


「噓うそつきっ」


　基は厳しく言った。


　今度ばかりは、口から出任せの適当な言葉でなんか懐柔されてやるもんか。


「噓じゃないよ。本当だ。──あのな、モト。おまえ、俺の弟じゃないんだ」


「……え？」


　思いがけない言葉に、基は頭が真っ白になってきょとんとした。


「前にも言っただろ？　モトは、俺にとってこの世で一番大切な子だって……」


　志門の手の平がくしゃくしゃと頭を撫なでる。


　その温ぬくもりで、基は正気に戻もどった。


「え、じゃあ、僕、うちの子じゃないの？」


「モトは高月家の子だよ。俺が違うんだ。──俺が、親おや父じの子供じゃないんだよ」


「え？　え、だって……お兄ちゃん、お父さんに似てるのに……」


　穏おだやかに微ほほ笑えんだ顔なんか、そっくりだ。


　だが、志門は首を振ふった。


「これはたまたまだ。俺の本当の母親がこういう顔がタイプだったんだろ。……親父はああいう仕事一筋の人間だろ？　俺の母親は、どちらかというと恋れん愛あい重視の奔ほん放ぽうな女だったようでさ。仕事仕事で自分を振り向かない旦だん那なに愛あい想そ尽つかして浮うわ気きして子供作った挙げ句、その子供を置き去りにして、また別の男と逃にげていっちまった」


「そんな……。僕、全然知らなかった」


　基が呆ぼう然ぜんとすると、志門は「だろうな」と苦く笑しようした。


「高子も母さんも知らないことだ。親父はあのとおりのお人ひと好よしだから、俺を自分の子供だって本気で思ってくれてる。血の繫つながりがないことなんか、どうでもいいってさ」


「……お父さんらしいね」


「だな。親父の再さい婚こんが決まって、モトが産まれて『基』って名付けられたときから、その子を無条件に愛そうと決めていたんだ。俺にとっては血の繫がりのない家族だけど、その子を愛することで家族と繫がりができる、自分の居場所ができるって、そう思ってさ」


　でも、と、志門はちょっと気まずそうな顔をした。


「モトがホントに可愛くて仕方なくなったんだよ。……なんつーか、俺はその頃ころには自分の性せい癖へきは自覚しててさ。しかも、まだガキで、色々と不安があってだな……」


　日に日に育っていく基を可愛いと思う。


　その可愛いと思う気持ちが、家族に対する情とは少しばかり種類が違ちがうものだと自覚しはじめて、志門はまずいと思ったのだ。


　そのときはまだ基も小さくて、さすがにそんな気分にはならなかったが、さて数年後にはどうなっているか……。


　このままずっとひとつ屋根の下で暮らしていたら、いつか自分を抑おさえきれなくなる日がくるかもしれない。


　そんな風に大切な子を傷つけるようなことをする前に、自分から家を出て基と距きよ離りを置いたほうがいいと……。


「それで、家を出てったの」


「あ～、実はそうなんだ。カミングアウトしたのは一種の予防策だ。それを言っとけば、親父はともかく、高子や母さんはモトのために少しは用心してくれるんじゃないかと思ってさ」


　無む駄だだったけどな、と志門は苦笑した。


「だから、今回の件で基が俺のところに来てくれて、無む邪じや気きに笑いかけてくれたときは本当に嬉うれしかったよ。ゲイの兄貴でも偏へん見けんを持たずにいてくれたんだと思ってさ。……まさか予備知識なしで来たとは思ってなかったからな」


「……そっか」


　マンションのエントランスで基がはじめて声をかけたとき、志門は凄すごく驚おどろいて、そしてすぐに嬉しそうな顔になった。


　なんの警けい戒かい心も持たれなかったことに、心底安あん堵どしていたのかもしれない。


「今だったら、なんとか自分の衝しよう動どうも抑えられるしな。ずっと写真でしか見られなかったのが、これからは毎日一いつ緒しよにいられるって、そりゃあ有う頂ちよう天てんだったんだ」


「……でも、悪戯したじゃないか」


　そこは、志門が言うところの衝動には含ふくまれないのだろうか？


「あ～、いや、だってオナニーも知らないとか言われたら、兄としてこれは教えてやらなきゃと思うじゃないか」


　基がジトッと軽く睨むと、志門は焦あせって言い訳した。


「でも、まあ実際問題。好きな子が目の前にいて好きに触さわれる状態だったら、やっぱり男としては我が慢まんできないもんでさ。──そこらへんの気持ち、モトにはまだわからないか？」


「……わからなくはないけど」


　基だって、志門の身体からだに触ふれたいと思ったから……。


「でも、僕には触らせてくれなかったじゃないか」


「だって、おまえ、それはさすがに無理だろう」


「なんで？」


「だって、一応、俺は『お兄ちゃん』なんだから……。あそこまでだって充じゆう分ぶんヤバイのに、それ以上のことを教えるわけにはいかないじゃないか」


　この期ごに及およんでそれを言うかと、さらにジトッと睨むと、眉み間けんに寄った皺しわを指で伸のばされた。


「でも、もう『お兄ちゃん』じゃないんだよな？──モトの『好き』は、兄弟に対する好きじゃないんだろう？」


「うん、そう。違うんだ」


　ちゃんと気持ちが通じていたことが嬉しくて、基は何度も頷うなずいた。


「だったら、抱だいても良いか？」


「……え？」


「今までみたいな悪戯じゃなく、モトを本気で抱きたい。──良いか？」


「……あ……」


　志門は、今まで見たことがない表情をしていた。


　この顔ははじめて見る顔。


　職場でのひょうひょうとした皮肉そうな顔や、基にしか見せない優やさしい兄の顔とも違う。


　真しん剣けんな男の顔。


「……い、良いよ」


　答えた途と端たん、いきなり鼓こ動どうが速くなった。


　どきどきして、妙みように息苦しい。


「僕にも……触らせてくれる？」


「ああ。じゃあ、俺の寝しん室しつに来てくれるか？　このまま抱っこして連れてってやってもいいんだけど、できれば、モトに自分の足で歩いて入って来て欲しいんだ。……どうだ？」


　目の前に手を差し伸べられた。


「……うん」


　基はその手を握にぎり返して、立ち上がった。





　手を繫いだまま、志門の寝室のドアをくぐる。


　はじめて入った志門の寝室は、飾かざり物が一いつ切さいなく、やっぱり殺風景だった。


　基がそう指し摘てきすると、志門は、「モト好みに少しずつ変えるから」と微笑む。


「文句をつけたんじゃないよ。お兄ちゃんの部屋なんだから、自分が落ち着くようにしてるのが一番だと思うし」


　このままでも良いんじゃない、と基が言うと、志門は首を横に振る。


「俺がそうしたいんだよ。──だってほら、居い心ごこ地ちが良ければ、ここにモトが長居してくれるだろ？」


「……うん、する」


　このままでも長居するつもりなんだけど、という言葉は、屈かがみ込んでキスしてくる志門に邪じや魔まされて言えなかった。





「……あっ……んんっ……」


　キュッとそこを擦こすりあげられて、基は顎あごを上げた。


　さっき達いったばかりなのに、触られるとどうしてもすぐに高ぶってしまう。


「や……ああっ……」


　のけぞった喉のどに唇くちびるを押しあてる志門は、いつもどおりに余よ裕ゆうのある態度のままで基を弄いじりまわして、実に楽しそうだ。


「お……兄ちゃん……ずるい……」


　擦りあげる手を止めたくて、基は志門の腕うでをつかんだ。


「なにが？」


　一応、基の意を汲くんでくれたのか、志門は手を止めた。


「…っ……。僕にも、触らせてくれるって、言ったのに……」


　恨うらみがましく見つめると、志門はにやっと笑った。


「もちろん構わないさ。ただし、その余裕があったらな」


「自分ばっかり、ずるいっ。……ちょっ……や……」


　またキュキュッと擦りあげられて、基は「噓うそつきっ」と吐と息いき混じりの声で叫さけんだ。


「これぐらい、許してくれよ。……俺はずっと長いこと、モトを抱きたいのを我慢してきたんだからさ」


「……ずっと？」


「ああ、ず～っとだ。──こんな風に、可愛かわいいモトに触れるなんて、夢みたいだ」


（……あ、ちょっと違うかも）


　いつもと同じじゃない。


　注がれる志門の視線は、今までより少しだけ熱っぽい。


　──モトは俺の一番大切な子だ。


　その視線で、その言葉が実感を伴ともなって脳のう裏りに響ひびく。


　離はなれていた間、基は志門の顔さえ忘れてしまっていたのに、志門はずっと基のことを考えていてくれたんだから、その分だけ許してあげても良い気分になる。


「……もう、しょうがないなぁ」


　基が微ほほ笑えむと、志門も嬉しそうな顔をした。


「お、許してくれる気になったか……。ついでに、こっちも許してくれるとありがたいんだけどな」


　背中を撫なでていた手が下に下がり、お尻しりの間にするりと入った。


「ひあっ！」


　クッと、お尻の穴を指先で突つつかれて、基はビックリした。


「なに？」


「なにって……。──あ、もしかして、モト。……おまえ、知らないのか？」


　志門は慌あわててモトのお尻から手を離した。


「なにを？」


　基がきょとんとすると、「やべっ」と独り言のように呟つぶやく。


「そうか、そうだよな。……シモネタ話をする友達もいなかったわけだし……」


「だから、なにが？」


「いや……あのな、モト。男同士のセックスってどうやるか知ってるか？」


「え……？　触りっこするんじゃないの？」


　基がそう答えると、志門はやっぱりなと苦く笑しようした。


「それもあるけど、でも、そこを使うこともあるんだよ」


「使う……って……。あ、え、でも……。噓じゃなくて？」


「本当だ。でも今日はやめとこうな。みんながみんな、そこを使ってるわけじゃないし」


　思ってもみない事実に驚おどろいていた基は、志門にそう言われてホッとした。


　だが、ふと疑問がよぎる。


「でも、お兄ちゃんは、今までの相手と、ずっとそうしてきたの？」


「ああ、まあ……そうだな」


「だったら、やるっ」


　基は力を込めてそう断言した。


「やるって、モト、おまえ……」


「やるっ！　もう中ちゆう途と半はん端ぱなの嫌いやなんだ。ちゃんとして」


　基は腕を伸ばして志門の首を引き寄せ、唇をぎゅうっと押しあてた。


「僕を、ちゃんとお兄ちゃんの恋こい人びとにしてよ」


　もう一度、唇を押しあてると、志門の唇が笑えみの形になった。


「不器用なキスだな。あんなに教えてやったのに……。──でも、最高だ」


　ゆっくりと唇を押しあてながら、志門が囁ささやいた。





「わっ、なに？　冷たい」


　四つん這ばいにさせられた基は、後ろにひやりとした感かん触しよくを覚えてビクッとした。


「すぐに温かくなるから……。ローション使わないと、モトが辛つらい。少しだけ我が慢まんしな」


　逃にげかけた腰こしを志門の手がもう一度引き寄せ、その指が入り口を確かめるようになぞる。


　なにかヌルヌルしてるみたいだと感じた次の瞬しゆん間かん、ぷつっと志門の指が身体からだの中に入ってきた。


「……ん…………」


「予備知識もなしにいきなり本番は辛いだろうから、今日は指だけにしとこうな。──痛くないか？」


　聞かれて頷うなずくと、中に入れられた指がぬるりと中をなぞるように動いた。


「あ……なんか、変な感じ……」


　身体の中なんて触さわったことも触られたこともないから、蠢うごめく指の感触は妙に新しん鮮せんだ。


　そんなところにも触しよつ感かんがあるなんて、不思議な感じがする。


「そうか？……じゃあ、ここは？」


　くいっと中の指がある部分を強く擦りあげる。


「ひゃっ！…あっ……んんっ！」


　その途端、電流のように強い痺しびれが身体を走る。


「え？　や……なにっ？」


　くくっと擦られるたび、未知の感覚が甘く身体に広がる。


　冷たさに萎なえかけていたものが、再び熱くなるのを感じていた。


「気持ち良いか？」


「……ん……」


　頷くと、指の数が増やされた。


　二本の指が、中で生き物のように蠢く。


　ゆっくりと、馴な染じませるように……。


　そうこうしているうちに、そこが徐じよ々じよに敏びん感かんになっていくのを感じる。


　最初のうちは、ただ触られているとしか感じなかったのに、その一点を擦りあげられなくても、じんわりと甘い痺れを感じるようになる。


「……あ……なんか、……んっ……」


　指の動きに合わせて、自然に身体が揺ゆれた。


「モトは、覚えが良いみたいだな。すぐに柔やわらかくなる」


「……あ……、ひっ！」


　ゆっくりと中をなぞるように動いていた指が、いきなり動きを変えた。


　浅く、深く、指をつき入れられて、甘いだけだった感覚がいきなり鋭するどさをました。


　ローションのせいか、粘ねん着ちやく質しつの湿しめった音が耳に届く。


「やっ……やあっ──っ！」


　基はその変化についていけずにあっさりと達してしまう。


「ここだけでいけるのか……」


　志門の嬉うれしそうな声。


「……っ……まっ…て。…んん～っ……」


　達った後も、志門は指の動きを止めてくれなかった。


　いつもだったら放った後はすうっと熱が引いていくのに、後ろを擦こすりあげられているせいか熱いまま、むしろ徐々に熱が増していくような感じがした。


　休む間もなく擦りあげられ、突つき入れられて、高められていく。


　上半身を支えていた腕うでの力が抜ぬけて、基はそのまま顔をシーツに押しつけた。


「……あっ…あ………お……にいちゃ……っ……」


　身体が熱くて熱くてたまらない。


「……や……また…くるっ……あ……ああっ……」


　熱すぎて、苦しい。


　それなのに、気持ち良いのも確かなことで……。


「……も……っだめ……ふっ……」


　指の動きに翻ほん弄ろうされるまま、基は喘あえぎ続けた。


　どのぐらいそうしていたか、持続する熱にのぼせたようになって、意識がぼんやりしてくる。


　と、そのとき。


「あ……はっ……。……な…に？」


　ぐぐっと、後ろに硬かたいものが押しあてられる感触を感じた。


「……んんっ！」


　次の瞬間、そこから今まで感じたことのない圧あつ迫ぱく感かんが基の身体を襲おそった。


「ひっ、……やあぁ！」


　なにか熱くて、硬いモノが、ぐぐっと強ごう引いんに身体の中へと押し入ってくる。


　身体が壊こわれてしまいそうだった。


　背後からのしかかってくる重さが怖こわくなって、無意識に逃げようとした身体を、腰をつかまれ強い力で引き寄せられ、強引に突き入れられた。


「やぁ──っ!!」


（こわいっ）


　なにが起こってるのかわかっていない基が、怯おびえて震ふるえたとき、


「……モト……」


　と、熱い声が耳元で聞こえた。


（……あっ……おにいちゃん…だ）


　ここにいるのは自分達ふたりだけ……。


　だから、この耐たえ難がたい圧迫感を与あたえているのは、間ま違ちがいなく志門だ。


（おにいちゃんが……）


　自分は今、志門と深く繫つながっている。


「ふっ……んんっ……」


　そう悟さとった基の身体から、怯えが消えた。


　それでも、やっぱり、中を探さぐるように動きはじめた熱いモノの圧迫感からは逃のがれられない。


　指とは比べモノにならないぐらい大きいし、熱い。


「……お……にぃ……ちゃん……っ……あ……んぅ……」


　でも、我慢できると基は思った。


　大好きな人の熱を受け止めることができるのなら……。


　でも、


（……あつ…い…）


　繫がっている部分が、ひどく熱くてたまらない。


　それが動くたび、内ない壁へきを擦りあげていくたびに、火やけ傷どしそうなほど熱く感じる。


「……あっ……んん……んぁ……っ……」


　揺さぶられて、唇くちびるから勝手に声が零こぼれる。


　その吐と息いきも熱い。


「……モト……モト……」


　うわごとのように繰くり返す志門の声を耳元に聞きながら、基は身体を燃やす熱に翻弄され続けた。








「……モト……」


　目を開けると、すぐ横に志門の顔があった。


「僕、寝ねてたの？」


「一時間ぐらいな。……ごめん、モト。つい、大人げもなくがっついちまって……」


　肘ひじを立てて上半身を起こしていた志門は、心配そうに基の顔を見つめている。


「噓うそつき。指だけって、言ったのに……」


「痛かったか？」


「……少し。でも、平気。──僕も、ちゃんと恋こい人びとにして欲しかったから」


　基の言葉に、志門の顔に笑えみが戻もどる。


　志門は、横たわったままの基の額にキスを落とした。


「良かった。呆あきれられて、嫌きらわれるんじゃないかと思ったよ」


「嫌ったりなんかしないよ。絶対に……」


　基が意識を失う前までは頭の後ろで無造作にくくられていた志門の髪かみが、今はほどけて顔にかかっている。


　基はまだだるい手を伸のばして、その髪に触ふれてみた。


「……けっこう硬い。ウェーブがかかっているから、柔らかそうに見えるのに」


「これぐらいで普ふ通つうだと思うけどな。モトの髪が極きよく端たんに細くて柔らかなだけだ」


「そうなの？」


　ふ～んと納なつ得とくしつつ、今度は裸はだかの胸に手を伸ばしてみる。


「やっぱり硬い」


　筋肉質で、肌はだにもはりがある。


「これも、さほど特別じゃあないと思うけどな」


「……でも、きっと僕はこんな風にはなれないよ」


「わかんないぞ。五年後には身長も伸びて、ムキムキになってるかもしれない。……なにせ、こんな小さな赤ん坊ぼうがここまで大きくなったんだからな」


　くるっと人差し指で赤ん坊の大きさぐらいの丸を書いた。


「いや、モトはもっと小さかったかな？……とにかく、未熟児で、泣き声も細くて、みんなで心配したもんだ」


　志門は、志門の胸にピタピタと触れていた基の手を取って、自分の手と重ねてみせた。


　志門の手と比べると、基の手はまるで子供の手みたいに見える。


　それでも志門は、大きくなったと言った。


「幼よう稚ち園えんの帰りとかは、小さくて普通に手を繫げなかったから、こう、俺の薬指と小指をキュッとつかんで歩いてたんだぞ」


　志門は、基の手をつかって実演してみせた。


「今はちゃんと握にぎれるもんね」


　基は、お返しとばかりに志門の手を握り返した。


（……お兄ちゃんも迎むかえに来てくれたことあったんだ）


　ずっと高子ひとりが送り迎えしてくれてたんだと思っていた。


　自分は志門の顔だけじゃなく、共に過ごした記き憶おくまで忘れてしまっていたんだなと、基はちょっと寂さびしく感じる。


「そういえば、良く知ってたよね」


「ん？」


「指を握る合図だよ。あれ、喘ぜん息そくがひどかった頃ころにしかやらなかったのに……」


　喘息の発ほつ作さ中は返事をするのも難しい。


　だから、あの頃、基は高子とふたりで合図を決めたのだ。


　指を一回握るのは『はい』、二回は『いいえ』って……。


「そんなことまでお姉ちゃんに聞いたんだ」


　基だって忘れていたぐらいなのに、ふたりとも実に心しん配ぱい性しようだと、基はちょっと愉ゆ快かいだった。


　だが、志門は軽く眉まゆを寄せ、複雑そうな表情になる。


「なに？」


「……いや、実はな……。その合図、俺が高子に教えたんだ」


「え？　いつ？」


「俺が家を出たときだ」


「……噓だぁ。ありえないよ」


「いや、そうなんだって……。家を出るまでの間、モトの面めん倒どうを見てたのは俺だ。──高子からも、もし機会があったら誤解を解いておいてくれって言われてたから言うんだけどな」


　と言って、志門は苦く笑しようしながら説明してくれた。


　そもそも、基が幼かった頃、家族の中でただひとり基を遠巻きにしていたのは、志門ではなく高子だったのだそうだ。


　遠巻きにしていたからといって、高子が基を嫌っていたわけではもちろんない。


「最初の一歩でつまずいたんだよ」


　母親の再さい婚こん相手の苗みよう字じが高月であったことが、きっかけだった。


　──高月高子。


　同じ漢字が二つ使われたその名前に違い和わ感かんを覚えた高子は、ついうっかり再婚なんかしないでという言葉を口にしてしまった。


　当時まだ小学生だった高子は、自分が衝しよう動どう的に口にしてしまった言葉を上手に撤てつ回かいできないまま、新しい生活をはじめてしまった。


　最初の一歩でつまずき、母親の再婚を素す直なおに祝ってあげられなかったことは高子の心にずっと影かげを落とし続け、新しい家族の象しよう徴ちようである基にも自分からは手を差し伸べることができなくなってしまっていた。


「あいつ、珍めずらしいぐらいに負けず嫌いで意地っ張りだろ。自分からは折れることもできなくて、ずっとイライラしてた。親おや父じは呑のん気きなたちでそのうちなんとかなるさって態度だったし、母さんも親父に右へ倣ならえ。──で、まあ、俺が家を出ることにしたときに、ちょうど良い機会だからバトンタッチしようぜって持ちかけたんだ」


「……バトンタッチ」


「そう。モトの病気のことや学校のこととか、細々としたことを高子に全部伝えてから俺は家を出た。……で、三ヶ月ぐらい経たった頃だったかな。高子に呼び出されて言われたんだ」


　──基、あんたとあたしのこと、入れ替かえて覚えちゃってるみたいよ。


　幼い頃からずっと面倒を見ていてくれたのは、今も側にいてくれる高子だと……。


　基への執しゆう着ちやく心に戸と惑まどいを感じていた志門は、家族と一いつ緒しよに暮らしていた最後の一年間、受験にかこつけて基の世話を母親にまかせ、基の側に近寄ろうとしなかった。


　わけもわからぬまま志門に一年間も避さけられて、さらにそれに関してなんの言い訳もないまま、志門は家から出て行ってしまった。


　ぽいっと放り出されたかたちの基は、そりゃあ不安だったのだろう。


　受験終しゆう了りようとほぼ同時に面倒を見てくれるようになった高子に、それまでの志門の面おも影かげを重ねて見るようになってしまっていた。


　もともと、高子と接せつ触しよくがなく、ふたりで過ごした記憶がなかっただけに、その記憶のすり替えは、実に容易に行われたのだ。


「誤解を解くと、さらに混乱させるような気がしてさ。……そのほうがモトも懐なついてくれるだろうから、高子のためには都合が良かったしな。そのままにしとこうぜってことにしたんだよ」


「……じゃあ、熱だしたときずっと側にいてくれたのも、お兄ちゃん？」


「そう。モトがどこにも行かないよう、寝ずの番をしてたな」


「そうだったんだ」


　奇き妙みような話ではあるが、基はすんなり納得していた。


　あの頃の基は、本当に家の中でしか生きてなかった。


　ただひとつの世界の中で、一番大切な人に去られてしまったショックは、そりゃあ大きなものだっただろう。


　なんといっても、基は家族に見捨てられることをなによりも恐おそれていた。


　──自分は、ずっと側にいてくれた大切な人に見捨てられてしまった。


　そんな風に思いたくなくて、志門と高子の存在を入れ替えることで無理矢理自分を納得させようとしたんだろう。


（……だから、お兄ちゃんの顔も忘れてたのかも）


　大切な人が高子だと思い込むためには、それまで記憶していた大切な人の顔を忘れなければならなかったのだ。


「……うわ～、なんかショック。僕って、すっごい根こん性じようなしだったんだ」


「モトが悪いわけじゃない。モトを納得させることもしないで逃にげた俺が悪い。あと、名前のことでずっと素直になれずにいた高子も、ちょっとは悪いか。……まあ、高子が名前にこだわる気持ちもわかるけどな」


　俺も自分の名前が嫌きらいだからさ、と志門は苦笑する。


「どうして？　恰かつ好こう良い名前じゃない」


「その恰好良いのが問題なんだって……。俺がこのとおりの見た目だからなんとかなったけど、これが十人並みの顔だったら、どう思うよ？」


「どうって……。え～っと、ちょっと、恥はずかしいかな」


「だろう？　この名前、逃げてった実の母親が、芸能人みたいで恰好良いでしょ～っつって命名しやがったんだ。ったく」


　うんざりした顔になる。


「……そっか、嫌いなんだ」


　基はちょっと困ってしまった。


「モト、どうした？」


　基の困り顔に気づいた志門が聞いてきた。


「ちゃんと恋こい人びとにしてもらえたんだから、みんなみたいに『志門』って名前で呼んでみたいなって思ってたんだけど……」


　嫌いや？　と聞いたら、志門も困った顔をした。


「モトがそう呼びたいなら構わないけど、でも俺は『お兄ちゃん』のままのほうがいいな」


「でも、なんかそれって変じゃない？」


　もとから本当の兄弟じゃないわけだし、恋人に対して『お兄ちゃん』と呼ぶのはなんだか違ちがうような気がする。


「変じゃない変じゃない。……ってか、あれだ」


「あれ？」


「一種の『弟プレイ』？」


「え？」


（プレイって……）


　一いつ瞬しゆん意味がわからず、基はぽけっとした。


「さっきも、『お兄ちゃん』なんて可愛かわいい声で喘あえがれて、えっらい燃えたしさ」


　にやっと、ちょっといやらしげに笑う志門の顔で、基もやっと意味を理解する。


「ばかなこと言わないでよっ！」


　そんなことを言われたら、普ふ段だん『お兄ちゃん』と言うたびに、どうしたってさっきの行こう為いを思い出させられてしまう。


　家族と会ったときに、あれを思い出したりしたら、平静な顔をしていられる自信がないからもうサイアクだ。


　腹立たしいやら恥ずかしいやらで、基は真っ赤になった。


「モトは怒おこっても可愛いな。……こんなとこまで真っ赤になって」


「ちょっ、やめてよっ！　も～」


　志門は、するっと上うわ掛がけの中に手を滑すべり込ませ、基の喉のど元もとから胸へと指先で撫なでていく。


　キュッと乳ち首くびをつままれて、ピクンと身体からだが震ふるえた。


「……も、やだって……」


　敏びん感かんで可愛いなぁと囁ささやきながら、志門が覆おおい被かぶさってくる。


「今日は、もう無理だってばっ」


　どうせ無む駄だだろうと確信しつつ、基はとりあえず抵てい抗こうしてみる。


　そう、抵抗したところで無駄なのだ。


　どうせ、志門には本当の気持ちを読まれてしまっているのだから……。




　　　　８







　一ヶ月後、街中に新しい『リアル』のポスターが貼はり出された。


　薄うす型がたテレビではなく、今度は同社のデジタルカメラの広告として……。





　浅田に騙だまされてスタジオに連れて行かれたあの日、けっきょく一枚も写真を撮とられることなく終わったと基は安心していたのだが、甘かった。


　あのとき、スタジオにいたカメラマンが数枚の写真を撮っていたのだ。


　撮られた写真は、迎むかえに来た志門に向かって『リアル』が駆かけだした瞬しゆん間かんの連続写真。


　それが、今回の広告に使われてしまうことになった。


「いや、だって、こんなに可愛いんだぜ。見せびらかしたいじゃないか」


　そう言ったのは、今回の広告の諸悪の根源である志門だ。


　偶ぐう然ぜん撮ってしまった写真があまりにも良い出来だったからと、カメラマンから写真をデータごと渡わたされ、それをそのまま広告に流用してしまったのだから……。


　しかも志門は、一緒に映っていた自分の顔だけはちゃんとカットしておいたのだ。


　基としては、実に腹立たしい。


　そのことで基が文句を言ったら、志門は、だったら完全版の写真をパネルにして寝しん室しつに飾かざろうか、などとふざけたことを言い出した。


　当然、却きやつ下かである。


　こればっかりは絶対に譲ゆずれない。


　だって、写真の中の志門はそりゃあ愛いとおしそうな目で『リアル』を見つめているのだ。


　志門にとっては『リアル』も基の一部分なのかもしれないが、基にとっての『リアル』は、他人が作った虚きよ像ぞうでしかない。


　どうしたって自分だとは思えない少女が、志門の腕うでに抱だき取られる写真を寝室に飾るなんて言語道断だ。


　基がそう言って拒きよ絶ぜつすると、


「お、焼き餅もちか。モトはホントに可愛いなぁ」


　志門は目め尻じりを下げて喜んだ。


　その顔を見ていると、自分ひとりが今回の広告の件でぷりぷり怒っているのが、なんだか馬ば鹿かみたいに思えてしまう。


　ぷしゅ～っと怒りが抜ぬけてしまって、そのままなし崩くずし的に無断で広告に使われたことに対する怒りも自然消しよう滅めつしてしまった。


　自分ばっかり楽しんでいる志門が、ちょっと狡ずるいなと思いはするけど……。





　父親のほうの騒そう動どうも順調に解決へ向かいつつある。


　だが当分は訴そ訟しようなどで忙いそがしく、基が家に戻もどってもひとりの時間が増えるだろうからと、そのまま志門の家に留まるようにと言われていて、基はホッとしていた。


　だが、ただひとつ、気がかりなことがあった。








　その日、基はプリンの入った小さな箱を手に、病院の廊ろう下かを歩いていた。


　目指す名前が書かれたプレートが貼ってあるドアをノックしてから、そうっと開ける。


「あら、基。来てくれたの？」


　ベッドの上で嬉うれしそうな声を出したのは、姉の高子だ。


「来てくれたのじゃないよっ！　もう、ビックリしたんだからね」


　基は、軽く肩かたを怒いからせた。


　高子が入院したのは、基が家を出て二週間がすぎようとしていた頃ころのことだったのだそうだ。


　病名は、切せつ迫ぱく流産。


　一時はベッドから一歩も動いてはいけないほどの状態にまで陥おちいっていたらしい。


　基はそれを昨日、志門から聞かされたのだ。


「どうして、もっと早く教えてくれなかったんだよ」


「心配させちゃいけないと思って……。決して仲間はずれにしたわけじゃないからね」


「わかってるよ、そんなこと。そういう意味じゃなくてさ。僕にだって、お姉ちゃんとお腹なかの赤ちゃんを心配する権利ぐらいあるんじゃないのかって言ってるんだ。そりゃあ、励はげますぐらいしかできないけど……」


「……そう…だね。ごめんなさい」


　高子は基の剣けん幕まくに驚おどろいたような顔で謝った。


「うん。……僕もゴメン。妊にん婦ぷさんに怒っちゃいけなかったね。──えっと、結けつ婚こんおめでとうございます」


　基は、改まった態度でそう言って、プリンの箱を手て渡わたした。


　切迫流産で入院するまで、高子本人も妊にん娠しんには気づいていなかったのだそうだ。


　婚こん約やく者である佐川は、高子の妊娠を知った直後、結婚式まで待てないと即そく座ざに入にゆう籍せきしてしまったのだとか……。


　実際問題、高子の体調を考こう慮りよして、結婚式自体の日取りを延のばさざるを得なくなったから、良い判断だったと周囲の人達には誉ほめられているらしい。


　だから、この病室のドアの名前も、佐川高子と書かれてあった。


「それ、プリン。お姉ちゃん、好きだよね？　本当のお祝いは退院したときに」


「ありがとう。──だったら、出産祝いも一いつ緒しよによろしくね」


「え、そんなに入院が長引くんだ」


「一応安定はしたんだけど、用心したほうがいいからって……」


「ああ、そっか」


　治ち療りようではなく、予防のための入院なら逆に安心だと、基はホッと胸を撫で下ろした。


「……基、なんだか表情が明るくなったね」


「え、そうかな？」


「そうよ。はっきり物も言えるようになったし……。志門のところにやって正解だったみたい」


　良かった、と高子が優やさしく微ほほ笑えむ。


「志門に聞いたけど、誤解も解けたんだよね？」


「……うん」


「それも良かった。……ずっとね、志門の居場所をあたしが盗とっちゃったような気がして、申し訳ないなぁって思ってたんだ。でも基が離はなれていっちゃうのが嫌いやで、あたしからはどうしても言えなくて……。──ゴメンね、黙だまってて」


「ううん。僕が弱くて現実を直視できなかったのが原因なんだし……。それに、誤解が解けたからって、別になにも変わってないよ。お姉ちゃんが、ずっと側にいて守ってくれてたのは本当のことだから……」


「いやだ、もう。基ってば……」


　高子はいきなり横になって、毛布を引っ張って頭からかぶった。


「そこのプリン、冷蔵庫に入れといて」


　手だけ出して、プリンの箱と、個室の隅すみにある冷蔵庫を指さす。


　その声が微び妙みように泣き声っぽいのは、意地っ張りな姉に対するちょっとした気き遣づかいのつもりで聞かなかったことにした。





　しばらくして毛布から顔を出した高子が「そうそう」と、脇わきの戸と棚だなの引き出しから一枚のポストカードを取り出した。


「これ、志門からお見み舞まいだって貰もらったの。とっても可愛かわいい」


　そう言って嬉しそうに基に見せびらかしたのは、『リアル』の販はん促そく用のポストカード。


「……え、まさか……。お姉ちゃんも、知ってるわけ？」


「ええ。大判のパネルも貰っちゃった。──あ、お父さん達には内ない緒しよにしてるから安心して」


　にっこり微笑まれたが、安心するどころの話じゃない。


（お兄ちゃんの噓うそつきっ）


　誰だれにも内緒だって言ったのに……。


　志門が週に何度か仕事をサボっていたのは、高子の見舞いのためだったらしい。


　お見舞いの品のネタにでも詰つまって、職場で目についたポストカードを「ま、いっか」と気楽な調子でつかんでしまったに違ちがいない。


「……あんにゃろう」


　思わずボソリと呟つぶやくと、高子が目を丸くした。


「さっきもちょっと思ったんだけど、基、あなたちょっと口が悪くなったんじゃない？　もしかして、志門の影えい響きよう？」


「えっと……どうかな？」


　それもあるかもしれないけど、どちらかというとクラスメイトと会話するようになったことのほうが要因としては大きいかもしれない。


　それを言うと、高子はまた目を丸くした。


「学校で話せるようになったの？」


「うん。友達もできた」


「そう。良かった。本当に志門のお陰かげだね。志門、基にはベタ甘だったから、甘やかしすぎるんじゃないかと思って、ちょっと心配だったんだけど……」


「甘いことは……甘いかな？」


　学校まで送ってってくれるし、必要ないと言っても服やらバッグやらが着々と増えていくし、それに日常生活の細かな面めん倒どうを不必要なほどに見たがる。


　今朝だって、制服のネクタイが曲がってるとか言いがかりをつけて、基が自分で締しめたネクタイをわざわざ外して、もう一度締め直してくれた。


「基、なに赤くなってるの？」


「え？　そう？　気のせいじゃない」


「そんなことないわよ。熱でもあるんじゃないの？　ちょっと、こっちおいで」


　渋しぶ々しぶ近寄ると、おでこに手の平をあてられた。


「ん～、大だい丈じよう夫ぶそうね。──あら、それ、どうしたの？」


「え？」


　くいっと襟えりを引っ張られる。


（うわっ、やばっ）


　相手が妊婦だと思うと強ごう引いんに引き剝はがすこともできず、逃にげそびれた基はザッと蒼そう白はくになる。


　そこには、今朝ネクタイを締め直される前に悪戯いたずらされたときの、キスの痕こん跡せきがくっきりと残っているのだ。


「──基、これ、どうしたの？」


「……え、なに？　どうかした？」


　とっさにとぼけてみたが、なにしろ高子に噓などついたことがなかったから、わざとらしすぎたのかもしれない。


「……ねえ、基。お姉ちゃん、トマトジュースが飲みたくなっちゃった。下の売店で買ってきてくれる？」


　高子はにっこりと微笑んでそう言うと、引き出しをザッと勢いよく開けて、中から携けい帯たい電話を取り出した。


「あの……お姉ちゃん？　病院内で携帯電話はまずいんじゃない？」


「この病院、医い療りよう機器の類たぐいを使ってない病室からなら、かけてもいいの」


「そうなんだ。……で、あの、どこにかけるつもりなのかな？」


「決まってるでしょ。志門よ」


　顔は笑っているけど、声が怖こわい。


「ほら、早く買ってきて。あ、無塩のにしてね」


「う、うん」


（ば、ばれたのかな……）


　基は、冷や汗をかきながら病室を出た。








　廊ろう下かに出ると、携帯電話のコール音が響ひびいていた。


（マナー知らずがいる）


　そう思った次の瞬しゆん間かん、視界の中にいたのは志門だった。


「お、モト。いいタイミングだな。迎むかえにきたぞ」


　嬉うれしそうに微笑みながら、志門がポケットから携帯を取り出すのを見て、基は慌あわてて駆かけ寄りその手から携帯を取り上げた。


「モト？」


　急いで電源をオフにする。


「病院内はマナーモードだったっけか。悪い悪い」


　基は、気楽な調子でそういう志門の背を押して、近くの空いていた談話室に押し込んだ。


「なんだ？　どうした？」


　蒼白になっている基に、志門が訝いぶかしげな顔をした。


「……ばれちゃったかも」


「なにが？」


「お姉ちゃんに、首のキスマーク見られた。どうしよう」


　予想もしていなかった事態だけに、基は本気で狼狽うろたえていた。


「もしかして、今の着信、高子か？」


「たぶん」


　おろおろしていると、志門の手がくしゃくしゃと頭を撫なでた。


「逃げられることでもないだろ。とりあえず、俺が話してくる。──モトはどうする？　先に帰るか？」


「僕…も……行く」


　志門の言うとおりだ。


　逃げたところで事態は変わらない。


（こういうところは、やっぱり大人だな）


　落ち着いた志門の態度に、基はホッと安心した。


「でも、どうやって話すつもり？　お姉ちゃんが納なつ得とくしてくれるように、うまく説明できる？」


「無理だ」


「え？」


「高子は怒おこらせるとたちが悪いからな。とりあえず言いたいことを言いたいだけ言わせてやらないと」


「……それで、なんとかなる？」


「たぶん。疲つかれるまで怒らせといて、少し落ち着いたところで、適当にこじつけた話をしてみるさ」


「…………お兄ちゃん」


（……駄だ目めだ）


　行き当たりばったり。


　入院中の妊にん婦ぷを疲れさせるまで怒らせるなんて、もうとんでもない。


　そんなの、全然大人の対応じゃない。


（ああ、そういえば……）


　会議でも思ったままの傍ぼう若じやく無人な台詞せりふを吐はいては、あちこちから怒りを買っているのだと、志門の部下ふたりが良くぼやいている。


　きっと、いつもこんな調子なんだ。


（僕が、考えなきゃ）


　仕事の面であのふたりが支えているように、自分が志門の私生活のサポートができるようにならなければ……。


「妊婦さんを怒らせたら駄目だよ。──えっと、どうしよっか……」


　基は、一いつ生しよう懸けん命めい考えた。


「そうだ。ノミだよ。お兄ちゃんの知り合いの犬を一晩預かって一いつ緒しよに寝ねたら、ノミに刺さされちゃったってことにするんだ」


　ベタな言い訳だけど、ベタだけに噓うそだとばれにくいかもしれない。


「ね、どう？」


「うんうん、良いんじゃないか？　モトは頭の回転が速いなぁ」


　えらいぞぉと、志門は実に嬉しそうに目め尻じりを下げて、基の頭をくしゃくしゃっと撫でた。


（……駄目だ）


　志門は贔ひい屓き目が強すぎて、全然冷静な判断ができてない。


（もっと、僕がしっかりしなきゃ……）


　ひとりで立つためじゃなく、ふたりでいるために、もっと大人にならなければ……。


　基の悩なやみは尽つきない。


　でも、これは、基にとってはとても幸せな悩み。


「も～、外で髪かみをぐしゃぐしゃにしないでよっ」


　基は勝手にゆるみそうになる顔を意識して引き締めて、髪をぐしゃぐしゃにする大きな手を両手で追い払はらった。




いつか、その小さな手に















　指定されたカフェへと向かって、ゆっくりとしたペースで街を歩く。


　初夏の街は、強い日差しが乱反射して酷ひどく眩まぶしい。


　ふと、このまま立ち止まり、目を閉じてしまいたい欲求に駆られる。


　立ち止まり、ただずっと黙だまったまま佇たたずんでいたい。


　最近は、いつもそんな感じだ。


　どこに行っても、なにをやっても、楽しくない。


　なにもかもが面めん倒どうで、指一本動かすのもかったるい。


　無気力で、投げやりになったと、人からは言われる。


　そうだな、と唇くちびるを歪ゆがめて微ほほ笑えむ癖くせがついた。








　志門がカフェに着くと、待ち合わせの相手、高子は先に到とう着ちやくして席に座っていた。


「髪、伸のばしてるのか？」


　通りすがりの店員にアイスコーヒーを頼たのんでから、高子の前の席に座る。


「悪い？」


　まだ少し不ふ揃ぞろいではあるが、顎あごぐらいのラインで切られた髪を揺ゆらして、キッと睨にらみつけてくる高子の瞳ひとみからは、少しばかりの敵意と、照れと、そして親しみが感じられた。


「悪くない。短いのも悪くなかったけどな。雰ふん囲い気きが柔やわらかくなって良い感じだ」


　見た瞬間に感じたことをそのまま言ったのだが、高子のお気に召めさなかったようだ。


「あんたのそういうとこ嫌きらい。女が嫌いなくせに、平気で誉ほめるんだから。だからみんなが誤解しちゃうんじゃない」


「女が嫌いなんじゃなくて、男が好きなんだけどな」


「わかってるけど。……それならそれなりの対応の仕方ってのがあるでしょうが。そのお綺き麗れいな顔でにっこりして、歯の浮うくような台詞を言いふらして歩くのは公害だからね、公害！」


　プリプリと怒っているが、高子には怒る権利が少しばかりある。


　小中高と同じ学校だった同い年のこの義理の妹は、志門がその容姿で無意識のうちに引き寄せてしまった少女達からけっこう迷めい惑わくを被こうむっていたのだ。


　橋はし渡わたしをしてと頼まれて断ると冷たい人だと言われ、橋渡しをしてやると志門に振ふられた少女から八つ当たりを受けたり……。


　だから、少しぐらいの暴言は聞き流してやれる。


　照れ屋の高子が、賛辞を素す直なおに受け取るわけもないし……。


「これからは注意する。──で、どうしたんだ？　わざわざ呼び出すなんて」


　お互たがいに片親の家庭で育ち、小学四年生のときに親の再さい婚こんで家族になった。


　その家族が暮らす家から、志門が大学入学を機に独立して三ヶ月が経たっていた。


「基のことなんだけど」


「また体調崩くずしたのか？」


　この春、小学三年になったばかりの小さな弟はとても身体からだが弱い。


　去年の冬場には、喘ぜん息そくの発ほつ作さや肺はい炎えんを起こしては何度も入退院を繰くり返していたが、春先ぐらいから少しずつ体調が戻もどりつつあったはずだった。


「ううん。それは大だい丈じよう夫ぶ。安定してる。もう少し暑くなると、どうなるかわからないけど……。問題なのは、身体じゃなくて心のほう」


「どういうことだ？」


「ん～、少し前から変だなとは思ってたんだけど……。あの子、あんたとあたしの記き憶おくを、入れ替かえちゃったみたい」


「入れ替える？」


　言われた意味がうまく理解できなかった。


「だからぁ、あの子の頭の中では、ずっと面倒みてきたのはあたしになってんの。……で、ずっとあの子を避さけまくってたのが、あんたってこと」


　わかった？　と聞かれて、志門は呆ぼう然ぜんとしつつ頷うなずいた。


「……わかった……と、思う」


「ね、どうしたらいいと思う。お医者さんに連れてったほうが良いかな？　その前に、あんた、あの子に会ってみる？」


「いや。止やめとくよ。……医者に連れてくようなことでもないだろう。そう思い込んだほうが楽だから、そうなったんだ。無理に矯きよう正せいすると逆にモトの負担になる。──そのままにしといてやろう」


「あんたは、それで良いの？」


「ああ。……良いよ」


　基をそこまで追いつめたのは自分だ。


　忘れられたとしても、自じ業ごう自得。


　唇の端はしを軽く上げ、馴な染じんでしまった作り笑いを浮かべると、高子は少し顔色を曇くもらせた。





　　　　☆





『もとき君、いつ遊べるようになるの？』


　高校からの帰り道、基より少しだけ年上の近所の子供にそう聞かれて、志門はもう少し先だと答えた。


　元気になったら遊んでやってくれよなと、頭を撫なでてから子供と別れ、家に帰る。


　玄げん関かんのドアを開けると、「おにいちゃん、おかえりなさい」と小さな弟が待ちかまえていたように駆かけ寄ってきた。


　小さな頭を撫でてやってから、ふたりでリビングに行ってトランプで遊んだ。


　毎年冬になって気温が下がり、空気が乾かん燥そうしはじめると、基は体調を崩す。


　その年も年末に肺炎で入院して、退院した後も大事をとってずっと自宅待機。


　基の具合が悪くなると、仕事が忙いそがしい両親の代わりに、田い舎なかから祖母が上京してきて面倒をみてくれるのが慣例になっている。


　だが、志門が家にいる間は、志門が基の面倒をみるのが常だった。


　志門は学校が終わると直行で家に帰って、弟の遊び相手をつとめる。


　具合が悪くなって寝ね込こめば、朝まで側についていてやる。


　基の体調管理は志門の役目。


　いつの間にか、そんな不文律ができ上がっていて、両親でさえ基が熱を出すと志門にどうしようかと相談してくるほどだ。


　そんな状態だったから、志門は今の基の体調がどんな具合なのかをちゃんと把は握あくしていた。


　たぶん基は、無理さえしなければ学校に行くことも可能だろうし、休日になら近所の公園で少しぐらいは遊ぶこともできる。


　でも志門は、基を家から出さない。


　まだ少し夜になると咳せきがでる、無理をしないほうが良いからと言って……。


　少し元気になったのに家の中にしかいられずに退たい屈くつした弟が、自分の帰りを待ち望み、そして嬉うれしそうに駆け寄ってくる。


　ただその姿を見たいが為ために、両親の信しん頼らいを逆手にとって、弟を家の中に閉じこめ続けている。


　──歪んでいる。


　それは自覚している。


　それでも、別に構わない。


　ずっと、このままでいられたらいい。


　小さなこの子の世界を、自分の手の届く範はん囲いだけに留めておきたい。


　だが志門は、その願いが叶かなわないことも知っていた。


　身体が弱い弟は、同年代の子供に比べると、ずいぶんとひ弱で小さい。


　それでもやっぱり、少しずつは成長している。


　志門自身の身長が伸び、顔立ちや身体が変化していくように……。








　女が駄だ目めだと気づいたのは、中学に上がったばかりの頃ころ。


　派手な容姿に生まれついたせいで、ひっきりなしに告白されたが、どうしてもその気にはなれなかった。


　最初のうちは、自分を産み捨てていった母親に対する嫌けん悪お感から、女という性が苦手なだけだと思っていた。


　いつか、時が来たら、その気になることもあるだろうと……。


　だが、成長するにつれ、そういうことではないと知った。


　女ではなく、男の身体に反応する人種なのだと、成長した身体が教えてくれたのだ。


　高校生になると、たまに深夜に家を抜ぬけ出して、お仲間と気楽に遊ぶようにもなった。


　派手な容姿のお陰かげで、相手に不自由はしない。


　特定の相手とつき合うのが苦手なのは、自分を捨てていった母親譲ゆずりなのかもしれないと思うと、少しばかり不ふ愉ゆ快かいな気分にもなったが……。








　一いつ緒しよに遊んでいると、微び々びたるスピードであっても弟が成長しているのを実感する。


　去年までは届かなかった引き出しに手が届いたり、お菓か子しの袋ふくろを自分で開けたりしては得意げな顔をする可愛かわいい弟。


　いつか、この子も成長して、自分の意思で歩き出すようになる。


　成長した手足で、自分の世界を自分の力で広げていく。


　その世界に、自分の居場所はあるだろうか？


　目の前で無む邪じや気きに遊ぶ弟を見守りながら、そんなことを考えた。


　と、同時にゾッとした。


　成長したら、もう庇ひ護ご者である兄の手は必要じゃなくなる。


　もしかしたら、この手の届かない場所へと行ってしまうかもしれない。


　そんな可能性に思い当たって……。


　そしてまた、ゾクッとする。


　成長した、この子の姿を想像して……。


　今はまだ、どこもかしこも柔やわらかで、白くて、そして子供特有の甘い匂においのする小さな弟。


　数年経てば、すんなりと手足も伸のびるだろう。


　もっと時が経てば、柔らかな輪りん郭かくも変化して、きっとすっきりとした顔立ちの綺き麗れいな子になる。


　蝶ちようが羽う化かするように変化していくその姿を、自分は黙だまって見守っていくことができるだろうか？


　羽化して、新しい世界に飛び出そうとするのを黙って見送れるだろうか？


　──嫌いやだ。


　心の奥から、そんな声が聞こえた。


　この手で大切に守って、慈いつくしんで、ここまで育ててきたのだ。


　絶対にどこにもやらない。


　この腕うでの中だけに閉じこめて、ずっとずっとひとりで守っていく。


　──それで、この子の自由を奪うばうのか？


　今のまま、家の中に閉じこめ自分だけしか見せず、外の世界に興味を持たせないようにしむけて……。


　この子の成長した姿を想像した瞬しゆん間かんの、あのゾクッとした感覚。


　あれが、どういった衝しよう動どうに繫つながる感覚なのか、志門はもう知っていた。


　今の弟に対してそんな衝動を感じることは決してないが、成長していく過程を見守る中で、自分がその衝動に捕とらわれる可能性が充じゆう分ぶんにあることも知っている。


　そのとき、自分はその衝動を抑おさえることができるだろうか？


　──無理だ。


　だが、そんな衝動に流されてしまったら、この子を間ま違ちがいなく傷つけることになる。


　身体からだも、心も……。


　大切に守ってきたこの子が傷つく姿なんか見たくなかった。


　ましてや、この手で傷つけることなど耐たえられない。


　傷つけて、この子に嫌悪されてしまうのが、なによりも怖こわくてたまらない。


　──離はなれたほうが良い。


　そしてその後、志門は、大学受験を理由に基の世話を家族にまかせるようになっていった。








　今までずっと側にいて守ってくれていた存在が、なんの説明もないままにいきなり手の平を返したように自分を避さける。


　それは、幼い基の心に、とてつもないダメージを与あたえたのだろう。


　どうして側から離れていくのかわからないまま一年近くが過ぎ、その後に手を差し伸べてくれた相手に、それまで側にいて守ってくれていた相手のイメージを投とう影えいしたとしても無理のないことだと思う。


　何度も死の危険にさらされていた基は、自分をこの世に繫ぎ止めてくれる唯ゆい一いつ無二の存在をずっと必要としていた。


　志門こそがそれだったのに、志門は自らその手を放してしまったのだ。


　基はまるでアンカーを失った船のように、不安だったんだろう。


　そんな恐きよう怖ふの中、差し伸べられた手を、それまでの唯一無二の存在と混同するのは無理のないこと。


　忘れられたとしても、自じ業ごう自得だ。





　　　　☆





「じゃあな。モトのこと、よろしく」


　志門は少しばかりの世間話をした後、もの言いたげな風ふ情ぜいの高子を残して先にカフェを出た。


　小学校から高校にかけて、高子はずっと髪かみを短くしていた。


　気も強く凜りんとした雰ふん囲い気きの高子は、ショートヘアが良く似合うボーイッシュな少女だった。


　小学生のときから常にリーダーシップを取るぐらい、しっかりとした気き丈じような性格で、中高生になると、ボーイッシュな外見のせいで女子からは宝たから塚づか的な意味での人気があったぐらいだ。


　成績が近いせいか常にライバル視されていた志門は、どうして高子はいつもあんなに気張っているのかと常に不思議だったが、父の再さい婚こん話が出たときにその理由がわかったと思った。


　幼少時に病気で実父を亡なくし、母子家庭で育った高子は、少しでも母親の負担を減らすために急いで大人になろうとしていて、人一倍自立心も強かったんだろうと。


　そこら辺の気持ちは、志門も少しはわかる。


　おまえは父親の種じゃないと実の母親から聞かされ続け、挙げ句にその母親に捨てられて血の繫がらない父親の元にひとり残された。


　お人ひと好よしの父親は、たとえ血が繫がらなくとも志門は自分の子供だと本気で思ってくれていたが、それでも志門は不安だった。


　だからふたりきりになってからは、早くなんでもできるようになろう、少しでも役に立とうと必死だった。


　志門も高子も、子供らしく無邪気に甘えることを知らずに育った似たもの同士だったのだ。


　志門が小学四年のとき、父親が再婚して家族が増え、基が生まれた。


　この子は我が家の基き礎そだと父親が言うのを聞いて、それならばこの子を愛そうと決めた。


　この子を愛し、守ることで、血の繫がりのない自分でも、この家族の一員になれるような気がしたからだ。


　身体の弱い、手間のかかる赤ん坊ぼうを育てる新しい母親を助け、少し大きくなってからは自分の手で面めん倒どうをみてあげた。


　小さな弟が無邪気に笑うと、自分の心も弾はずむ。


　病気で苦しんでいる姿を見ると、可哀かわい想そうで辛つらくて代わってあげたくてたまらなかった。


　今になって思うと、日々育っていく弟を見守り、一緒に過ごすことで、自分が得られなかった無邪気な子供時代を追体験していたような気もする。


　自分の手で自分を育て直し、母親が残していった傷を癒いやしていたのだ。


　そういった意味でも、志門にとって基は大切な存在だった。


　癒しの象しよう徴ちようでもある、かけがえのない愛すべき存在。


　そして今、志門は女という性に対する嫌けん悪お感は持っていない。


　もちろん、産み捨てるだけの女は嫌きらいだが、産み育てることのできる女は嫌いじゃない。


　小さな愛すべき存在を与えてくれたことに、むしろ感謝しているぐらいだ。


（高子はどうかな）


　ふと、思う。


　負けず嫌いで意地っ張りで照れ屋な、同い年の義理の妹。


　彼女は新しい姓せいと名前に『高』という同じ漢字が使われていたことが気に入らずに、母親の再婚に反対していた。


　そのせいで、新しい家族に馴な染じめずに、ひとり孤こ立りつしてしまうことにもなった。


　でも、たぶん、それは見み栄えを張った上での噓うそだ。


　本当は、ずっと親子ふたりで寄り添そって頑がん張ばってきた大事な母親を、見知らぬ男に盗とられることに対して、少女らしい潔けつ癖ぺきさからの嫌悪感があったんじゃないかと志門は思っている。


　だからこそ、ずっと髪を短くしたままボーイッシュな存在であり続けたのではないかと……。


　彼女もまた、基を守っていくことで、少しは自分を育て直してやることができるんだろうか？


　志門は、少し長くなっていた高子の髪が、その答えであればいいと思った。





　高子と志門の存在が入れ替かわってしまったというのなら、たぶん基はこの先、志門に自分から会いたいと思ってくれることはないだろう。


　その点に関しては、新しい家族の象徴でもある基への態度を、ずっと変えることができないままだった頑かたくなな高子の性格を恨うらめしく思う。


　だが、同時に安心もしている。


　これからはモトの世話はおまえにまかせるからと頼たのんだとき、高子はまかせておいてと言ったのだ。


『あたしなら、あんたなんかより、ずっとまともにあの子の世話をしてあげられるんだから』


　そう言い切った以上、あの負けず嫌ぎらいなら本当にそうしてくれるだろう。


　基のことは、これで良い。


　これで、安心だ。








（……いつか、会いに来てくれればいいけどな）


　志門は、基が自分の意思で会いに来てくれるようになるまで、決して自分からは会いに行かないと決めていた。


　幼い頃ころ、自分に対して邪じや険けんだった歳の離れた兄。


　いずれその兄がゲイだと知らされたら、さぞかし驚おどろくことだろう。


　そんな戸と惑まどいを乗り越こえて会いに来られるほどに基が成長するまで、会わないほうが良い。


　その頃には、志門自身も、もう少しは成長しているはずだ。


　自分の気持ちより、相手の幸せを優先することができる程度には……。





　どんなに時間が経たっても良い。


　いつか、あの子と、もう一度手を繫つなぐ日が来ればいいと願う。


　もう一度、新しい絆きずなを結び直せたら。


　たとえそれが、どんな形であっても構わないから……。





　少し日が陰かげりはじめた街を、志門はゆっくり歩く。


　愛いとしい、小さな幻まぼろしと手を繫ぎながら、ゆっくりと……。




５秒びようで恋こいの魔ま法ほうをかけて





黒くろ崎さきあつし
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